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番外編　幼なじみ兼恋人から逃げたら完全に捕まった




あとがき




電子限定番外編『恋人モードを封印したら完全に五分じゃ足りなかった』







　それは六時限目、体育の授業が終わってからのことだ。

　誰もいない体育館倉庫に辿たどり着くなり、俺は勢いよく岳がくを壁際に押し付けた。

「あのさぁ！　き、昨日のこと、な、なん、だけどさぁー！」

「なんで壁ドンしてるほうが、そんなぎこちねぇ態度なんだよ」

　呆あきれたように笑われ、汗が背中を伝う。岳の言うとおり仕掛けた側である俺のほうが、動揺してしまっていた。

「や……だから……」

　どう言葉にすればいいのか、頭が真っ白になっていく。

「ほ、ほら……き、昨日言ってた……お、お前の好きなタイプって……」

　岳は「ああ、その話か」と小さく唇の端を上げる。

「俺のタイプ、お前」

　一瞬、聞き間違えたのかと思った。岳の真剣な瞳が、まっすぐに俺を見つめている。

「ま、またまたぁ……ははっ、なんだよ、岳。ビビること言うなよ！」

　無理やり冗談めかして笑う俺に、岳はけろっとした様子で言った。

「昔から旭あさひがタイプだったし」

「む、昔からって……。俺、男だけど……」

「知ってる」

「お、俺、お前の幼なじみ……」

「それも知ってる」

　体育館倉庫の窓から差し込む光の中で、岳の黒い瞳が妙に輝いて見える。

「え、……何？　ドッキリ？　あいつらもグル!?　どっかで俺のこと見てる!?」

「ちげーよ。つうか、俺がこんな冗談を言えるやつかどうか、お前が一番わかってんじゃねぇの？」

　岳の言葉に、「はひっ」と言葉にならない情けない吐息が漏もれた。

　ひとり大混乱している俺と、悠ゆう々ゆうとした態度で笑う岳。どうしてこんなことになってしまったのか……。幼なじみのタイプが、完全に俺だったなんて。
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１　幼なじみのタイプを聞いたら完全に俺だった









　厳しい冬の寒気が窓を叩たたいている土曜日の夕暮れ時。俺は自分の家と同じくらい慣れ親しんだ幼なじみの家にいた。

　ポテトチップスが少しとアルファベットが書かれたチョコレート数個、あとは適当にせんべいを大皿に入れて、おばちゃんのために設置された小さな仏壇のスペースに置く。

　夕日のオレンジ色の光に照らされたおばちゃんは、今日も変わらず美しい笑みを浮かべてこちらを見ている。俺の幼なじみにそっくりな瞳を携えて。

　両手を合わせ、おばちゃんの写真の前で正座する。

「今日は同じクラスのスガとコータが来てるよ。ちょっと騒がしくなるかもしんねぇけど、勘弁ね」

　こうして話しかけていると、いつもおばちゃんから返事がこねぇかなって思ってしまう。そうすれば、あいつがすげぇ喜ぶだろうなって。

（心配いらねぇから、おばちゃん）

　しんと静まった和室で、お供えの皿からチョコレートをひとつ取り出した。透明なフィルムを開けて口に頬ほお張ばると、甘ったるいチョコレートが舌の上でゆっくりと溶けていく。もうひとつチョコレートに手を伸ばし、フィルムを開けたところで、後ろから「つまみ食い発見したわ」と聞き慣れた声が聞こえた。

「違うって。これはおばちゃんのための毒味だから」

　振り向いた先、長年の幼なじみである制服姿の岳に、俺は堂々と言い訳をした。

　岳の身長は一八三センチ、俺は一七八センチ。たった五センチの差がなんとも憎たらしい。

「わざわざ俺の母親のために悪いな、旭」

　岳の一見冷たく思えるような声が、小さい頃から何度も足を運んだ和室に響く。でも、その声の裏に潜む親しみを、幼なじみの俺はしっかりと感じ取った。昔から変わらない、俺たちの空気感。

　岳の母親である奈な津つ子こおばちゃんが病気で他界してから、もう五年がたつ。毎日おばちゃんの写真に話しかけている俺のことを、岳はいつも黙って見守ってくれる。

「ん、毒味完了。おばちゃん、もう大丈夫だからいっぱい食べてな」

　笑って座布団から立ち上がり、固まった体を伸ばしながら窓際に向かう。薄手のカーテンをさっと開けると、きれいな夕焼け空が目に飛び込んできた。

「お、めっちゃきれー」

「旭」

　名前を呼ばれて振り返れば、岳が俺の顔を凝視してくる。その澄んだ黒い瞳に、夕日が小さな光を灯していた。いつまでもじっと見つめてくる岳に、素直な疑問を抱く。

「どした？　てか、岳はほんと整った顔してるよなぁ……。おばちゃんに感謝しろよ、マジで」

　岳はどちらかというと、おじちゃんよりおばちゃん似だ。飽あきるほど見た顔なのに、時々どうしようもなく目が離せなくなる瞬間がある。

　おばちゃんから譲り受けた切れ長の瞳に、それを縁取る長いまつげ。まっすぐな鼻筋と形のいい唇。俺とは違って染めたことのない岳の黒髪は、どこか浮世離れしたような色気を醸し出している。

　岳の耳たぶには俺が開けてやったピアスの穴がいくつもあった。その中のひとつには、去年の誕生日に俺がプレゼントしたシルバーのピアスが輝いている。

　男の俺でも惚ほれ惚ぼれするようなスラっとした長身に、鍛えられた体つき。きっと誰が見ても完璧なスタイルだ。けれど、そんな岳がまだ子供だった頃を俺は知っている──。

「……旭、見すぎ」

　そう言って、岳が少し顔を背そむけた。

「先に見てきたのそっちじゃん！　つうかさ、この前後輩の女の子が『冬ふゆ坂さか先輩が廊下歩いてくる時、ビジュよすぎて勝手にスロー再生になります』とか真面目に言っててめちゃくちゃウケた。あと、クラスの女子も『岳くんの横顔見てたら一日終わってた』ってさ」

「俺のことは、クソどうでもいいわ……」

「あっ、もう一個思い出した！　お前が掃除してる時に『今からほうきになってくる』とかも言ってた」

「……おい、旭」

「そんだけきれいな顔してたら、一日見てたい気持ちもわかるわ」

　岳は俺の発言にくすりともしない。けれど、幼い頃から岳と一緒に成長してきた俺としては、なんだか誇らしい気持ちになってしまう。

「きれいなのは旭だし、俺は旭以外どうでもいい」

　強い岳のまなざしに、ぷはっと噴き出して笑った。

「お前と比べんなよ！　勝負になんねぇって！」

　世間で言う端正な顔立ちという意味では、岳の右に出るやつはクラスどころか全校生徒にもいないだろう。それに岳と俺では容姿が一八〇度違う。明るく染めた髪（岳に染めてもらった）に、母親譲りの笑うとくしゃっとなる瞳。親しみやすさはあるかもしれないけれど、岳のような男の色気は俺には皆無だ。内面だって、その場を凌げればＯＫの俺とは違って、岳は努力家でとことん突き詰めるタイプだ。

　岳は俺を見つめ、「もういいわ」と呆れたように言う。

「……とにかく、コータとスガが呼んでるから二階来て」

「おっけー。じゃあ、またあとでね、おばちゃん」

　おばちゃんに挨拶をしてから、苦笑している岳の肩に手をやった。

　──冬坂岳とは、生まれた時から高校二年生の現在までの長い付き合いだ。家が隣で、偶然にも同じ高校で同じクラス。岳の父親は海外出張で家を空けがちで、俺の母親もシングルマザーであり、夜勤の多い病院勤めだ。俺と岳は大人がいない間、小さい頃から隣合わせの一軒家を行ったり来たりして、助け合って生きてきた。

「コータ、邪魔！　画面見えねぇ！」

「はぁ？　アタシとゲームどっちが大事なわけぇ!?」

「ゲームに決まってんだろ！」

　階段に出ると、岳の部屋からスガとコータの賑にぎやかな声が聞こえてくる。寒い冬の夜、いつものように始まる月一恒例、お泊まり会の光景だ。

「スガ、コータ、おつかれー」

　部屋の扉を開けると、いつメンであるコータが「おつかれー」と軽く手を上げた。同じくいつメンのスガは、オンラインのブロックゲームで世界中のプレイヤーたちと戦っているらしい。「おつー」と短い言葉だけを返すと、すぐにテレビ画面に目をやり、手元を素早く動かし始めた。けれど、あっけなく負けたようだ。

「あ──！」

「スガ、何位？」

「……九十七位。コータのせいで、普通に初しょっ端ぱなから配置ミスった」

　スガは長めの前髪から見える三さん白ぱく眼がんの瞳を画面に固定したまま、不機嫌そうに答えた。

「何人中、九十七？」

「九十九人中の九十七位」

「こいつ、クソみたいな順位叩き出してんじゃん」

　コータが元気よく声を上げ、大きな身振りとともに「次は違うのやろうぜ！」と俺にコントローラーを投げてきた。一八〇センチほどの身長のコータは、笑うと目元に笑い皺じわができるのが親しみやすく、ゴールデンレトリバーみたいに常に口角が上がっている。ピアスをひとつだけ左耳に付けているのが彼のアクセントで、お調子者で陽気な雰囲気にとても似合っていた。

　コントローラーを受け取り、

「どれ、やりますか」

　そう言って笑いながら岳の部屋に入った途端、つけたばかりなのかまだ冷たいエアコンの風が頬に直撃し、思わず震えが走った。

「さむっ！」

「旭、こっち来いって。あっためてやるから」

　岳はベッドに乗ると、淡々と言ってくる。両手を広げ、足の間に俺のためのスペースを空けてくれていた。そんな岳の仕草も見慣れたものだ。

　人よりも平熱が高い岳は、冬になると寒がりな俺のため、俺専属の湯たんぽになってくれる。

　過保護な気もするけれど、岳の腕の中はあったかいので、遠慮なくコントローラーを持ったまま、「ありがとな、岳」と岳の胸に背中を預けた。

　途端に岳の体温が伝わってきて、少しずつ寒気が消えていく。

「岳、お前はやんないの？」

「俺はいい。こうやって見てるほうが楽しいし」

「ふうん。じゃ、やりたくなったら言って？」

　俺たちがさびしくないようにと、おじちゃんが数年前買ってくれた四十二インチの液晶テレビの前には、低いテーブルがひとつ。

　テーブルの上には、コータが買ってきたポテトチップスの大袋がすでに開けられていて、一リットル入りのペットボトルもある。ほかにはスガが好きなグミと、俺が好きなチョコ味のパイ。

「ほい、旭。新発売だってさ」

　スガが差し出してきたコップを「おー、ありがと」と受け取り、濃厚な乳白色の炭酸ジュースを飲んだ。

「このジュースめっちゃうまい！　ほら、岳も飲んでみ？」

　飲みかけのコップを岳に手渡すと、なぜか岳は一瞬だけ眉み間けんに皺を寄せる。炭酸系は苦手じゃなかったはずだと不思議に思った次の瞬間には、一口飲んで、「あまっ、……ああ、でもうまいわ」と感想をこぼした。

「だろ？」

　ご機嫌に笑って前を向く。画面には敵のキャラクターがうようよと湧わいていた。俺は岳の体温に包まれながら、指先を素早く動かした。スガたちとともに、細心の注意を払って進んでいく。

「スガ、やられてんじゃん！　回復しとくから！　ついでにコータも回復しとくわ！」

「旭はいっつも誰かしら回復してるよな」

　コータがつぶやき、スガが同意するように「旭のおかげで常にＨＰ満タンだから」とふざけて笑った。

「……だって、お前らが死ぬの嫌じゃん」

　たとえゲームだとしても、友人を傷つけられるのは好きじゃない。

　そんな俺の耳元に、突然岳の吐息が触れた。何かをささやこうとしているのか、温かい息が耳たぶに当たって、くすぐったい。

「後ろ、狙ねらわれてる」

「……あぶねー。サンキュー、岳」

　岳の腕が、いつの間にか俺の腹に回っていた。これくらいのスキンシップは、日常茶飯事だ。

「岳はやっぱあったかいなー、冬はこれだなー」

　無事に仲間を生存させたまま、次のステージに進めた喜びで、つい声が弾はずんでしまう。俺を抱く岳の腕の力がなぜか少しだけ強くなった時、コータが俺たちのほうを見てにやりと笑う。

「岳、お前は今年も旭の湯たんぽしてんのかよ」

「旭が寒かったら可か哀わい想そうだろ。お前らと違って、繊細なんだから」

　スガとコータが俺を見て、「どこが繊細だよ」と呆れたように鼻で笑った。正直、俺もそう思う。

「まぁ、岳は優しいからなぁ。そういうとこも愛してるよ、岳」

　気軽に言葉を吐き出し、岳の頭をぽんぽんと撫なでる。岳は真顔をしていたけれど、いつものことなので気にしなかった。

「ほんと昔っから寒がりでさぁ。岳がいないと冬越せねぇかも」

　俺がそう言うと、コータは甘えたような瞳を岳に向ける。

「岳くーん、コータもあっためてほしいー。エアコンの風、全然来ないんだけどー。コータ、凍えちゃうー」

「そのまま凍えてろよ」

　岳の冷たい一言を聞き、コータは「こっわ！」と自分の両肩をさすった。

「今の聞いた!?　ねぇ、この人、俺には絶対零度じゃん！　旭、育て方間違えたって！」

「何言ってんだよ。コータもスガも前回のテスト勉強、岳に付きっきりで教えてもらってただろ？　お前らもちゃんと愛されてるから！」

「はぁ!?　あれのどこに愛があったんだよ！　鬼教官だったろ！　なぁ、スガ！」

「……それな。あれは愛じゃなくてガチ修業だから。俺、三日間連続で微び分ぶん積せき分ぶんに殺される夢見たもん」

　俺は声を上げて笑った。どうやったら微分積分に殺されるんだか。

「つーかそれって、俺じゃなくて、数学が怖こえぇだけだろ」

　ふんと鼻で笑った岳の言葉に、スガが呆れたように目を細める。

「……お前だよ、お前」

「俺らにはめちゃくちゃ冷てぇのに、旭には『できてる、すごいな、旭』とか言ってにっこにこの笑顔だもんな……恐ろしい差別社会だよ。旭も覚えてんだろ？」

　コータに尋ねられたけれど、俺にはみんなで楽しく勉強した記憶しかなかった。「そうだっけ？」と首をひねっている間に、「これだから旭は！」とコータもスガも頭を抱えていた。

「旭、思い出せって！　『ちゃんと基本公式覚えてんの？』って俺に言った時、岳の目死んでただろ!?」

　とコータ。

「『ぜんぶ問題解くまで、帰さねぇから』って、すげぇ冷ややかな笑顔で俺もコータもガチで脅されてたじゃん」

　とスガ。思い返せばたしかに言っていた気がするけれど、岳のおかげでふたりの成績がアップしたのは変えようのない事実だ。「まぁまぁ」とふたりに対して笑っていると、岳がさらにぎゅっと抱きしめてきた。

「うっせぇなぁ、旭にまでぐちぐち言うなよ。俺はお前らのために心を鬼にして、厳しくしてんだろうが。そんなに言うなら、次のテストは自分たちで勉強しろよ」

　岳の言葉を受け、さっきまでブーブー文句を言っていたふたりの表情が一変した。

　どうやらどんなに厳しくても、岳の指導なしではテストで赤点回避すら危うい現実が、ふたりの頭の中をよぎったようだ。一秒もかからずに、ふたりは手のひらを返したように甘ったるい声を上げる。

「ぜったいやだ。コータは次も鬼教官指名で♡」

「スガも鬼教官指名で♡」

「……結局、俺がいねぇとだめなんじゃん。しゃあねぇなぁ、鍛えてやるよ」

　岳はドヤ顔をしながら、髪をわざとらしくかき上げた。スガとコータはふざけながら「鬼教官かっこいい～～♡」「永久指名～～♡」と謎にきゃぴきゃぴしている。

「……何、今の意味ない会話。時間返してマジで」

　俺が呆れながら突っ込んだあと、みんなでゲラゲラと笑い合った。冬の夕闇に溶けていく、温かな空気。いつもどおりの俺たちの日常が過ぎていく。




　みんなで夕食を食べ、お泊まり会恒例の銭湯に向かった。大浴場で体を洗っている最中、コータとスガが岳に体の鍛え方を熱心に聞いていた。俺はそんな光景を横目に、「岳はほんといい体してるよなー」と、岳のきれいに割れた腹筋を軽く触りながら、いつものように褒めて笑った。

　銭湯を出てからコータとふたりで「さみー！」と叫んでいたら、岳に肩を組まれる。

「どした、岳？」

「せっかく温まったのに、旭がまた冷えたら大変だろ？」

「え？　ああ……ありがと」

　俺だけ抱きしめてもらいながら岳の家に戻った。コータはまた「俺もあっためてー」とふざけていたけれど、岳は完全に無視をしていて、スガと一緒に笑ってしまった。

　岳の部屋に戻ってからも「せっかく温まったのに（以下略）」と言われ、岳に後ろから抱きしめられながらゲームを再開する。俺の幼なじみはやっぱり過保護かもしれない。

「うっわ……またやられた！　俺ヘタすぎだろ！　さすがに泣くって！」

　ゲームが進むにつれて、スガの悲鳴が上がる。夜はすっかり更ふけ、窓の外もひっそりとしていた。

「そんなことで泣くなよなー。スガはマジで涙腺チョロすぎだかんね。この前、四人で映画観みに行った時も、ガン泣きだっただろ？　ほら、あの犬が死──」

「それ以上言うなよ、コータ。泣くかんな。大泣きするかんな。犬と猫にひどいことするやつは、ガチで許さねぇかんな」

「ほんとに目ぇ潤うるんでんのウケる。てか、旭と岳が泣いたとこは見たことねぇかも」

「泣かないって。俺はぜったい泣かないマンだから」

　胸を張って俺が答えている隙に、スガが岳のほうを向き、長い前髪の隙間から岳を覗のぞき込んだ。

「岳は？　お前も泣かなそうだけど」

　コータの問いかけに、岳は黙り込む。その瞬間、俺の中で五年前の記憶が蘇よみがえった。

　俺が岳の泣いた姿を見たのは、二回きりだ。

　一度目は凍えるような寒さの中、黒い服を着せられていたおばちゃんの葬式の日。

　二度目はそれから一か月後の、あの日──。

「旭、どうなのよ、実際は」

　スガの問いに、少しだけ逡しゅん巡じゅんした。岳が泣いた日のことは、誰にも見せたくない俺たちだけの記憶だ。

「さぁ？　忘れた。どうだったかなぁ？」

　そっと振り返ると、岳と目が合い、すぐに岳がにやりと口角を上げる。言葉なんていらない。一瞬の視線で、すべてが通じ合う。

「出たよ！　幼なじみの阿あ吽うんの呼吸。目だけで会話すんのやめてもらえます？」

　コータの言葉に、ふたりで笑った。岳と目が合うたびに感じる、この心地よさ。俺たちはきっとこうして、ずっと幼なじみとしてそばにいるんだろう。

「あ、そうだ、後輩の子にもらったお菓子があんだった。みんなで食べよ」

　俺は話題を変えるように、鞄かばんからかわいらしくラッピングされた包みを取り出した。

　昨日の放課後、顔見知りの一年の子が友達付き合いの相談に乗ってくれたお礼だと言って、手作りのお菓子をくれた。些さ細さいなケンカで困っていたから少し相談に乗っただけなのに、こちらとしては申し訳ないくらいだ。

　もらったお菓子をみんなに配ると、スガは驚いたように言う。

「また!?　今月入って何回目だよ。旭はほんとに頼られるよな……」

「あんま意識したことねぇけど……。俺だと話しやすいんじゃね？」

　茶髪にピアスというチャラい見た目に反し、口はかなり堅いほうだ。岳のように美しすぎる顔面を持っていたら、近寄りがたくて俺のようにはいかないだろうけれど。

「礼はいらねーって言ってんのに、めっちゃくれるんだよな。ほかのやつらもそうだから、みんないい人すぎて心配だわ」

「……いや、それお前だろ」

　スガの呆れたつぶやきに、肩を竦すくめる。

「別にいい人じゃないって。つうか、恋愛関係は相談されても、まったく戦力外だし。俺に恋愛は無理だよ。なぁ、岳？」

　自分で言うのもなんだけど、俺が恋愛下手なのは、幼なじみである岳が一番よく知っている。

　苦笑いして後ろを振り返ると、岳はなぜか「……旭がそう思い込んでるだけじゃねぇの」とさらりと答えた。

「そう、恋愛だよ、君たち！」

　いきなりコータが興奮気味に言い出し、俺たちはそれぞれ「なんだよ」とか「夜にうるせぇよ」とか「飲みもんなくなったから、コータ今すぐ買ってきて」とか好き勝手なことをつぶやいた。

　まったく攻撃が効きいていないコータは、キザな仕草で髪をかき上げ、「たまには恋バナしようぜ」と言い出す。

　いつもはゲームをして、くだらないことをだらだらしゃべって、Ｂ級のサブスク映画を見て、ひとしきり笑って終わりなのに今夜は違ったのだ。コータの一言のせいで。

「実は僕、約三か月ぶりに彼女ができました……！　拍手！」

　心のこもっていないまばらな拍手が、あたりに響く。俺はさっそく興味をなくして、岳の胸にだらりと寄りかかった。

「ほんとにコータはすぐ彼女できるよなー。よかったじゃーん」

「もっと気持ち込めろよ、旭。てか、旭は高一ん時先輩と付き合ってたよな？」

「女子にもキャーキャー言われているし、なんだかんだモテモテだろ、旭は」

　コータ、続いてスガの声が耳に届く。

「そりゃ悪い気はしねーけど……、でも今は岳とか、お前らとばかやってるほうが楽しいし」

　それが正直な気持ちだ。高一の時のお付き合いだって、彼女とは手も繋つながないまま終わってしまった。

　休日のデートの誘いを断ったり、岳との電話を優先したりするたび、彼女の目が少しずつさびしげになっていったのを覚えている。

　結局、俺の中で岳との関係が最優先で、それ以外の時間なんて作る気もなかったのかもしれない。

「しかもうちの親、俺が生まれてすぐ離婚してるしなー。あんま、恋愛に期待してないっていうか、マイナスっていうか……」

　言いながら、少しだけ申し訳なくなる。母さんは俺のことを一生懸命育ててくれているけれど、恋愛に関しては、どうしても前向きになれない自分がいた。

「岳もそうだろ？」

　俺が岳に問いかけると、

「こいつこそ俺らの中で一番モテてんのに、ぜんぶ断ってんもんな……」

　すかさずスガが岳のほうを向いてつぶやく。

「そうなんだよ！　うちの子はモテモテでねー！」

　冗談めかして笑った瞬間、ふと疑問に思う。

（岳のタイプって、聞いたことないかも）

　思えば、岳の人気は昔からすごかった。小学生の頃から、校庭で遊んでいると岳を見に来た女子が並んでいたり、給食のデザートを献上されたりしていた。

　岳はそういう好意にも騒ぐこともなく涼しい顔で受け流していて、むしろその態度が女の子たちを熱くさせていた。

　声変わりで岳の声が低くなり、身長が一気に伸び始めた中学二年の頃、周囲から発せられる岳への視線はますます熱を帯びていった。

　岳の連絡先を欲する女子はあとを絶たず、誰にも教えたつもりはないのに、ＳＮＳには毎日のようにＤＭが届いていたようだ。

　岳は「面倒くせぇな」とぼやきながらも、ひとつひとつ丁寧にお断りの返信を送っていたらしい。

　ＤＭだけじゃない、直接された告白も、すべて丁寧だけれど簡潔に断るのが岳流だ。岳曰く、「くだんねぇ悪意から守るため」と言っていたが、いったい何を守っているのか、岳は教えてくれなかった。

　高校に入ってからも岳が告白されている場面を何度も目撃したし、俺自身に「仲を取り持ってよー」とお願いしてくる女の子もたくさんいた。

　実際、本当にいい子だと思った子は、数回ほど橋渡ししたこともあったけれど、岳はぜんぶ「ごめん」と一刀両断していた。

　いつしかそのストイックさと俗気のなさがさらなる魅力となって、岳は学校一モテる男にのし上がったのだ。

（マジでわかんねぇな、岳のタイプ……）

　不思議なことに、俺たちは恋愛系の話をこれまで一切してこなかった。岳も聞いてこなかったし、俺も岳に聞かなかった。

「……真面目に聞いたことなかったけど、岳ってどんな子がタイプなわけ？」

　思わず口に出た俺の疑問に、

「好きなタイプねぇ……」

　岳は少しだけ沈黙したあと、いつになくマジな様子でゆっくりと口を開く。

「明るい髪色のショートで、笑った顔がかわいくて、たまに怒った顔もかっこよくて、お人好しで、俺と話が合って、ゲームとかの趣味も合って、自分をちゃんと持ってて、言いたいことはっきり言えて、でもみんなに優しくて、モテるけど意外と恋愛経験少なくて、俺といる時は俺に甘え切ってて、でも俺が風邪ひいた時とか熱心に看病してくれて、俺のこといつも褒めまくってて、俺のことその子自身が思ってるよりもたぶんすげぇ好きだろって感じの子」

　部屋がしんと静まった。スガとコータが「それって……」と意味ありげな視線を交わしている。

　俺は岳のほうを振り向き、「お前さ……」とぽつりとつぶやいた。

「さすがにタイプ盛りすぎだろー！」

　笑いながら言った俺に、

「あとタイプは同じ高校の、同じクラス」

　岳が真顔で言葉を続ける。

「タイプで高校指定するやつ初めて見たわ、ウケる」

　スガとコータが何かを言いたげな目で、俺と岳を交互に見ていた。

　俺は岳をフォローするつもりで、何食わぬ顔で俺を抱きしめている岳のほうを振り向く。

「岳ー、そんな激せまなタイプをくぐり抜けられる子どこにいんだよ。しゃあねぇなあ、幼なじみのために俺が一肌脱ぎますか」

　冗談めかして言うと、岳が静かな声で返してきた。

「ほんとに？　脱いでくれんの」

　ぎゅっと岳に抱きしめられる。あったかくて、安心して……だんだんとまぶたが重くなっていった。

「脱ぐって……。大事な幼なじみのためなら……ふぁ……」

　あくびをひとつ漏らす。スガとコータは、なぜか諦めたように顔を見合わせていた。

（……やっぱ、岳はあったかくて、最高）

「ちょっと眠いわ……。悪い、岳、十分たったら起こして……」

「おい……寝たら、起きらんねぇだろ、旭。寝んなよ」

「そん時は、その辺に転がしといてー……」

「……旭にそんなことできるわけねぇじゃん」

「んー、……岳……だいじょぶだってぇ……」

「……バブちゃんかよ」

　スガの突っ込みが遠ざかっていく。もう目を開けているのも辛くて、岳の胸に寄りかかったまま、

「……岳はやさ、しい、な……でも、ほんとに……俺はほっといていいから……」

　そう言葉をこぼした。

　そのままゆっくりと意識が遠のいていく。

「旭、……悪いけど、そろそろもう限界」

　ぽつりとつぶやかれた岳の言葉。何が、と口にしようとしても、唇は動かなかった。

　最後に感じたのは、俺の髪を梳すく温かな岳の指先の温度と、頬にかかる小さなため息だった。










　目が覚めた時、俺は岳と同じベッドで眠っていた。

　しかも、いつの間にか岳にしっかりと抱きしめられている。まだ寝ている岳の腕から、ゆっくりと抜け出した。昨日も寒い夜だったから俺が岳を離さず、湯たんぽ代わりにして寝てしまったのだろう。

（またやってしまった。てか、ちゃんと最後まで面倒を見てくれんのが、岳らしいわ……）

　ほっといていいと言ったのに、きちんとパジャマに着替えさせてもらっているし、ベッドにも寝かされていた。

　俺よりもよっぽど優しくて、頼りになるやつだ。しばらく過保護な幼なじみをじっと見つめていた。寝ている岳は無防備で、普段より少しだけ幼く見える。

「おはよー。岳ー、朝だー、起きろー」

　毎朝のルーティンよろしく、ゆさゆさと岳の肩を揺らす。乱れた岳の黒髪に、優しい朝日が落ちていた。少しだけ開いた岳の唇から、かすかに漏れる寝息。

　力の抜けたこの顔を同じベッドで見られるのは、幼なじみの特権だ。

　もし岳に恋人ができたら、こんなふうに寝顔を見ることもなくなるのだろうか。いや、岳はきっとそうならない気がした。

　俺たちは誰よりも仲のいい幼なじみなのだから。

「起きろ、岳」

「……やだ」

　少し掠かすれた岳の声。岳は一瞬だけ長いまつげを瞬しばたたかせて俺を見上げ、不満そうに眉を寄せた。布団の中から伸びた岳の手が、俺のシャツの裾を掴つかむ。

「旭もまだ寝てろって……」

「嫌だよ」

　床では、まだスガとコータが寝息を立てていた。ふたりの寝相の悪さにふと笑みがこぼれる。スガはだんご虫のように丸まった姿勢で、コータは大の字になって、まるで熊のようないびきを轟とどろかせている。

　昨晩、俺が寝てからも遅くまでゲームしていたのかもしれない。ふたりとも完全に夢の中だ。

「起きようぜ、岳ー」

「……無理。寝る」

「寝るな」

「旭、こっちきて」

　岳が掛け布団の端をめくって、俺を誘うように手招きする。その動きについつい釣られそうになるけれど、そのままベッドを下りた。

「今何時……？　やっべ、もう十時半じゃん。ほら、岳起きろー」

「……やだ」

「岳ー！」

　生産性のないやりとりを何度も繰り返して、ようやく岳が目を開ける。

「起きられてえらいねー、岳ー」

　完璧に見える岳の唯一の弱点は、『朝』だ。まだ睡眠を貪っているスガとコータにも声をかけながら着替えていると、強い岳の視線を感じた。

「どうした？　……あ、もしかして昨日、俺が途中で寝たから怒ってんの？　悪かったって、岳」

「……いや、それは別に。てか、昨日のどう思った？」

「昨日……？　ん、なんで？　いつもと同じ、すげぇ楽しかった。お前ら最高」

　親指を立てて笑うと、

「……あっそ」

　岳が淡々と吐き出す。何かを考え込むように眉間を揉もむ岳の姿を、不思議な思いで見つめた。寝起きだから機嫌が悪いのかもしれない。




　一時間後、みんなで遅い朝食を食べることにした。

　岳が作るパンケーキは、いつも以上の出来だった。それなのにコータは、うんざりした表情を浮かべている。

「朝からパンケーキ with 大盛り生クリーム……」

「お前らのはついでに焼いただけだから、文句あるなら食うなよ」

　岳がそう言うと、コータは肩を竦めて「いただきまーす」と何事もなかったかのように食べ始めた。

「え、なんで？　パンケーキ、最高じゃん！」

　フォークで生クリームをたっぷりとすくい、ふわふわのパンケーキと一緒に頬張る。そんな俺の前に、岳がマグカップを置いてくれた。ふたつ並んだおそろいの青いグラデーションのマグカップには、いつもの朝みたいにたっぷりとカフェオレが注がれている。

「てか、旭のだけ豪華なの is 何……？」

　スガの指摘で気づいたけれど、俺の皿だけカラフルなフルーツが山盛りになっていた。

「あ、ほんとだわ。君らにも分けて差し上げよう。はい、どうぞ」

「お、どうもどうも」

　遠慮なく受け取ったコータと、「誰かさんの視線が怖いからいらねぇわ……」と若干引き気味に笑うスガ。

　俺はスガにあげようとしていた苺いちごを、「じゃあ……岳、あーん」と言い、岳の前に差し出す。岳は長い睫まつげを伏せ、フォークに刺さった苺をぱくりと食べた。その仕草がなんだかかわいくて、ククッと声を押し殺して笑う。

「つうか、岳とはずっと一緒だったから、俺の好みがわかるってだけだろ」

　カフェオレを飲み、ほっと一息をついた。

「最初は俺のほうが料理とか勉強とか得意で教えてたのに、いつの間にか岳に抜かされてて、むしろ誇らしいよね。岳はさぁ、ほんと勉強熱心で、努力家で、えらいんだわ」

　純粋な気持ちで岳を褒めると、岳はフォークをパンケーキにぐさりと刺し、

「……俺のタイプにもう一個付け足すわ。すげぇ鈍感な子」

　そう言ってにっこり微笑む。

「急になんだよ。てか、鈍感な子がタイプってめずらしすぎ！　……あー、岳の作ったパンケーキはやっぱうまいわ。さすができる子。お前の彼女になれたら、マジで幸せじゃん。俺がなろっかな、なあんて！」

　生クリームの甘さが口の中に広がる。幸福感に満たされながらパンケーキを頬張る俺を、スガとコータが残念な生き物でも見るように見つめていた。

「……旭さ」

「ん、何？」

　スガに名前を呼ばれ、きょとんと目を瞬かせる。

「いや、なんでもない……」

　スガがそう言ったきりその話題は終了し、スガもコータも妙に気まずそうな顔をして帰っていった。




（いったいなんだったんだろう、あの空気は……）

　そんなことを考えながらキッチンで皿を洗っていると、隣に岳が立った。肩と肩が触れるくらいの距離。岳の家のキッチンは狭いから、いつもこんなふうに並んで皿を洗う。俺が洗った皿を岳が受け取って、拭ふいて、食器棚に戻す。何度も何度もふたりでやってきたことだから、言葉がなくてもぴったりと息が合う。

「俺のタイプの話だけど」

　ご機嫌に鼻歌を口ずさんでいたら、突然、岳が切り出してきた。

「またタイプの話？　その話題、引っ張るねー」

　少しからかうように笑って言うと、岳が「まあね」と飄ひょう々ひょうと続ける。

「俺のタイプは……青い靴下穿はいてて、寝癖ついてるやつ」

「出た、タイプ指名。しかも今度は靴下と寝癖？」

　思わず笑いかけて、はっと気づく。

（あれ？　そういえば、俺も青い靴下穿いてね？　てか、寝癖もあるかも……？）

「あと、今一緒に皿を洗ってて、俺の隣にいる」

「……え？」

　呼吸が止まる。その瞬間、岳の声がやけに近く感じた。

「俺とおそろいのマグカップ持ってる人、その人がタイプ」

　今、俺が手にしているのは、岳とおそろいの……。

　脳がショートしたかのように思考が止まる。

　手の中のマグカップをじっと見つめ、また岳の顔を見て、もう一度手の中のマグカップを見る。

「……あれ？　俺らなんの話してたんだっけ？」

「俺のタイプの話だろ」

「……うん。……うん？　……お前のタイプって」

「青い靴下穿いてて、寝癖ついてて、今一緒に皿を洗ってて、俺の隣にいて、俺とおそろいのマグカップ持ってる人がタイプ」

　いや、だから……。

（それって、俺じゃね……？）

「お、俺のこと？　いや、違うよな？　え？　俺？」

　パニックになって何度も「え？」と口走る俺に、岳が冷静に言う。

「合ってるよ、旭」

「あ、合ってる……？　そ、そう……？　んン!?　わっかんねぇんだけど!?　岳、何を言ってんの、お前!?」

　声が裏返り、まともに言葉にならない。頭の中は真っ白で、岳の言葉の意味をどうしても理解できない。

「もっと言う必要ある？」

「……え？　あっ、そ、そっか！　……わ、わかったわ！　なんか、俺のことお前なりに褒めようとしてくれてんだろ……？　ありがとな、岳！」

「……違う。つうか、どう言ったら、旭は気づいてくれんの」

　真剣な岳のまなざしが、まっすぐに俺を射抜いていた。

（じゃあどういう意味で……）

　体中から力が抜け、手の中のマグカップがするりと滑り落ちる。中学の時に岳が買ってくれた、ふたりだけのおそろいのマグカップ。学校帰り、近くのスーパーで「おそろいの買って」と俺がふざけて言った時、岳が真面目な顔でうなずき、すぐにふたつセットで買ってくれた思い出の品。

　──ガシャ──ン！

　マグカップの割れる音とともに、岳と過ごした十七年分の記憶が壊れてしまった気がした。そんなわけない。そんなことはありえない。

「……あ、やべ」

　慌てて破片を拾おうとして掠めた陶器の切っ先。指先から真っ赤な血がにじんでいく。痛みすら感じていなかった。さっきから、わけがわからない。心臓がバクバク鳴っている。

「あぶないって、旭。……怪我した？　見せろよ」

　岳の声はどこまでも冷静だった。キッチンの水を出し、俺の手を持って、優しく洗う。

　俺がぼうっとしている間に、岳はガーゼで血を拭ぬぐい、手慣れた様子で絆ばん創そう膏こうを巻いていた。岳の長い指が俺の指先に触れるたびに、わけもなく心臓が跳ねる。

　頭が回らない。酸素が足りない。

　俺は先ほど岳が言った言葉の意味をのみ込めていなかった。目をぱちぱちさせながら、すぐ近くにある岳の気配だけを感じている。

「片付けは俺がやるから、旭は帰って」

「え、……ちょ、岳……」

「今日俺が言ったこと、忘れんなよ」

　いつもなら「俺も手伝う」と軽く言えたはずなのに、岳の声になぜか逆らえなかった。気がつけば岳に背中を押され、自分の家の玄関に立っていた。

（何……今の？　……え、本気で何？）

　自室に戻り、スマホの画面を何度も確認する。もしかしたら岳から「あれは冗談」みたいな連絡が来るかもしれないと思った。でも、ずっと画面は暗いままで、岳からのメッセージは来ない。

　あっという間に時がたち、夜が更けていく。

　スマホを握りしめたまま、放心状態で天井を見つめる。こんなふうに岳と離れて夜を過ごすのは、いつぶりだろうか。そんなこともう思い出せないくらい、俺と岳はずっと一緒にいた。

（あ、あいつのタイプが俺ってこと……!?）

　枕に顔を埋めても、岳の言葉が頭から離れない。タイプも、好きな人の話も、今まで一度も聞いたことがなかったのに。

「え、待って、何？　ちょっと待って、……おい、岳！　意味わかんねぇよ！」

　ひとりきりの部屋で、誰に聞かせるでもなく大声を張り上げる。

　春はる野の旭、高校二年生。幼なじみのタイプを聞いたら、完全に俺だった。











２　冬坂、俺の幼なじみやめるってよ









　月曜の朝。どうしようもなく胸が騒いで、いつもより早く岳の家に向かった。

（ぜんっぜん眠れなかったんですけど!?　てか、ほんとに昨日のアレって何!?）

　結局、スマホに岳からの連絡は一度もない。昨日の出来事は俺の夢か幻だったのかもしれない。そうであることを願いながら、持っている合鍵で岳の家の玄関を開けた。

　岳の靴と並んで、おじちゃんの靴もあった。昨日の夜、帰ってきたらしい。

　リビングでコーヒーを飲んでいたおじちゃんに「おはよー」と挨拶し、急いで二階に上がる。

　そのまま部屋の扉を開けようとして、一瞬戸惑った。入る前にドアを二回ノックする。初めてこんなことをしてるなと自分で自分を滑こっ稽けいに思いながらも、遠慮がちに声をかけた。

「岳……？」

　普段と変わりない「んー」と眠そうな声が返ってきて、ばからしくなり勢いよく扉を開ける。

（何を岳相手に配慮してんだよ、俺は）

　岳は寝ていた。まるで何事もなかったかのように。ほっとしたような、どこか肩すかしを食らったような、そんな気分で岳のベッドに腰を下ろす。

「朝だぞ、岳ー。起きろー」

「……無理。……七時間後に起こして」

「その頃には学校終わってんだよなー。困ったなー、岳」

　何ひとつ変わらない朝のやりとりを繰り返し、ようやく岳は布団から這はい出してきた。気だるいその態度に、胸の奥にもやのようなものがかかっていく。

　パジャマのトレーナーを脱いだ岳の体は、相変わらず一切むだな贅ぜい肉にくがない。

「何？　やけに静かだな。どうしたんだよ、旭」

　半裸の姿で見つめ返してくる岳に、少しだけ心臓が早鐘を打ち始めた。「どうしたんだよ」と聞きたいのはこっちのほうだ。

（とにかく落ち着け、俺）

　ばかみたいに言葉がうまく出てこない。

　何も言わない俺を不審に思ったのか、岳が先に話を切り出してきた。

「昨日の指の怪我、平気？　見せて」

「え……？　たいしたことな──」

　言葉の途中で、手を掴まれる。昨日岳に貼ってもらった絆創膏は、風呂に入った時に剥はがれてしまった。剥むき出しになった赤い傷口を見て、「まだ貼っといたほうがいいわ」と岳はひとりごとのようにつぶやいた。机の引き出しをがさごそとあさり、絆創膏を探している岳の背中を見つめる。

「あんまりこっちの指使うなよ、旭」

　岳は俺の傷に絆創膏を貼り、入念に確認していた。

「……う、うん」

　そのあと、ようやく朝の支度を済ませて、玄関で靴を履く岳の横顔を、こっそり盗み見る。

　──今日俺が言ったこと、忘れんなよ。

　そう言ったのは岳本人だけれど、もしかして忘れているんではないだろうか。

（ま、待って、マジで、どういうこと……!?）

　午前中の授業が終わってからも、昼飯を食べたあとも、岳は何も言ってこなかった。俺だけが昨日に取り残されたように釈然としない気持ちを抱えている。

　苛立ちよりも先に、だんだんと岳のことが心配になってきた。

　岳は人を茶化すような嘘うそはぜったいに言わない人間だ。だとしたら、昨日のあの言葉はいったいなんだったのか。

　こんなの、ぜったいにおかしい。岳は何かを悩んでいるに違いない。

「悪い、ちょっと、岳借りていい？」

　六時限目、体育の授業が終わってすぐに、思い切ってスガたちと話していた岳の手を引っ張った。「いってらー」とスガとコータが手を振り、岳は無言で俺のされるがままについてくる。

　誰もいない体育館倉庫に辿り着くなり、俺は勢いよく岳を壁際に押し付けた。

「あのさぁ！　き、昨日のこと、な、なん、だけどさぁー！」

「なんで壁ドンしてるほうが、そんなぎこちねぇ態度なんだよ」

　呆れたように笑われ、汗が背中を伝う。岳の言うとおり仕掛けた側である俺のほうが、動揺してしまっていた。

「や……だから……」

　どう言葉にすればいいのか、頭が真っ白になってしまった。

「ほ、ほら……き、昨日言ってた……お、お前の好きなタイプって……」

　岳は「ああ、その話か」と小さく唇の端を上げる。

「俺のタイプ、お前」

　一瞬、聞き間違えたのかと思った。岳の真剣な瞳が、まっすぐに俺を見つめている。

「ま、またまたぁ……ははっ、なんだよ、岳。ビビること言うなよ！」

　無理やり冗談めかして笑う俺に、岳はけろっとした様子で言った。

「昔から旭がタイプだったし」

「む、昔からって……。俺、男だけど……」

「知ってる」

「お、俺、お前の幼なじみ……」

「それも知ってる」

　体育館倉庫の窓から差し込む光の中で、岳の黒い瞳が妙に輝いて見える。

「え、……何？　ドッキリ？　あいつらもグル!?　どっかで俺のこと見てる!?」

「ちげーよ。つうか、俺がこんな冗談を言えるやつかどうか、お前が一番わかってんじゃねぇの？」

　岳の言葉に、「はひっ」と言葉にならない情けない吐息が漏れた。

「そ、それはわかってんだけどさぁ！　タ、タイプってどういうこと？　岳なら選び放題なのに……い、意味わかんねーよ。それに俺は岳の幼なじみじゃん！」

　何がどうなってこんなことになっているのか、さっぱりわからない。だけど岳なら、きっとわかってくれる。そう思った。だって俺たちは、お互いのことを誰よりも理解している幼なじみだから。

「じゃあ、俺、もうお前の幼なじみやめるわ」

「はっ!?」

「旭の幼なじみ、やめるから」

　岳はそう言い切ると、どこか吹っ切れたような笑顔を浮かべた。

「そういうことで、よろしく」

「え……、え────!?」

　ひとり大混乱している俺と、悠々とした態度で笑う岳。

　いやいや、待て待て待て、そこの幼なじみ。

　よろしくなんて言われても、まったく意味がわからないんですが!?




（幼なじみをやめるってどういうこと……!?）

　うちの岳は何を言っているんだか、そんなことできるわけがない。

　現実逃避をしているうちに、教室が賑やかになっていた。気がつけば、黄昏たそがれ色の光が窓から差し込み、ひとりまたひとりと「またねー！」と教室から帰っていく。

「ねー、あさひー」

　クラスメイトの美み鈴すずの声が、ぼんやりとした思考を引き戻す。

「……ん、どした？」

「美鈴の彼ピの誕プレなんだけどさ、相談に乗ってくんない？」

　上目遣いに俺を見てくる彼女の瞳は、期待するようにキラキラと輝いていた。そんな彼女に頼まれたら断れるわけがない。

「……あー、おっけ、いいよ。美鈴の彼氏って三年の先輩だよな？」

「そうそう、三年。予算五千円でおなしゃす！」

「何がいいかなー。先輩は何部だっけ？」

「軽音部！　だから、楽器関係がいいかなーって思ったんだけど」

「待て待て。楽器関係は本人にめっちゃこだわりあると思うから、違う路線でいこ」

　相談に乗りながら、視線は自然と岳を探していた。一番後ろの窓側、いつもの席でスマホを操作している岳の姿を見つけ、ほっと胸を撫で下ろす。

　美鈴と一緒にスマホを見て、いろいろと候補を提案してあげていたら、自分で納得するプレゼントを見つけられたようだ。

「さすが、旭！　めっちゃ参考になった！　ありがとー！」

「おー、がんばれよー」

　うきうきと帰っていく彼女を見送ったあと、すぐに岳のところに行こうとした。けれど、机に置かれていた岳の鞄も、岳の姿もこつぜんと消えている。

　クラスの男子と談笑しているコータに、俺は急いで声をかけた。

「コ、コータ、あいつは……!?　岳はどこ行った!?」

「え、今日は別々に帰るんだろ？　先に帰るって言ってたけど？」

　コータの何気ない返事が、鋭い刃となって心臓に突き刺さったみたいだった。ふらりとめまいがして、机の上に腰を下ろす。

「……は？　え……岳が……俺を置いていったってこと……!?」

　小学校の頃から、雨の日も風の日も雪の日も、なんなら俺に彼女ができた当日でさえ一緒に帰ったのに!?

　近くに来たスガが、怪け訝げんそうに覗き込んでくる。

「え、どした？　お前ら、ケンカでもしたの？」

「ケンカなんてしてねぇし……！　ま、待てよ、あれがケンカってこと？　マジでわかんねぇ！」

　ここ数日、岳の行動の意味がわからなくて、頭を思い切り抱えた。スガがきょとんと目を瞬かせている。

　今までだって散々くだらないケンカはしてきた。だけど、数時間もすれば、どちらからともなく謝って、また普通に冗談を言い合える関係だった。

　──じゃあ、俺、もうお前の幼なじみやめるわ。

　岳の言葉がぐるぐると頭の中を巡る。

「やばい、うちの岳が反抗期かも……」

　真剣な思いでそうつぶやいたのに、クラスの連中はなぜか俺を見てゲラゲラと笑い出した。










　次の日、火曜日の朝。

（岳が言っていた幼なじみやめるってやつ、もしかして、ガチ……!?）

　昨日は家に行っても留守だったし、電話をしても、ラインをしても岳からの返事はなかった。

　いつもなら必ず返してくれるのに。ていうか、ラインの返事など確認する必要もないくらいに、俺たちは常に一緒に行動していたのだと改めて気づかされた。

　岳の家に向かう足取りが少しだけ重く感じる。けれど、和室でおばちゃんに向き合っている背中を見つけて、条件反射で笑顔になってしまった。

「やば、どうしたんだよ、岳！　ひとりで起きられて、えらいじゃん！」

「はよ、旭」

「おはよー。おばちゃんもおはよう」

　おばちゃんの写真の前に座って挨拶をしていると、岳が俺の手を取った。

「怪我したとこは？」

「もう大丈夫だって。ほとんど傷ふさがった」

　いつもどおりの声こわ色いろでそう返した俺に、岳が「よかった」とほっとしたようにつぶやく。

「つ、つーかさ、なんで昨日は俺を置いて帰ったんだよ！　めちゃくちゃさびしかったじゃん！　あと寒いしさー！　お前がいなきゃ、冬越せねぇって！」

「ああ、悪い」

　もしかしたら、この流れですべてが元どおりになるかもしれない──そう考えた矢先。

「だと思って、これ用意しといたから。はい、旭」

　岳が何やら四角い物体を三つ、次々と差し出してきた。

「カイロじゃん！　めっちゃ嬉うれしー！」

　どうやら岳が温めてくれていたらしい。手に伝わる温かさに思わず顔が綻ほころんでしまう。

「ありがとな、岳。やっぱ、お前優しいわ」

「それで寒くねぇよな？　じゃあ、幼なじみやめたし、俺は先に行くから」

「は……？」

　言い終わるか終わらないかのうちに、岳はさっさと部屋を出ていってしまった。

「ちょっ、えっ……岳、待てって！」

　慌ただしい足音が玄関をすぎ、あっという間に聞こえなくなる。

「え、……どういうこと？　えー……？」

　和室に俺の言葉だけがむなしく響いていた。あまりに理解が追いつかなくて立ち尽くしていると、おじちゃんがコーヒーを片手に「あれ、旭？　岳と一緒に行かなかったのか？」とのんきに聞いてきた。

　黒縁の眼鏡をかけた岳のお父さんは、いつもどおりの穏やかな表情で俺を見下ろしていた。その優しい物腰とすらりとした長身は、岳にも遺伝している。

「……なんか、今日は機嫌悪いみたい。……別々に行きたいって」

「ほんとか……!?　旭が風呂の時も、ご飯の時も、なんならトイレの時までぴったりくっついてるあの岳が!?」

「おじちゃん……さすがにトイレは別」

「あ、ああ、そうか……まぁ、めずらしいこともあるもんだなぁ……。とにかく、旭も気をつけてな。行ってらっしゃい」

「うん、行ってきまーす……」

　首を傾げながらリビングに戻っていくおじちゃんの姿を、黙って見守る。

　──幼なじみやめたし、俺は先に行くから。

　さっきの言葉が、まるで呪いのように頭の中で繰り返される。途方にくれる思いで、笑顔のおばちゃんに悪あく態たいをついた。

「あんなこと言ってましたけど、なんなんですかお宅の息子さん!?」

　写真の中のおばちゃんは、今日も岳に似たきれいな瞳で俺を見ている。

「なんか、岳のやつがさぁ……いきなり俺がタイプだとか言い始めたと思ったら、今度は俺の幼なじみやめるって……。わけわかんねぇよ。おばちゃん、意味わかる？　もしかしてマジで反抗期……!?」

　もちろん、返事がこないのはわかっていた。カイロをスラックスの両ポケットにねじ込み、もうひとつはコートのポケットに突っ込んだ。

「はぁ……また報告するわ」

　部屋を出ようとしたところで、もう一度振り返り、ぽつりとつぶやく。

「……大丈夫だからね。心配しないでね」

　おばちゃんはやっぱり、いつものように笑っている。




　岳の言葉と行動に納得できないまま、学校までの道のりを歩く。

　いくらカイロを忍ばせていても、マフラーや手袋をつけていても、いつも以上に風が冷たく頬を刺す。

　隣に岳がいないと、地球の温度も体感三度ぐらいは下がっているのではないだろうか。そう思いながら歩く通学路は、妙に長く感じられた。

　寒さに震えながら、ようやく学校に着くと、教室に岳の姿はなかった。鞄はあるのに、姿は見えない。

　きょろきょろとあたりを見回していると、同じクラスの美鈴に声をかけられた。

「旭ー、昨日はありがとね。無事に彼ピのプレゼント買えたよー！」

　美鈴が嬉しそうに言い、俺は「よかったじゃん！」と笑顔を返した。

「それで別の相談なんだけど……体育祭のＴシャツの色、何にしたらいいと思う？」

　我が校の名物である体育祭は、あと数週間後に迫っている。

「そうだなー、黒とかいいんじゃね？　汚れ目立たないし」

　それに黒だったら、岳によく似合いそうだ。

「いいね、黒にしよ！」

「てかさぁ、岳、探してんだけど、どこいるか知らねぇ？」

　美鈴もちょうど岳を探していたところだと言う。

「岳くんに今度の体育祭で着るＴシャツのサイズ、聞きたかったんだよね。あと、旭のも教えてー」

「ああ、それならＸＬでいいよ。俺も岳も」

「さすが幼なじみーズ！　本人に聞かなくてもわかるんだ！　かわいい～！」

　美鈴はけらけらと笑うと、持っていたバインダーにサイズを記入した。かわいいという言葉も気になったけれど、それよりもっと気になったのは──。

「もしかして俺ら、幼なじみーズって呼ばれてんの？」

「え、知らなかったの!?　イケメン幼なじみーズっていったら、全学年が知ってるよ～！」

「マジかよ……」

　苦笑していると彼女はちらりとこちらを見つめ、「えーとですね、実はですね」となんとも含みのある言い方をする。

「わたくしのお友達に、クラスのイケメンツートップでありますおふたり、旭と岳くんにお近づきになりたいというお嬢様が多数いらっしゃいまして」

「おー……ガチ？」

「ガチ。けっこういる。ふたりともほんとモテるね」

　美鈴がにやにやしながら言う。

「その子らが、ふたりのタイプを知りたいってさ」

　てっきり連絡先を聞かれると思って身構えていたが、意外と謙虚な質問で面食らってしまった。それでも、なんと返そうか数秒迷って、素直に伝えることを選んだ。

「ごめん、タイプはあんまないかも……今そういうの考えてないし。岳のタイプは……」

　──俺のタイプ、お前。

　鮮明に頭の中に再生される岳の声をどう処理していいかわからず、髪をかき上げながら「えっと」と苦笑いをこぼす。

「明るい髪色のショートで、笑った顔がかわいくて、怒った顔もかっこよくて、お人好しで、話が合って～とかなんとか言ってた……気がする」

　長い長いあいつのタイプを省略して伝えると、美鈴はおかしそうに声を上げて笑った。

「怒った顔がかっこいいって何それ！　タイプフルオーダーじゃん！」

「だよな。俺もそう思う。……つうか、ほら、あいつってけっこうこだわり強いタイプだからさ。シャンプーとか香水とかピアスとか、一度気に入ったものはぜったいほかのに変えねぇし、学食だっていつも『肉うどん』だし……」

「ははっ、そうなの？　旭はやっぱよくわかってんねー」

　屈託なく笑う彼女の言葉に、少しだけ自信を取り戻す。

「……俺、わかってるかな、岳のこと」

「当たり前じゃん！　岳くんと一番仲いいの、ぜったい旭だもん！」

（そうだよな……。あいつのことわかってやれるのは、やっぱ俺なんだよな！）

　美鈴と話していたら、急に元気になってきた。美鈴に礼を言い、俺は急いで教室から飛び出したのだった。










　見つかるまでとことん探すつもりで、学校中をくまなく捜索した。そして、誰もいない非常階段の踊り場に座って、スマホを操作している岳の姿を見つける。

　窓から降り注ぐ朝日に包まれる岳の姿が、あまりに絵になっていて笑ってしまった。埃ほこりっぽい空気の中に浮かぶ光の粒子が、岳の周りだけ特別な空間を作っている。

「おい、岳！　何たそがれてんだよ！」

　俺に気づいた岳が、にこりと微笑む。思ったより機嫌は悪くなさそうだ。

「たそがれてねぇから。写真見てただけ」

「え、なんの？　俺も見たい！」

　立ち上がった岳が俺に見せてきたスマホ画面には、なぜかピースをして笑っている俺が映し出されていた。

　この前のお泊まり会の時、その場のノリで撮っただけの平凡でなんの変哲もない写真。

「……お、俺？　なんでこんなの見てんの？」

「なんでって、旭のこと見てんの好きだし、趣味だから」

　当たり前のことのように言う岳に首を傾げ、しばし考えた。そんな趣味は初めて聞いた。

　やはり、岳は何かを思い悩んでいるのではないだろうか……。

「あのさ、岳、もしかしてお前なんか悩んでる？　もし俺でよかったら、話聞くから──」

　言葉の途中で、世界が傾いた。岳に手首を引かれ、突然壁に押し付けられる。

　岳の長い腕が俺の両脇で視界を遮り、俺は逃げ場をなくしてしまった。

　目の前には岳の顔がある。息が止まりそうなほど、近い距離。

「が、岳くん？　君は、何をしてるのかな？」

「いわゆる壁ドン？」

「いやいや、おかしいおかしい」

　どう考えてもタイミングは今じゃない。

「俺の元幼なじみの旭君も、この前俺にしてたけど」

「あの時は俺も必死で……。つーか、『元』ってつけんのやめろて……！」

　岳がふうっと息を吐き出す。さっきより呼吸が荒くなったのは、自分だけではなさそうだった。

「だって幼なじみやめねぇと、いつまでたっても俺は旭の友達枠だろ？　お前が俺をそういう目で見てくれるんだったら、何だってするよ」

（そ、そういう目っていうのは、どういう……？）








[image: ]









　状況に追いつけなくて、ぎゅっと眉間に皺を寄せると、岳は小さく口角を上げて続けた。

「そんなわけで、はじめまして。俺は冬坂岳です」

「……は？　……はい？」

（はじめまして、とは……？）

　爽やかな笑みと、場違いな岳の言葉に、一瞬本気でパラレルワールドに来てしまったのかと思った。これまで幼なじみだった岳が、まるで初対面のような態度で俺を見つめている。

「俺のことは岳って呼んで」

「ま、前からそう呼んでますけれど……？」

　思わず敬語が出てしまった。なんとか腑ふに落ちない現状から脱出しようとする抵抗ですら、岳の真剣なまなざしの前では簡単にかき消されそうになる。

「知っててくれたんだ、嬉しいわ。で、そっちの名前は？」

「……ほ、ほんと何言ってんの、お前？」

「だから、名前。教えて」

　顔を覗き込まれて、心臓が跳ね上がる。近すぎる。でも、逃げられない。壁と岳の腕の間で、世界が狭まっていく。

「な、何？　ナンパの練習とか……？」

「練習じゃねぇって。むしろ、現在進行形でナンパしてる」

　状況を把握できずに、まばたきを繰り返す。

「名前、教えてくんねぇの？」

　言わなければ会話が先に進まないようだ。俺は若干口角を引きつらせながらつぶやいた。

「……あ、旭ですけど、ご存じのとおり。春野さんちの旭くんですけれども」

「旭か、すげぇいい名前」

「おー、あんがと。亡くなったばあちゃんが付けてくれた名前なんだよねー」

　──って、ご機嫌に返事をしてから、はっとして正気を取り戻した。こんな春野家あるあるなんて、岳はすでに知っている。

「そっか。旭のおばあちゃん、趣味いいじゃん」

　まるで初めて知ったみたいに岳は笑った。

　いつも岳が見せるような素の笑顔を、ここ数日でやっと見られた気がした。安あん堵どが胸を掠めたけれど、次の瞬間、胸の奥がむずがゆくなるような思いが心を締め付ける。

「かわいいな、旭は。そういうとこもマジでタイプ」

「か、かわいい……!?」

　耳元でささやかれた言葉に、絶句してしまった。そんな俺を見て、岳は意地悪な顔で微笑んだ。

「ほんとに旭がすげぇかわいくて、……正直困ってる」

　朝の光の中で、いつもの岳が、まったく知らない岳に変わっていく。

「……な、なんなの、お前！　かっ、かわいいなんて今まで俺に、一度だって言ったことねぇじゃん！」

　赤くなっているであろう顔で岳にパンチを繰り出すと、岳は困ったように俺の手を受け止めた。

「お前の元幼なじみは、ずっとそう思ってたよ。言ったら止まんなくなるから言わなかっただけで」

「ず、ずっとって……！　はぁ～～!?」

　あまりに信じられなくて、声が裏返る。甘ったるい言葉の数々に、胸が騒ぎまくっていた。

　いつも岳を褒める立場だった俺が、今はなぜか言われる側になっている。世界が逆さまになったような感覚。

　まるで、神様が突然岳の中身を別人に入れ替えてしまったみたいに。

　掴まれた手が灼やけるように熱い。岳は動揺する俺の顔をじっと覗き込んできた。

「なぁ、旭。明日から一緒に登校しねぇ？　よければ、帰りも一緒に帰りたい」

　それは願ったり叶かなったりだけれども、なんだかＯＫしてはいけないと本能が叫んでいるような気がする。

「なぁ、いいだろ、旭」

「……い」

（いいんだけど……！　なんか微妙にニュアンスが違くないか……!?）

「俺がいるとあったかいよ。いつでも、旭のことあっためられるし」

　寒がりの俺を落とすには、最高の一言だった。

「……う、うん。わかった、いいよ」

「やった。じゃあ、またあとでな」

「ど、どこ行くんだよ、岳！」

「トイレ。旭も一緒に行ってくれんの？」

「……行かない」

　岳は満足げにポケットに手を入れると、階段を颯さっ爽そうと下りていった。朝の日差しに照らされた背中を呆ぼう然ぜんとして見送る。

（が、岳のやつ……いったい何考えてんの……!?）

　非常階段に取り残された俺の心臓は、まだ不規則な鼓動を刻み続けていた。











３　幼なじみとはじめまして









　先日の話し合いで、以前と同じように岳と登下校を共にすることになった。これにて一件落着、と言いたいところだけれど、実際はそうもいかない気配をじわじわと感じている。

　幼なじみとしてではなく、岳はなぜか俺と『はじめまして』の関係をスタートさせようとしているのだ。

　その日、四時限目のホームルームでは、体育祭の打ち合わせが始まっていた。

　クラスの多数決で学級委員長をまかされていた俺は、副委員長と一緒に、みんなの前で資料を広げている。

「クラス代表二名の二人三脚は誰がやるー？　ふたり選出してぇんだけど、自薦でも他薦でもいい」

　副委員長がみんなに向かって問いかけると、明らかにだるそうに「二人三脚かぁ……」と沈んだ声があちこちから聞こえてくる。

「今どき二人三脚て……」とスガ。

「そう言うなって。この高校の伝統で名物なんだから」と俺。

「もっと違う名物作れんだろうがよぉ！　たとえば、水道からジュース出すとかさぁ！」とコータ。

　それよりも休みを週四日に増やそうとか、学校からアイドルグループを出そうとか、校長の話を五秒にしようとか、みんなはこの学校の新しい名物を考え始めてしまった。

「二人三脚ねぇ……、息ぴったりのやつらがいいよなー……」

　ぽつりと俺が言った言葉に、教室の空気が一瞬で変わった気がした。

「だったらもう決まってるっしょ！」

「春野と冬坂で賛成のひとー」

　一斉に俺と岳以外の手が上がった。

「イケメン幼なじみのツートップが二人三脚するなら、ぜったい見たい！」

「いいじゃん、幼なじみーズ！」

「だよね、ふたりとも出てよー！　マジでお願い！」

　みんなの熱い期待に思わず苦笑いすると、無表情で頬ほお杖づえをついている岳と目が合った。以前は目が合えばすぐに岳の考えていることがわかった気がしたのに、最近は岳が何を考えているのかさっぱりわからない。

「えっと、じゃあ……岳、俺とでいい？」

「いいよ」

　飄々とした岳の返事に、教室が沸わき立つ。微妙にからかうような岳の笑みから視線を逸らし、気持ちを切り替えながら、改めてクラスメイトたちを見渡した。

「運動苦手なやつも、嫌いなやつもいるかもだけど、俺らが全力でサポートするから、みんなで楽しもうなー。誰ひとり置いてかねぇから」

「旭、熱すぎて笑うんだけど」

「だって、みんなでわいわいできんの嬉しいじゃん！」

　笑ってそう言うと、後ろの席から茶化すような声が飛んでくる。

「しつもーん、サポートしてくれる俺らって誰ですかー」

　俺が答える前に、コータが意い気き揚よう々ようと続けた。

「俺と岳と旭と、スガ……は大丈夫、ごめん。あとは野球部、サッカー部、バスケ部とバレー部のやつらじゃね？」

　スガが「……微妙に傷ついた。損害賠償を請求する」とつぶやくのが聞こえた。小さく笑ったあと、俺は改めて前を向く。

「そういうわけで頼んだぞ、運動部」

「まかせろー」「かしこまりー」「おー！」「やったるでー」

　まったくまとまりのない返事が、逆に頼もしく聞こえる。

「話し合いが意外と早く終わったから、残りは自習ってことで」

　がやがやと賑やかな生徒たちをかき分け、岳のもとへ歩いた。

　途中、誰かに制服の裾を引っ張られて振り返ると、クラスの女子たちがにこにこと笑顔を向けてくる。

「旭、この前の体育祭のチラシ、手伝ってくれてありがとね。すっごく助かった！」

「いいって、チラシぐらい。ほかに俺が手伝えることあったら言って？」

「めっちゃ優しい～！　ほんと旭って頼りになるよねー」

「うちらの旦那さんにしたいナンバーワンだから！」

「ははっ、サンキュー」

　女子たちとの話の最中。視線を感じてパッと顔を上げると、奥の席に座っている岳が、こちらをじっと見つめているのが目に入った。

「ごめん、岳んとこ行くわ。またあとで」

　彼女たちにそう言って、岳の隣に座る。

「二人三脚よろしくな、岳」

　岳の肩を組むと、岳は片眉を上げてにやりと微笑む。

「まさか旭と二人三脚やるとは思わなかったわ」

「俺もだよ。まぁ俺らなら一位目指せるって！　がんばろうな、岳！」

「ああ。誰よりもぴったりくっついて走ろうな、旭」

「だな、誰よりもぴったり──って、え？」

　きょとんと目を瞬かせていたら、岳がふっと笑って俺の腰を引き寄せてくる。

「全然わかってねぇような顔して。……ほんとかわいいね、お前」

「……か、かわいくねぇし」

　どう反応していいかわからなくて間抜けな顔で岳を見つめていると、さっきとはまた別の女の子たちが俺と岳の周りに集まってきた。

「あー！　またイケメンツートップの幼なじみーズが、いちゃいちゃしてる！」

「めっちゃ尊いんだけど！」

　くすくすと笑う女子たちの言葉に驚き、岳に肩を組んでいた自分の手を、ぼんやりと見つめた。「いや、いちゃいちゃはしてねぇって」そう言おうとしたその瞬間。

「ごめんな、見せつけちゃって」

　岳が俺の体をさらにきつく引き寄せる。

「な……」

　突然耳に入ってきた岳の言葉に、「岳くん、やば！」と女子たちが一斉に沸いて喜ぶ。ぎょっとして岳のほうを向くと、したたかなまなざしで俺を見据えていた。

「お、おい、岳」

　そう言葉を発したものの、次の言葉が続かない。クラスの女子たちは「幼なじみーズ、最高だわぁ！」と歓声を上げ続けている。

　岳は盛り上がる彼女たちを尻しり目めに、俺だけに聞こえる声でぼそりとつぶやいた。

「……もう旭とは、幼なじみやめたけどね」

　思わず眉間に皺が寄る。岳は意地悪な笑顔でほくそ笑んでいた。

　どうやら俺の幼なじみは、いまだ絶賛反抗期中らしい。




　次の授業はサッカーだった。グラウンドの片隅でほかのチームの試合を見ながら、先ほどのおかしな岳の発言を思い出す。

　──ごめんな、見せつけちゃって。

　普段の岳なら言わない台詞せりふだ。隣でだるそうにしゃがみ込んでいる岳をちらりと見つめる。

（見た感じはいつもどおりなんだよなぁ……）

　岳は十七年もの俺との思い出を白紙にし、本当に幼なじみをやめるつもりなのだろうか。

　まるで俺の不安な気持ちと連動するかのように、太陽が分厚い雲に隠れ、急激に冷え込んだ。風も強くなり、ぞくっとした寒気が骨の髄ずいまで染み込んでくる。

「さ、さむー！　なんか今日いつも以上に寒くね!?　岳、お前平気!?」

「全然平気じゃない……くそさみー」

　どうやら今日は、普段から平熱が高めで冬に強い岳でさえも、萎なえるようなレベルの寒さらしい。強い風が頬を切り裂くように続いている。

「うぅ、何この風……寒すぎだろぉ……」

「……旭、ふたりであったまろうか？」

「いいの？　じゃあ、そうしよ。マジでさみーわ」

　思わず口をついて出た言葉に、立ち上がった岳が小さく笑った。

「これでどう？」

　岳の腕が後ろから俺を包み込む。以前のような強い抱擁じゃない。まるで壊れものを扱うような優しさだ。

「……な、なんでそんな、遠慮してんの」

「もっと強くされたかった？　こんなふうに？」

　今度は強く体を抱きしめられる。いつもの岳の感触を覚えている俺の体が、まるで今日は違う人間みたいだと叫んでいた。

「旭、痛くない？」

「お、お前、そんなこといつも聞かないくせに……！」

　試合をしているスガとコータの声が、遠くから聞こえてくる。

「まーた、旭が岳のこと湯たんぽにしてるし」

「俺もあっためてー、岳ー！」

「凍えてろって言ってんだろ」

　ゲラゲラと笑うふたりの声も、今はどこか遠い。

「旭、……さっき、女子と距離近かっただろ」

「え？」

　いったいいつのことを言われているのだろうか。突然の言葉に戸惑う間もなく、今度はさらに強く引き寄せられた。

「すげぇ嫉しっ妬とした」

　嫉妬した……なんて、初めてそんなことを岳に言われた。耳元でささやかれた言葉が、心臓を直撃している。

「な、何を言って……」

　岳の吐息が耳たぶに触れるたびに、背筋に電流が走っているみたいな感覚がした。

（えっ、何事!?　お、俺、なんかおかしいかもしんない……！）

　柔らかい岳の唇の感触が耳に触れた瞬間、ぞくぞくとした震えが全身を駆け巡り、思わず岳の腕を振り払う。

「あ……！　ご、ごめん、岳……」

「俺にハグされんのそんなに嫌だった？」

「ち、違う……！　そうじゃなくて、なんかいつもと違くて……！」

　慌てる俺を尻目に、平然とした様子で岳が言った。

「俺の元幼なじみにもおんなじこと、何回もしてたけど？」

　たしかにそうなんだけれども……。でも、やっぱりどこか違う。

　今までこんなふうに岳を意識したことはなかった。一気に体温が上がる。冬の風が頬を撫でても、もう顔の熱は冷めそうにない。

「おいで、旭」

　何事もなかったかのような表情で誘ってくる岳に、ふるふると首を横に振って返事をした。

「……もうあったかくなったからいい」

「そんなこと言うなよ。俺はまだ寒い」

　じりっと近寄ってくる岳の姿に慌て、少しだけ距離を置く。

「なんで後ずさんだよ。俺のことあっためてよ、旭」

　体の芯はますます熱くなっていくばかりで、岳はそんな俺の様子を見て満足げに笑った。

「あー、わかった。旭は俺のこと意識して照れてんだ。そうだろ？」

「てっ、照れてない……全然照れてない！　岳に照れるわけねぇじゃん！　な、なんかちょっとびっくりしただけで……！」

　必死で否定する声が、かえって怪しく響く。

「それを照れてるって言うんだろ。ほんとかわいいな、旭」

「だから、かわいくねぇって言ってんじゃん！」

「かわいいよ。俺は旭のそういうとこもタイ──」

「あー、ほら！　次、俺ら試合ね。岳ならいっぱいシュートできるもんなー！　がんばろうなー！」

　慌てて話題を変える。でも、心臓の鼓動は収まらない。

「お前のためなら、いくらでもシュートしてやるよ」

　妙に含みのある言い方なのは、きっと俺の気のせいだ。そうに決まってる。

「勝ったら褒めてよ。いつもみたいにかわいい笑顔で」

「おま……、もうかわいいって言うのやめろって！」

　冗談めかして「やだ」と笑う岳の姿は、憎らしいほどかっこよくて、俺は柄がらにもなく黙り込むしかなかった。










　近頃の岳は末恐ろしかった。もう反抗期なんて甘い言葉じゃ片づけられないくらいだ。

　俺ひとりで解決できる問題じゃないと悟った、その日の昼休み。岳は委員会の会議があり、遅れてくるようだった。

　今こそが相談のチャンスだ。

　ここぞとばかりに俺は、スガとコータを学食に誘った。学食のおばちゃんと軽く談笑したあと、ランチトレーを持っていつもの席に座る。

「旭、お前さ、いっつもあのおばさんと話してるよな？　何話してんの？」

　先に座っていたスガが、不思議そうに尋ねてきた。

「ああ、学食のおばちゃんね。相談に乗ってんだよ。なんか最近、俺らと同じくらいの息子さんが、急に反抗期始まったらしくて」

「へぇ～」

「どうも他ひ人と事ごととは思えなくてさぁ……」

　そう答えながら、割り箸を割ったら、完全に失敗した。長さが合っていない割り箸を見てちょっとだけ悲しくなったけれど、かまわずに頼んだ月見そばを一口食べる。

「旭って、ほんとになんでもかんでも親身になっちゃうよな……」とスガ。

「まぁね。学食のおばちゃん好きだし」と俺。

　そうはいっても、今の自分は他人の相談に乗っている場合ではなく、むしろ相談したい立場なのだ。

　コータが席に着いたのを合図に、「あのさ……」とつぶやいた。ふたりはのんびりとそれぞれ唐揚げ定食と、カレー定食を食べつつ、「んー？」と気のない返事をしてくる。カレーと唐揚げ、そしてそばの香りが混じり合う中、言葉を選びながら切り出す。

「実はうちの岳も、マジで反抗期始まったかもしんない。あいつ、俺と幼なじみやめたいって……」

　突然そんなことを言い始めた岳の説明をすると、スガとコータは顔を見合わせ──笑い始めた。

「ついに言ったんだ……！」

「いやぁ、長かったなー！」

「な、なんだよ、お前ら！　知ってたみたいな顔して！」

　スガは至極呆れたように、「岳が旭に執着してんのは、一いち目もく瞭りょう然ぜんだったろ……？」と答え、俺の肩をぽんぽんと叩いてくる。

「旭に褒められるたび、真顔キープしてるつもりだろうけど、死ぬほど嬉しそうだもんな、あいつ」とコータ。

「わかる。案外めちゃくちゃわかりやすいんだよ、岳って」とスガ。

　また何事もなくもりもり食べ始めたスガとコータを見つめ、俺は声を潜めてふたりに問いかけた。

「お、俺、岳が何をしたいのか、いまいちよくわかんねぇんだけど。俺がタイプだとかわけわかんないこと言ってくるし……、ほんとどうしたらいいか……」

「おいおい、まさかまだわかってねぇの、旭」

　スガのぎょっとした顔に、こくりとうなずいた。タイプと言われても、幼なじみをやめると言われても、岳がこの先どうしたいのか正直よくわからない。だって、俺たちは今まで家が隣で、いつでも一緒で、なんでもふたりで乗り越えてきて、そんなふうに『幼なじみ』として完璧な関係でいたのだから。

　コータは「そのまんまの意味だろ……」と呆れている。

「岳は旭がタイプで、それでもお前が岳のこと恋愛対象として見られねぇから、幼なじみやめるって言ってんだって」

　事細かなコータの説明を受けて、ごくっと唾を飲み込んだ。

「そ、それってさ……岳が、……俺のこと好きってこと？」

　スガに「今まで気づかなかったのやばすぎ」とマジレスされ、ショックのあまり声を失ってしまった。

（う、嘘だろ、何も知らなかったの俺だけ……!?）

　幼なじみという一番近い距離にいながら、俺は岳のことを何もわかっていなかったのかもしれない。

（だ、だけど実際に好きだって言われたわけじゃねぇし……）

「何？　なんの話？」

　委員会が終わったのか、トレーを持った岳がやってきた。ドキリと心臓が鳴る。コータは唐揚げを箸で持ち上げ、あっけらかんと岳に告げた。

「お前が幼なじみやめるって、言い出した話」

（コ、コータ、デリカシーって言葉知ってる……!?）

　心の中で泣きながらコータに突っ込みを入れる。さすがに今回ばかりは、スガも呆れている様子だ。

「ああ、それね」

　岳は淡々と俺の隣に座り、いただきますと礼儀正しくきれいに箸を割った。岳のトレーからは、いつも頼む肉うどんの匂いがしている。

「前まで旭によく似た幼なじみがいたんだけど、幼なじみ解消したんだよね。で、つい最近出会った旭に夢中」

「何が『つい最近』だよ！」

　爆笑するコータ。「マジでめんどくせーやつだよなぁ……」とおかしそうに口角を上げるスガ。

「が、岳っ！　お前、まだ『はじめまして』ごっこしてんのかよ！」

「まぁまぁ、岳の好きなようにさせてやれって、そのうち飽きっから」

　隣で平然としている岳に詰め寄ると、スガが苦笑して俺を宥なだめてくる。

　こちとら悠長に笑ってる場合ではないのだ。

　ことの大きさをわかっていないふたりプラスひとりを睨にらみつけ、俺は現実逃避をするかのごとくそばをすすった。

「俺のタイプ聞いて、コータ」

　岳がにやにやしながらコータに言った。

「なんとなく流れ察したわ。えーと、岳くんはどんな子がタイプなのかな？」

　インタビューをするみたいなコータの質問に、岳は涼しい顔をしてしれっと答える。

「俺のタイプは、旭」

　隣から体に穴が開きそうなくらい強い視線が届く。油断していた俺は、そばを誤ご嚥えんし、ゲホッゲホッと咳せき込んだ。心臓の鼓動は騒がしく、顔も熱くてどうしようもない。

「けっこうエグい球投げてくんね……」

「やべぇ、なんか胸が甘酸っぱくなってきたわ」

　死ぬ。このままではそばの誤嚥で死ぬ。いつまでも咳せきをしていると、岳が心配そうに顔を覗き込んでくる。

「大丈夫かよ、旭。ほら、水飲めって」

「あり……が、と……げほっ、げほっ……」

　なんとか礼を言い、岳からコップを受け取って、慎重に水を飲む。その間も岳は俺の背中を優しく撫でてくれていた。

「あー……そばで、死ぬかと思った……」

　やっと危機を脱した俺が必死な思いで言うと、岳は俺が持っているコップを指差して、にこりとイケメンスマイルを浮かべる。

「え、何……？」

「俺たち、初めて間接キスしちゃったな、旭」

　どうやら受け取ったコップは岳のものだったらしい。唖然として目を丸くしている俺を横目に、「ぶはっ」とスガとコータが噴き出した。

「もはや変態おじじゃん！　きもっ！」とコータ。

「旭、マジでおつかれ……」とスガ。

「お、お前、ほかに言うことあるだろ！」と俺。

「ほかに？　ああ、怒った顔もやっぱかっこいいね、旭って。ほんと俺のタイプだわ」

「そ、そうじゃなくてさぁ……」

　呆れた顔で俺が言うと、岳はまったく反省していない無邪気な様子で「ぺこりー」と笑っていた。なんでだよ。

　岳との間接キスなんて、子供の頃から数え切れないほどしている。なのに、どうしてこんなにも頬が熱くなってしまうんだろう。










　その日の放課後。

（なんだかいつもの調子が出ない……）

　原因はもちろん岳のせいだ。

　窓から差し込む光が刻々と色を変える教室で、体育祭の準備のためにクラスの数人が残って作業をしていた。俺と岳とスガ、それにクラスメイトの女子──南みなみ出で、俺たち四人は応援グッズ担当だ。色とりどりの紙が散らばる机の上で、うちわやポンポンの製作を進めていた。

　南出は肩甲骨あたりまで伸びた黒髪を揺らしながら、色紙を手際よく切り分けていた。目元にさりげなく施されたマスカラと、ほんのり塗られたピンクのリップ。いつもよりもメイクに気合いが入っているように見えるのは、俺の気のせいだろうか。

「南出どうする？　うちわになんて書く？」

「とりあえず、『しゅき』と『ファンサちょうだい』と『プロポーズして♡』が候補に挙がってた」

　南出は八重歯が少し覗く笑みを浮かべ、うちわの見本を俺たちに見せてきた。

「体育祭、全然関係ねぇな……」

　スガがそう言うと、南出は楽しそうに軽い笑い声を上げる。

「まぁまぁ。盛り上がればＯＫってことで。シールも売ってるんだけど、予算の問題もあるからさぁ」

「よし、がんばって作りますか！」

　俺が気合いを入れて腕まくりをした、その時。

「ていうか……今日は、いちゃいちゃしないの？　冬坂と春野」

　色紙を切り始めた俺らをちらりと見つめた南出が、ハサミを手にしながら言った。

　ぶっ、とスガが笑いを堪こらえようとして失敗している。薄々気づいていたけれど、クラスの女子たちは何か勘違いをしているようだ。

「……えっと、南出さ、聞き捨てならないワードあったんだけど」

「え、いつも……ほら、この前のサッカーの時も抱き合っていちゃいちゃしてたじゃん！　女子が沸いてたよ！」

　まさか見られていたとは思わなかった。冷や汗をかきながら、なんとかお茶を濁す。

「あ、あれは……！　寒いからくっついてただけで、深い意味はないから。ほら、日本の冬はね、寒いから」

　言い訳っぽくなる声に、自分でもどうしたものかと思っているのに、岳は俺の横で黙々と作業を続けていた。

（ほんとにこいつはマイペースだよなぁ……）

「抱きつきなよ、春野。うちらはクラスのイケメンツートップの幼なじみーズがいちゃいちゃしてんの、大好きだからさ」

「……今、寒くねーから、無理」

「窓開けたげる」

「やめろて」

「別に俺はいいよ、旭」

　岳は俺を見据えながら、素知らぬ顔で言った。

「な……」

「ほら、春野！　冬坂もそう言ってるって！　ね、スガ？」

「俺を巻き込むな、南出」

　スガが苦笑いすると、南出はなぜか幸せそうに相そう好ごうを崩くずす。俺は幼稚園の先生のごとく、両手をパンパンと鳴らしてつぶやいた。

「はいはい、みんなちゃんと作業に集中しましょうねぇ」

　だいたい、いちゃいちゃなんかしてねぇのにな──と考えて、ふと我に返った。

（……もしかして、してた……のか？）

　自分の行動を省みると、いつも寒いからと言って抱きしめてもらっていたし、普通に間接キスだってしていたし、どこに行くのも一緒だった。

　よくよく考えると……やばくね？　距離感バグってたかも……。

　今まで気づかなかった記憶が次々と蘇ってくる。体育の時間に自然と寄り添っていた体。ペットボトルを回し飲みしていた唇。何気なく触れ合っていた指先。

　すべてが新しい意味を持ってしまいそうで、慌てて俺は思考停止した。

「つうか南出さ、俺と旭はもう幼なじみーズじゃないから」

　突然聞こえたひやりとするような岳の声に、喉のどの奥がひゅっと詰まる。

「え、そうなの!?」

「幼なじみやってんの飽きたから、もう解散した」

「ねぇ、待って。幼なじみってやめられんの？　冬坂、おもしろすぎでしょ！」

「やめてねぇから！　まだまだ俺と岳は、現役で幼なじみーズやってるから！」

「あはっ、意見の相違ウケる。なんかあれだ……解散寸前の漫才芸人っぽい！」

　南出は本気にしていないのか、けらけらと笑って言葉を続ける。

「えー、じゃあ、冬坂は春野ともういちゃいちゃしないのー？」

「いや、それはする」

　あっけらかんとした岳の言葉に、「するんかい」とスガが突っ込み、南出がお腹を抱えて笑った。

　俺以外、みんな笑っていたけれど、俺は笑えなかった。

　むうっと唇を尖らせていると、スガの前に置いてあったスマホがブブッと数回震える。

　スガは何気なくスマホをチェックし、はっとしたように立ち上がった。

「やっべ、バイトあんの忘れてたわ……！」

「た、大変！　行って、スガ！　うちらは大丈夫だから！」

　南出はそう言うと、俺らと話していた時の何十倍もの柔らかい微笑みでスガを見つめる。

　スガも俺らと話していた時の何十倍もの柔らかい微笑みを南出に返した。

　少しだけ不思議に思いながら、俺も親指を立てて言う。

「そうそう、大丈夫だって。スガがいなきゃ、ポテトがこんがり揚がんねーよ」

　俺の言葉に合わせるように、岳が「ナゲットもな」と付け加える。

「悪い……今度埋め合わせする！」

　バタバタと支度をしたスガは、帰り際、

「サンキューな、南出」

　と小さく声を投げかけた。何気ない挨拶のはずだった。けれど、スガが去ったあと、しばらくして南出の横顔が夕日よりも赤く染まる。

「うぅぅぅぅぅぅ」

　うずくまるように顔を押さえたその仕草を見て、俺と岳は顔を見合わせた。

「えっ、もしかして、南出って、スガのこと……」

　点と点をつなぎ合わせて推理をする。岳は納得がいかないような顔で「なんで他人には敏感なんだよ……」とぼそりとつぶやいた。

　なんだ「他人には」って。その言葉の意味を深く考える間もなく、南出が静かにうなずく。

「バレたかー。……そうなんだー、実はずっと好きなんだよね、スガのこと」

「そうだったんだ……」

「しかもさ、一回フラれてんの、一年の夏だったかな？」

「あいつ、そんなこと一言も……！」

　驚きで、思わず声がでかくなってしまった。

「そっかぁ……スガ、言ってなかったんだね。……スガのそういう優しいとこ、やっぱ好きだなぁ」

　吐息のような甘さが混じった彼女の言葉が、柔らかく響く。

　南出が言うには、スガとは一年の時、委員会が同じで仲良くなったらしい。そして振られてから半年もの長い間、気まずい空気を抱えながら過ごしたという。

　けれど、二年になって同じクラスになり、今はまた友達として笑い合える関係に戻れたようだ。

「体育祭の日に、もう一回告るつもり。それでだめだったら諦める」

「……え」

　南出の言葉に、ふいに胸が締め付けられた。普段だったら、ただ無責任にがんばれと言えたかもしれない。だけど、なんとなく心に引っかかって、遠慮がちに言葉を吐き出した。

「……もしまた振られてさ、一生、スガと気まずくなるくらいなら、友達のままっていう選択肢も、あるんじゃね……？」

　声に出した瞬間、心の奥に隠された俺の本心が見えた気がした。岳はそんな俺の言葉に、真っ向から対立してくる。

「俺だったら、言う。後悔したくねぇし」

「うちもそう。ちょっとでも可能性があるなら挑戦したいもん」

　南出はきょとんと首を傾げながら、「なんか旭らしくないよー！」と指摘してきた。

　俺だってそう思うけれど……。結局、その時は曖あい昧まいな笑みしか返せなかった。




　一時間後、うちわとポンポンは完成した。窓越しに見える空は、橙だいだい色いろから深い藍色へとすっかり色を変えている。廊下には部活帰りの生徒たちの足音が響き始めていた。三人で協力して応援グッズを抱きかかえ、職員室に向かおうとした瞬間、大きな鞄を背負った後輩たちが廊下を駆けてきた。

「わっ！」

　後輩たちを避けようとして、南出がバランスを崩す寸前、彼女が手にしていたうちわがバラバラと床に落ちるのが見えた。岳がすかさず南出の背中を支えたのを確認し、声を荒らげる。

「あぶねーな！　おい、お前らやんちゃすぎんぞ！　廊下走んなよ！」

「すっ、すんませーん！」

　慌てて逃げていく後ろ姿を「しゃあねぇなぁ……」と見送る。南出は顔面蒼そう白はくになって、ゆっくりと自身の足を上げた。

「マジでごめんなんだけど、よろけて踏んじゃった……」

　南出の足元には、無残に踏まれたうちわの数々。俺は特に動揺することもなく、けろっとして言い放った。

「平気平気、何回でも作ればいいって。むしろ俺らの腕も上がってるし、今度はもっとすげぇの作れんじゃん。なぁ、岳」

　横を見ると、岳が小さく微笑んで、落ちたうちわを拾い始める。

「南出に怪我がなければそれでいいよ」

「ありがとー……。ほんと優しいね、春野と冬坂。うちの好きな人ランキング、トップ５に入ってるよ」

「え、めっちゃ嬉しいかも」と思わず笑う。

「しかも、幼なじみーズのふたりとしては二位だから、大いに喜んで」

「どういうランキング計算なんだよそれ」

　俺がすかさず突っ込みを入れると、岳がにやりと笑って言う。

「で、堂々の一位はスガなんだろ？」

「そ、それは……うん……」

　赤く染まった南出を見て、なんだかほっこりとしてしまった。

　会話も弾みつつ、素晴らしいチームワークでうちわをもう一度完成させて、無事に提出し終えた。校舎を出ると、冷たい夜風が制服の襟元を撫でていく。

「おつかれー！」

「おー、おつかれ！　気をつけてな、南出！」

　俺たちとは反対方向に向かって歩く南出を一いち瞥べつし、

「スガと南出、うまくいくといいな……」

　そうぽつりとつぶやく。岳は小さく「だな」とだけ返事をして歩き出した。

「そういや、おじちゃん、今週から海外だよな？　岳、俺んち泊まるっしょ？」

　自然と口から出た言葉。いつもの、ごく当たり前な会話のつもりだった。

「旭の家、俺が泊まってもいいわけ？」

　真剣な岳の瞳に射抜かれ、思わず動揺してしまった。

「な、なんだよ、その反応……！　何度も泊まってんのに、調子狂うじゃん！　いいに決まってんだろ！」

「嬉しいわ。旭の家に泊まんの初めてだし」

　屈託なく岳が笑う。話がまったく噛かみ合っていない。どうやらまだ『はじめまして』ごっこは続いているようだ。その時ふとスガの言葉が脳裏をよぎった。

　──まぁまぁ、岳の好きなようにさせてやれって、そのうち飽きっから。

　もしかしたらスガの言うとおり、岳のノリに合わせていたら、いずれこの〝ごっこ遊び〟も終わるかもしれない。

「何？　どうした、旭」

　岳が首を少し傾げると、黒髪がさらりと彼の頬に落ちた。

「そっ、そうだよな、岳～！　俺んち来るのは初めてだよな～!?」

　とりあえず岳が納得するまで、付き合ってみようと思った。急な方向転換をした俺を見て何を思ったのか、岳がふっと笑う。

「すげぇ楽しみ、旭ん家のお泊まり」











４　いつものふたり、いつもと違う夜









「ただいまー」

　玄関を開けるとすぐに、晩ご飯の匂いが漂ってくる。

「おかえり、岳も旭も」

　黒髪をひとつにまとめた母さんが、エプロン姿でリビングから顔を出す。岳に言わせれば、笑顔が俺に瓜うりふたつらしい。夜勤続きで疲れているはずなのに、見た目からはそんなことを微み塵じんも感じさせないタフさだ。

　岳は母さんに「こんばんは」といつもより距離感のある挨拶をすると、物もの怖おじせず言葉を続ける。

「旭のお母さん、はじめまして。冬坂岳です、今日はお世話になります」

「えっ!?　が、岳、はじめましてって……何？　え、旭どういうこと!?」

　母さんは思ったとおり、意味がわかっていない様子だった。動揺している母さんに、俺は現在の奇妙な状況を伝えた。

「ちょっといろいろあんだよ。とにかく、岳は俺の幼なじみじゃなくて、最近俺と会ったばっかりで、しかも今日初めてうちに泊まるっていう設定だから」

「せ、設定って、アンタたち……」

「悪いけど、岳の好きにさせてやって」

　自分で説明していてもまったく意味がわからない。母さんは受け入れられないかと思いきや、いかにも陽気な俺の親らしく、「なにそれ、めっちゃおもしろいじゃん！」と爆笑していた。

「俺のことは岳ちゃんって呼んでください」

　冗談っぽい無邪気な表情で岳がお願いする。

「あっはっは！　岳ちゃんって！　いいよいいよ、わかった！」

　大口を開けて笑う母親を、なんとも言えない気持ちで見つめる。

「あ、自己紹介しなきゃね！　私は旭の母親の緑みどりです～。旭がいつもお世話になってます～。岳ちゃんはとってもかっこいいわね～」

「ありがとうございます。緑さんも素敵です」

「やだぁ！　もうめちゃくちゃ気分がいいわ！」

　こんな幼なじみも、母親も、もう嫌だ。

「岳ちゃんと旭は先にお風呂に入ってきたら？　旭、場所教えてあげて。タオルは引き出しの中に入ってるからね。着替えは旭にもらって？」

（母さん、こいつ何年ここに通ってると思ってんだよ……目つぶっててもわかんだろ……）

　そう思ったけれど、口には出さなかった。とにかく今は岳の思うとおりにさせてやるのが正解なのだ。……たぶん。

「ありがとうございます。わかんなかったら聞きますね」

　岳は礼儀正しく微笑み、俺の母親に向かって好青年らしい笑顔を見せる。

　俺はため息を胸の中に押し込めて、「風呂、コッチダヨ」と棒読みで岳を案内した。

　洗面所の蛍光灯が、いつもよりまぶしく感じて目を細めた。普段なら何も考えずにぽいぽい脱ぎ散らかしていたけれど、今日は異様に制服が重たい。それもこれもさっきの岳の発言が原因だ。

「旭と風呂に入るのも初めてだよな」

　爽やかに微笑まれた俺は、「あ？　ああ？　そう、だったような……？」と微妙な返事をした。

「旭、もしかして、俺と入るの意識してる？」

「……ま、まさかぁ！」

「だよな」

　岳はさっさと制服を脱いでいく。鍛えられた背中の筋肉から、思わず目を逸らしてしまう自分が情けない。

　全裸になった岳の視線が、まっすぐ俺に向かっていてなんだか落ち着かなかった。

（なんなんだよ、この言葉にできない微妙な空気感は……!?）

「お先に」

　そう言って岳が浴室に入っていったのを見送ったあとも、しばらくもだもだしていたら、シャワーの音が聞こえてくる。

　いつまでもこうしているわけにはいかないと、意を決して服を脱いだ。普段なら使わないフェイスタオルで、前だけ隠して入ると、浴槽に浸つかっている岳が少年みたいな笑顔で大きな笑い声を上げる。

「隠してると、逆にエロいって」

「お前、……マジでぶっ飛ばす」

「旭は恥ずかしがり屋なんだな。俺の元幼なじみは全然そんなことなかったけど」

　そうだけど！　そうなんだけど！

「………………やっぱ、ぶっ飛ばす」

「旭が恥ずかしいなら、見ねぇって」

「べ、別に、恥ずかしくないから！」

　豪快にタオルを取り、斜め後ろにいる岳の存在を感じながらシャワーを浴びる。くすくすと岳が笑っているのが聞こえ、ほんの少しだけ肩の力が抜けた。

「頭は？　俺が洗おうか？」

　岳が幼なじみをやめると言い出す前までは、よくふざけて洗い合っていた。でも今は、その思い出さえも遠くかすんで見える。

「……いい」

「寒いの苦手だろ。旭、早くこっち入れって」

「……ん」

　すべての行程を終えてから、岳と向かい合う形でちゃぷんと湯船に入った。ほんの数日前まで、こうして一緒に風呂に入って、ばかなことを話して、ゲラゲラと笑い合っていたのに。

　沈黙が流れる。

　湯気の立ち込める浴室で、岳の濡ぬれた黒髪が柔らかく首筋に貼りついていた。

　普段は凛りんとした印象の岳の顔が、上気した頬のせいか少しだけ緩んで見える。

　岳が髪をかき上げると、鍛えられた胸板に水が流れ落ちた。いつも整った体つきだと思っていたけれど、今日に限ってはその曲線のひとつひとつが、妙に目に飛び込んでくる。

　濡れた前髪の隙間から覗く岳の大人びた表情を前にして、急に息苦しくなってきた。

　今までどうやってこいつと風呂に入ってたっけ？　何を話してたっけ？

（わかんねぇ……顔が熱い）

「……あのさ、岳。お前って元幼なじみと一緒に風呂入ってた時、どんな話してた？」

　この気まずさを解消するためには、ばか正直に聞くしかなかった。岳はすぐに答えを導き出す。

「たしか元幼なじみは、『岳はほんといい体してるよなー』って話しながら、ベタベタ俺に触ってきてたけど？」

（あ、あの時のばかな俺……ぶっ飛ばす）

「旭も触る？　俺の体」

「いや、いいです。ごめんなさい」

「なんで、お前が謝るんだよ。……ほんとに、俺は心配になるよ」

「ど、どうして……」

「旭があまりに無防備で、あまりに俺を信用しすぎてて、あまりにかわいいから」

「かっ……！　かわいいは置いといて……」

「置いとくんだ」

「……信用するに決まってんだろ。岳なんだから」

　ぼそりと俺が言うと、岳は困ったように髪をかき上げた。どうしてそんな顔をするのかと聞く前に、岳は早々に立ち上がってしまう。

「先に上がってるわ」

「も、もうあがっちゃうの？」

「緑さんの手伝いしてくる。旭はゆっくり入ってきていいから」

　俺の頭をぽんぽん撫でてから、岳は出ていってしまった。しばらくして母親と岳がキッチンで話している声が、かすかに漏れ聞こえてくる。楽しそうな彼らの声を聞き、俺はそわそわして早々に湯船から立ち上がったのだった。










「旭の家っていいな。初めて来た気がしねぇわ」

　夕食後、俺のベッドに腰掛けた岳が、部屋の中を見回しながらつぶやく。

「旭のお母さんのご飯もすげぇおいしかった。それに、借りたスウェットもサイズぴったりだわ」

　小さい頃から何度も泊まりに来ていて、岳用のパジャマだっていつも常備されている。

　一緒に宿題をして、ゲームをして、時にはケンカもして、すべての記憶が積み重なっている岳の第二の家と言っても過言ではないはずだ。「初めてなわけないじゃん！」とテンション高く突っ込んでしまう前に、俺はにこりと口角を上げた。

「……よ、よかったな～、岳！　喜んでもらえて俺も嬉しいよ！」

　そう言ってふうっと一息つく。今日一日、あまりに気を張っていたせいか、一気に疲れが出た。黙り込んだ途端、急にまぶたが重くなってくる。

「旭、眠ぃの？」

「んー、大丈夫」

「ちょっとだけ寝たらいいだろ」

「……岳は初めてだから知らないと思うけど、俺が寝始めたら朝までコースだから」

「へぇ、俺の元幼なじみと一緒だ」

「……お前の元幼なじみとは、なんか仲良くなれそうだわ」

　微妙な顔で言った俺に岳が軽く笑った瞬間、母さんの声が階下から響いてきた。

「あさひー、がくー……じゃなくて、岳ちゃーん、お母さん仕事に行ってくるからねー！」

「おう、わかったー。行ってらっしゃーい」

「緑さん、気をつけて！」

　俺に続いた岳の言葉に「はーい」と母さんが返事をする。それから玄関が閉まる音と、鍵をかける音が順番に聞こえた。

　すると岳は俺の顔を覗き込み、静かに笑いかけてくる。

「ふたりっきりだな、旭」

　さっきまであった眠気が一気に飛んでいった。なんだか少しだけ心臓も速まったような気がしたけれど、俺は平静を装って「ふ、ふたりでゲームでもしちゃう？」と陽気に問いかける。

「そうするか。じゃあ、旭はここな」

　ベッドに座っていた岳の手に引かれるまま、長い足の間にすっぽりと収まる。少しだけ戸惑いつつ、岳の体温に吸い寄せられるように、広い胸に背を預けた。コントローラーを持つ岳の腕が、俺の体をすっぽりと覆う。

「旭、あったかい？」

「お、俺はあったかいけど……、岳はこの格好でゲームすんの大変じゃね？」

「全然、平気」

　モンスターを狩るゲーム画面をちょっとだけ緊張して覗き込んでいると、岳が淡々とつぶやく。

「旭の好きな食べ物は？」

「質問が初歩の初歩じゃん……」

「俺は旭に最近出会ったばっかり──」

「わかったわかった。俺の好きな食べ物は、お前に作らせたパンケーキ」

　岳の笑った声が聞こえ、一緒になって笑った。

「じゃあ、旭の兄弟は？」

「ひとりっ子。岳は？」

「俺も一緒」

　誰が聞いても今さらな会話をしていることがどこかおかしくなって、俺も岳にたくさん質問をした。好きな色とか、好きな映画とか、もうすでに知っていることを初めて知る事実みたいに。

　結局、そうしてふたりで深夜になるまでゲームをしていた。気兼ねのない、居心地のいい雰囲気。幼なじみじゃなくても、初めて学校で岳と出会ったとしても、きっと俺たちはこうして仲良くなっていたと思う。

　やっぱり俺にとって、岳は特別で、ずっとそばにいたい存在なんだと再確認する。

「そうだ。これ、岳ん家に置いといて。この前、お前の元幼なじみが割っちゃったやつ」

　俺は岳の腕の中から立ち上がると、上機嫌で引き出しの中の紙袋を取り出した。先日、近くのスーパーで買っていたマグカップだ。渡すタイミングがなくて、今になってしまったのだけれど。

「旭も買ってたんだ……」

「え？」

「実は、俺も」

　岳の鞄からは同じ紙袋に入れられたマグカップが出てきた。こんな偶然があるなんて。

「マジか、さすが岳！」

　ハイタッチを求めると、岳は笑いながら手を上げた。今までどおりの関係に戻ったような気がして、嬉しくなってしまった。ゲラゲラと笑い合いながら、岳とゲームをしてありきたりな夜を過ごす、そんな関係。

　どこかほっとしたら、だんだんと眠気が襲ってきて、単純な自分の体に苦笑いをこぼした。

　ふぁ、とあくびをひとつ漏らすと、岳が優しく目を細める。

「そろそろ寝る？」

「うん、……岳、もっとそっち行って」

「はいはい」

「……まぶしい、電気消して」

「はいはい、バブちゃん」

「誰がバブちゃんだよ」

　岳が長い腕を駆く使しして、サイドテーブルに置いていたリモコンのスイッチを押す。ぱっと暗闇になった部屋の中で、岳の存在がより近くに感じられた。

　そうしてベッドに足を滑り込ませた瞬間、冷たい布団の温度が肌を刺した。まるで真冬の池に飛び込んだみたいな寒気に、思わず声を上げる。

「布団つめた！　寒い寒い寒い！」

「あっためてやるって、旭」

　狭いベッドにふたりきりで、心地よい岳の声が耳に届く。寒さに耐えきれずにこくこくとうなずくと、岳は薄闇の中で小さく笑った気がした。

　前からぎゅっと抱きしめられた瞬間、呼吸が止まった。岳の腕の中で、心臓が壊れそうなくらい激しく鳴っている。血液が逆流するような感覚に、頭がくらくらとした。岳の体温が、服を通して肌に染みわたってくる。

（な、なんで俺、こんなにドキドキしてんの……？）

　やっぱり、無理かも……。

「も、もういい──」

「逃げんなよ、旭」

　すかさず伸びてきた岳の腕に、強く抱きしめられて声が出ない。俺は岳の胸に耳を当てた状態で、身動きがとれなくなってしまった。

「俺の心音、聞こえる？」

　聞こえるけれど……ドクドクと鳴る心臓は岳のものなのか、それとも俺のものなのか、判断がつかない。全身の熱さに、顔が真っ赤に染まっていく。

「旭の心臓も、いつもより速はえぇな」

「……お前、まさか俺の心拍数把握してんの？　スマートウォッチか、何か？」

「そうだよ。旭専用」

　くだらない岳の冗談に噴き出して笑うと、岳の手が俺の背中をさらに引き寄せてきた。

「旭ってなんでそんなかわいいんだよ。普段から練習してんだろ」

「し、してない……。つうか、今の会話のどこがかわいいんだよ……さっぱりわかんねぇし……」

「わかんなくていいよ。旭のかわいさは俺だけが知ってればいい」

　岳の低い声が耳に響く。数日前まで気にも留とめなかった岳の体の感触が、今は甘い痛みのように全身を巡っていく。

「……俺が怖い？」

　押し黙っていたらふいに岳に問われて、思い切り首を横に振った。岳を怖いなんて思うはずがない。ただ、どうしても戸惑いを隠せないだけだ。

「ごめんな、旭」

　岳はいったい何に謝っているのか。さらに深く背中に回る腕に、心臓が大きく跳ね上がる。

「な、なんか……いつもよりハグが激しくねぇ……？」

「寒いって言ったのはそっちだろ。俺は湯たんぽとしての職務を全まっとうしてるだけだし」

「たしかにそうだったわ。サンキュー、湯たんぽ……」

　岳が笑い、抱かれている俺まで小さな振動が伝わってくる。

「あったまった？」

「……ん」

　それはもう、熱すぎるくらいに。

「じゃあ、おしまい」

「えっ……」

「俺は床で寝るから」

　言葉とともに、岳の温ぬくもりが遠ざかっていく。クローゼットから出した布団を床に敷いている岳に、思わず声をかける。

「なんで！　一緒に寝ようって！」

　岳は怒ったチベットスナギツネのような目で、俺をじっとりと見つめてきた。

「な、なんだよ……」

「いい？　バブちゃん、ちゃんと説明聞いててね？　俺はお前がタイプなの」

「それは何回も聞いた……」

「タイプの人間と俺が一緒のベッドで寝てたらどうなる？」

「………………すごくあったかい」

「なんでだよ」

　どうやら不正解だったらしい。岳は非常に疲れた表情でため息をつくと、「ほんとに旭は……」とつぶやいた。

「いいじゃん、一緒に寝ても……！」

「我慢しきれなくなって、お前を襲っちゃうかもしれねぇけど、それでもいいんだな？」

「……お、おそっ……はぁっ!?」

「まったく考えてなかった？　こっちは一日に何回も想像してんのに？」

　月明かりだけが届く暗がりの中で、岳は思いがけず真剣な表情をした。驚いてはっと息を潜めると、しばらくしてくすくすと肩を揺らして笑い始める。からかわれたと気づいたのはその時だった。

「ははっ、旭すげぇびっくりしてんじゃん」

「岳、お前ってやつは……！　もう寝る……おやすみ！」

　手元にあったクッションを投げつけると、岳は易やす々やすとそれを受け取り、「おやすみ、旭」と笑いを堪えたようにつぶやいた。










　その夜、夢を見た。俺と岳が小学六年生だった頃の夢だ。

　岳の母親──奈津子おばちゃんが亡くなったのは、寒い冬の日だった。それから二週間、岳は学校に来なくなってしまったのだ。

　灰色の空から雪が静かに降り続いていた。白い息を吐き出しながら、岳の家の扉を開ける。

　おばちゃんの声が聞こえてこない、しんと静まった岳の家。心臓の奥がぎゅっとなったけれど、負けじと口角を上げて叫ぶ。

『はよー！』

『おはよう、旭』

　いつもありがとな、そうさびしそうに続けたおじちゃんに手を上げて、ずんずんと階段を上っていく。勢いよく岳の部屋の扉を開けると、前はきれいだった岳の部屋に、ものがあふれているのが見えた。教科書やらノートやらランドセルやらを踏まないように、ぴょんぴょんと跳び越えてベッドの前に立つ。

『岳！　一緒に学校行こ！』

『……行かない』

　ランドセルを床に置き、だんご虫のように布団で丸まっている岳の顔を覗き込む。

『お前いねぇとつまんないよ。行こうって！』

『うざい』

『……そんなこと言うなよー。幼なじみじゃん、俺たち』

　岳がゆっくりとこちらを振り返る。

『……どうせ赤の他人だろ。もう放っておけよ』

　冷たく放たれた岳の言葉。赤の他人、ほかの誰でもない、岳にそう言われたことで、自分が思っている以上にダメージを受けた。

　おばちゃんへの気持ちとか、岳への気持ちとか、いろんな感情があふれてきた。強く拳を握りしめると、手のひらに爪が食い込む。

『俺は……約束したんだよ……』

『……は？』

『赤の他人？　上等だ。ぜったいお前から離れねぇから！　覚悟しとけ、ぼけなすが～～！』

　岳はぽかんとしていたけれど、俺はそれから毎日岳を迎えに行った。学校に無理やり連れていくんじゃなくて、岳の意思で来てほしかった。だから、どんなに拒絶されようと、毎日毎日。冬の寒さも、岳の冷たい言葉も、ぜんぶ跳ね返すように。

『今日こそ学校行くぞ、岳！　……ほら、起きろー、岳ー！』

『ほんとしつけぇって！』

　俺に起こされて明らかに機嫌が悪い岳は、眉間に深い皺を刻んだ表情で言った。カーテンの隙間から差し込む朝日に照らされた岳の顔は、いつもより蒼白に見える。

　振り払われた己の手を見つめ、『……しつこくてごめん。でも、俺はお前と行きたい』と素直な思いを告げた。

『……学校行ったって、つまんないし』

『そんなことない──』

『あるよ！　学校行ったって、何したって……！　母さんは帰ってこねぇじゃん……！』

　岳の目から涙があふれ出し、岳は鬱うっ陶とうしそうに目をこすった。その時初めて、限界を超えて内側からこぼれ出すような岳の本音を聞いたような気がした。

　岳が泣いたのを見たのは、葬式の時以来だった。どこにぶつけようもない岳の感情が伝わってきて、鼻の奥がツンとした。泣きそうになったけれど、ぐっと唇を噛みしめて堪える。

『約束するよ、岳。俺がおもしろくしてやる』

　ベッドに乗り上げ、わざとらしいくらいの笑顔を作って、岳の涙を親指の腹で拭った。朝の冷たい空気の中で、岳の頬はほんのりと温かい。

『……なんだよ、それ』

　少しだけ上気した岳の顔も、濡れたまつげも、照れた表情も、わけがわからないくらい愛しかった。

　今の俺には、この感情の名前すらわからない。けれど、おばちゃんとの約束だけじゃなくて、俺自身が岳に笑ってほしいと思った。岳を放っておけない。岳と一緒にいたい。

（なぁ、笑ってよ、岳……）

　心の中で何度も何度も繰り返す。

『俺が幼なじみでよかったって思ってもらえるように、楽しいことたくさん見つけてやるから。だからおいで、岳。一緒に行こう』

　岳の手を掴んで、必死になって口説いた。

『俺が隣にいたら、めちゃくちゃ楽しいよ？』

　岳はまだ涙をためた泣きそうな顔で笑い始める。

『ほんと敵かなわねぇな、旭には……』

　その日から岳は、また一緒に学校へ行くようになった。










　ぶるっと寒さに震えて夢から覚めた時、隣には誰もいなかった。

　そうか、昨日はひとりで寝たんだった。床に敷いてあった岳の布団はもう片付けられている。

「朝、苦手だったくせに……」

　俺がいなくても、もう岳はひとりで起きられるのかもしれない。それとも、俺のせいで昨日は眠れなかったのだろうか……。そう思ってから、自意識過剰だと自分で自分に苦笑した。

　──旭ちゃん、岳とずっと一緒にいてやってね。

　おばちゃんの優しい声が、脳裏にフラッシュバックする。決意のこもった彼女の笑顔が、まぶたの裏に浮かんでいた。

「大丈夫だよ、おばちゃん。俺、約束は必ず守るから……」

　誰もいない部屋で、宣言するようにぽつりとつぶやく。











５　幼なじみって、ほんとにいいものですよね









　来週に迫った体育祭の準備で忙しく、昼休みの教室は騒がしい。先日、衣装担当が発注したおそろいのＴシャツが届いたようだ。教卓の上に、黒いＴシャツの山ができている。

　俺は机の上に座っている岳の足の間に、すっぽりと収まっていた。

　──今日も寒いだろ。旭はここな？

　強引に手を引かれて素直に従ったものの、心臓が妙に騒がしく音を立てている。クラスの女子がにやにやしながら俺たちを見ている気がしたけれど、背中に感じる岳の体温に意識を持っていかれそうで、俺はいっぱいいっぱいだった。

「なんなの、この文字！　これ考えたの旭でしょ！」

「え？　ああ、うん俺。インパクトあるだろ？　つーか、よく俺だってわかったね」

「わかるよ～～」

　女子たちがおかしそうに笑う横で、スガが「ネーミングセンス……」と呆れた顔をしている。

　Ｔシャツの後ろには『二年三組　最強伝説』の文字が書かれていた。真っ黒な生地に、力強く浮かび上がる白い文字。

　体育祭に向けて、俺がこの上なく真面目に考えた結果にできた、渾こん身しんのキャッチコピーだ。

　なぜかスガには「中二病発症してんだろ」と言われ、コータには「お前、本気でこれがいいと思ったの？」と心配されたが、もうあとには引けない。

　クラスの女子たちからは「一周回ってアリ……か？」という謎の評価をもらい、岳からも「いいんじゃね？　着るの一日だけだし」という微妙なお墨付きを得た今となっては、これはもう二年三組が背負う運命だと言える。

「これで体育祭楽しもうな。みんなと過ごせるの、ほんと楽しみだよ、俺」

　体育祭当日、クラス全員がこの文字を背負って颯爽と行進する姿を思い浮かべると、なんだか嬉しくなってへらへらした笑顔になってしまう。

「旭のその顔を見たら、なんも言えねぇんだよなぁ……」

「旭が喜んでるなら、それでいいよ。みんながんばって着ようね」

「そうだな、がんばって着ような」

「なんだよ、がんばって着るって」

　微妙にディスられているような気がするけれど、

「旭、サイズ合ってるか着てみて。あ、タグはつけたままね。合わなかったら返すから」

　そのあとすぐにクラスの女子に声をかけられ、意識はそっちに向いた。

「おっけー」

　岳から離れ、なんの気なしに制服を脱いで半裸になる。岳よりも華きゃ奢しゃな体型を気にしていた俺だけれど、どうやらクラスの女子たちには好評のようだ。

「旭、細マッチョじゃん！　めっちゃかっこいいー！」

　歓声が上がり、「え、ほんと？」とＴシャツを着ていると、じっとこちらを見ている岳と視線があった。

　──さっき、女子と距離近かっただろ。すげぇ嫉妬した。

　よりにもよって、以前、抱きしめられながら聞かされた岳の言葉を思い出した俺は、少しだけ赤くなった頬で岳に聞いた。

「……ど、どう？　似合ってる？」

「似合ってるよ、すごく。『旭　最強伝説』って感じ」

「ぶはっ」

　噴き出して笑ったあと、妙に冷静になった。ほかの連中と話している時は無愛想なのに、岳は俺に対してだけとろけるように優しい笑みを向けてくる。

（知らなかった。岳って、こんな顔で俺に笑ってたんだ……）

　何年も幼なじみだったのに、今さら理解した真実に、胸の奥がじんと温かくなるのを感じた。

「で、伝説作っちゃったわ、俺……」

　妙に恥ずかしくなって微妙なセリフを吐くと、周りのみんなが「自分で聞いといて照れんなし」とわいわい言ってきた。

「あとは、岳くんだけだね。サイズ合ってるか、着てみてー」

「ここで？　俺が裸になっても、女子平気？」

　岳が女子のほうを見て、遠慮がちにつぶやく。クラスの女子たちは黄色い声で、「全然平気、むしろごほうび！」とけらけら笑っていた。

　俺は岳の行き届いた配慮に、ほうっと感心してしまった。

「やっぱ、岳はえらいわ……。つーか、俺がノンデリの男だったよな、マジでみんなごめん」

　みんなに軽く謝ると、岳は「旭はいいんだよ」と謎のフォローをして笑いながら立ち上がった。岳の言葉にみんなも「そうそう、旭は特別枠！」と謎のフォローを入れてくる。

「つーか、旭の体を見たあとだからなー。ハードル上がってんぞ、岳ー」

「大丈夫かぁ？　幼なじみイケメンツートップ！」

　クラスの男子のヤジも、女子たちの熱い視線も気にせず、岳は飄々と制服のシャツを脱ぎ始める。

　ゆっくりとボタンを外していく指先。シャツが肩から滑り落ちる瞬間、教室にいる女子たちの空気が一瞬で高揚した。

「やばっ、岳くん、めっちゃ体きれいー！」

　知ってる、ずいぶん前から。

「腹筋……エロっ！　ダビデ像!?」

　それも知ってる、ずいぶん前から。

「てか、触ってみたいー！　触ってもいい？」

　俺はもう何度も触った。

　女子たちの歓声が、教室中に響いていた。岳は相変わらず冷たい温度感で、

「……あー、事務所的にＮＧだわ」

　なんて、芸能人みたいなことを言う。

「いいじゃん、ちょっとくらい」

「そうだ、そうだー」

　よくない流れになっているなと若干心配になってきた頃、クラスのお調子者の木き村むらが岳の肩を組んで言う。

「岳のマネージャーでーす！　触っていいッスよー！」

「お前、勝手に……」

　きゃあきゃあと声を上げる女子たちに、岳は囲まれていた。薄いピンクのマニキュアが塗られた指先が、ためらいがちに、でもたしかに岳の白い肌に触れていく。肩に、腕に、鎖骨に、そして腹筋に。

　彼女たちの指先が岳の体を這うように動く様子が、スローモーションみたいに見えた。

　息が詰まる。どうしてこんなにも胸が苦しいんだろう。

「岳くんの体もかっこいいけど、そのピアスもめっちゃ似合ってるよね！」

「ああ……これ？　これは旭からもらったやつで、俺もお気に入り」

　岳が微笑むと、女子の手が岳の耳に伸びた。

　彼女の指先が銀色のピアスに触れた瞬間、限界を超えたように体中が熱くなった。

　見慣れた教室の風景が、突然歪ゆがんで見える。

　わけもわからず込み上げてくる強い衝動に支配され、気がつけば俺は岳の手を引いて、教室から飛び出していた。

「ちょ、旭……！」

　走るようにずんずんと進んで岳の手を引き、ひとけのない非常階段の前まで来て、唇を噛みしめる。

「……おい、旭ってば！」

　岳に名前を強く呼ばれ、はっとして顔を上げた。この瞬間まで、心の中ではずっと『岳は俺のだ』という思いに占領されていた。得体の知れない感情の大きさに、自分自身驚いている。

「ご、ごめん、岳……」

　岳から手を離し、一歩後ずさった。こっちは息が上がっていたけれど、岳はひどく涼しい顔をしている。

「どうした？　ていうか、ごめん。とりあえず、Ｔシャツ着ていい……？」

　そう言って手に持っていたＴシャツを片手に、岳が苦笑いをこぼす。俺は改めて岳が半裸だったことに気づき、慌ててしまった。

「セ、セクハラ！　逮捕されちゃうから、はやく着て!?」

「そっちが連れてきたんじゃん」

「……そ、そうでした。ごめんな、岳」

「マジで謝んなって」

　Ｔシャツを着た岳は、ゆっくりと俺に視線を合わせた。

「どう、似合う？」

「……似合ってる」

　正直、めちゃくちゃ似合っていて、『岳　最強伝説』って感じだった。

（やっぱ、岳には黒がよく似合う。まぁ岳なら、なんでも似合うんだけど……）

　岳は乱れた髪を無造作にかき上げながら、「ＸＬでぴったりだわ」と小さくつぶやく。

　こいつがすると、何気ない仕草すら絵になってしまう。俺も同じＴシャツを着ているのに、どうして岳が着ると、こんなに違って見えるんだろう。

「もしかして、旭さ……嫉妬してくれた？」

　ふいうちをつかれて、ドキッとした。

「……ち、違う」

「ほんとに？」

　訴えかけるような岳のまなざしに、言葉が詰まる。

「な、なんかベタベタ触られてたから、岳が断りにくいかなって……思って」

（嘘だ。本当はそんな理由じゃない）

「余計な……お世話だったよな。ほんとごめん……」

　込み上げる罪悪感に耐えられなくて目を伏せると、岳にぽんぽんと頭を撫でられた。
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「いや、いいって。ありがとな、旭。俺も言いづらかったし。みんなもすぐ忘れるから、あんま気にすんなよ？」

　大きな手のひらから伝わる感触に、胸の音が妙な音を立てる。今まで何度も同じように触れられてきたのに、どうして今さら特別な響きを持ってしまったのだろう。




　その日の体育の授業中、岳が出ている試合を見つめ、心の中で何度も反省と後悔を繰り返していた。

（マジでありえねぇ……もう！　何やってんだよ、俺のばか！）

「岳ー、こっち！」

　岳の手からバスケットボールが投げられ、タイミングよく味方のクラスメイトに渡る。岳のしなやかな手首の動きを目で追いながら「あー……」と情けない声が漏れた。

　まさかクラスの女子に嫉妬してあんなふうに暴走してしまうなんて、昔の俺だったらぜったいにありえなかったことだ。

（岳もきっと変に思っただろうな……）

　すっかり落ち込んでいると、両隣に座っているスガとコータが、じっとこちらを見つめてきた。

「……旭。なんか大丈夫？　さっき様子変だったろ、お前」

「やっぱ岳となんかあった？　あ、俺とスガが知らない間に、付き合い始めたとか!?」

　ぎょっとしてコータを見据え、「付き合ってねーし！」とすぐさま否定する。

「なんか最近、自分の気持ちが制御できなくて、困ってる……」

　お？という顔をして、スガとコータは意味ありげな目配せをした。

「……えっと、たとえば？」

「俺らが話聞こか？」

　スガたちの言葉に、体育座りをしてうなずく。体育館の床は、今日もひやりと冷たかった。

「あいつが女子とたわむれてるとムカムカするし、なんか、前まで抱きつかれてもなんとも思わなかったのにすげぇドキドキするし……」

「おー！」

　スガとコータは声を合わせてそう言うと、拍手をし始めた。拍手の音が体育館に響き渡り、数人の視線が集まる。その中に岳もいて、俺は慌てて「み、みんな、ファイトー！」と笑顔で指ハートをして繕った。

　岳は首をひねっていたが、すぐに試合のほうに集中してくれてほっとする。

「あっぶねぇ……岳に気づかれるだろ！　まったく、なんで拍手なんだよ……」

「成長してんなと思って。なぁ、スガ」

　スガはうなずいたあと、興味津々な様子で聞いてくる。

「で……？　旭はこれからどうすんの？」

　岳のノリに合わせて飽きるのを待つ作戦も、あまりうまくいっていなかった。……というか、まったく成果がなかった。

　俺はこれからどうしたいか……。スガの言葉に考えを巡らせていて、ふとあることを思いついた。俺と岳にとって一番正しいことだ。決意を固めて、ぱっと顔を上げた。

「めっちゃいいこと思いついた！　俺さ、『幼なじみってほんとにいいものですよね大作戦』するわ！」

「ネーミングセンス……」

「てか、旭はなんでそっちの方向に行くかなぁ……」

　スガとコータの反応はイマイチだったけれど、勝算はあると思う。

「なんでもいいんだよ。あいつがまた俺の幼なじみに戻ってくれれば」

　そうすればもう岳を相手にドキドキだって、嫉妬だって、しなくてすむはずだ。今なら間に合う、ぜったいに『幼なじみ』の関係に戻れる。

「……あのさ、もうお前だから素直に言うけど、岳がお前のことタイプって言ってんだから、一回付き合ってみればいいんじゃねぇの？　それでだめなら、別れればいいんだし」

　まるで正論に聞こえるコータの言葉も、岳が相手じゃなかったら受け入れられたかもしれない。ぐっと押し黙ると、スガが俺の背中を優しく撫でてくる。

「そう簡単に言ってやんなよなぁ、コータぁ……」

「だってさ、旭と岳のこと、一番近くで見てたの俺らじゃん！　俺はふたりがめちゃくちゃ相性いいように思えてならねぇんだよ！」

　コータなりに俺たちを思ってくれているのは、ひしひしと伝わってきた。

「……いくら好意があっても、付き合えないことだってあんだろ。タイミングとか、いろんなしがらみとかさ……」

　切実さを含んだスガの声。その横顔にはまるで見たことのないような切ない影が差しているようで、はっとした。ふいに南出の姿が思い浮かび、ズキリと心臓が鳴る。

　体育祭の日にもう一度告白すると決めた南出の勇気と覚悟。俺にそんな覚悟を持てる日は来るのだろうか。南出の決断の重みが、今になって身に沁しみていた。

　でも俺は……、やっぱり岳と幼なじみでいたいんだ。

　放課後の教室。

「なぁ、岳。今日はふたりで遊びに行かねぇ？」

　まだ戻れるはずだ。岳と幼なじみで、単純だったあの頃に。そう信じたくて、俺は身支度をしている岳の前に立ち、にっこりと笑ってみせた。

「何……？　なんか企んでる？」

「企んでないって。ただちょっと付き合ってほしいとこが、いくつかあんだよね～」

「わかった、いいよ」

　岳は快く了承してくれた。その瞳の奥に、俺とは真逆の決意が浮かんでいることに気づかないまま、俺は岳と積み重ねてきた愛しい記憶を再確認しようとしていたのだ。

　学校を出て、まずは思い出の公園に行った。高校生になってからは、あまり来ることはなかった場所だ。枯れ葉が落ちた木の周りで、おにごっこをして遊んでいる数人の子供たち。冬の日差しが、錆さびかけた遊具を照らしている。

「なぁ、岳。めっちゃ懐かしくね？」

「ああ……。俺も昔、元幼なじみとここに来たんだけど、そいつと一緒に滑り台でよく遊んだ」

「……まだその設定続けんの!?　ほんとに頑固だねー、君は!?」

　岳は前を見据えたまま、淡々と言葉を続けた。

「一緒に滑る時、その元幼なじみの髪がすげぇいい匂いで、でも首からはちょっと汗の匂いがしてマジで勃たちそうになったの覚えてる」

「た……」

　あまりにあけすけな暴露に、赤い顔で絶句する。まさか岳がそんなことを思っていたとは。

「お前、涼しい顔して……むっつりスケベじゃん！」

　やっとのことで言葉にした。ずっと一緒にいたのに、そんなことを思っていたとは考えもしなかった。

「旭、嫌いになった？」

「それはねぇけど……」

「なんねぇんだもんなぁ、旭は……。普通は嫌いになるだろ」

「なんないよ。だって相手はお前だし……」

「昔からそういうやつだよな、旭って」

「な、なんだよ……」

「旭は優しすぎる」

「……お、おい、岳！」

　岳は、にやりと笑って滑り台の階段に足を乗せ、「滑ろう、旭」と誘ってきた。金属の手すりは冷たくて、触れた指先がかじかむ。久しぶりの滑り台は、子供の頃よりずいぶんと小さく感じられた。

　上った階段は狭くて、縦に並んだ俺たちはぎゅうぎゅう詰めだった。昔よりだいぶ成長した今の体では、どこか滑稽なほどのサイズ感だ。

「足がきつい！」

「……待って、全然すべんねぇわ」

「ケツ、めっちゃ汚れてる！」

　けらけらと笑って、まるで小学生のようなはしゃぎようで遊んだ。

　岳の笑い声が公園に響き、それを聞いている自分までどんどん楽しくなってくる。同じことを何度も繰り返して、滑るたびにお互いの体がぶつかり合って笑い転げた。

　寒空の下で、いつになく時間がゆっくりと流れていく。

　子供の頃と同じように、何も考えずにただ楽しんでいる岳の姿を見ていると胸が熱くなった。

　今日だけは、考えることを止めて、ただ岳と昔のように過ごしたい。

　いつの間にか太陽が傾き、公園で遊ぶ子供たちも少なくなってきた。

　冬特有の早い夕暮れが迫ってきている。

　西の空はまだ青いけれど、その端には薄くオレンジ色が忍び寄り、やがて訪れる黄昏を予感させていた。

「旭、そろそろ帰る？」

　俺は首を横に振り、「まだだよ」と答えた。まだ帰らない。過去の思い出をたどり、あの頃の関係を取り戻すまでは──。




　公園の次は、ふたりで川に向かった。

　遠い昔、ふたりだけで初めて電車に乗っていった広ひろ瀬せ川がわ。冬の日差しに照らされた川面がきらめき、金色の光の帯のように流れている。川辺ではシベリアから越冬のために飛来した白鳥たちが、優雅に水面を漂っていた。

「白鳥、思ったよりでけぇ！」

　思わず声を弾ませていると、岳がおかしそうに肩を揺らして笑う。

「それ俺の元幼なじみも言ってたわ。たしか初めてここに来た時」

「え……そうだっけ？」

「白鳥見て、『思ったよりでけぇ！』ってずっとはしゃいでたじゃん。あと、『寒いシベリアじゃなくて、ここで暮らせよ』ってガチ説得してた」

「やっば……、今から同じように説得するとこだったわ……。ガキの頃から精神年齢変わってねぇな」

　おかしそうに岳が笑った。川からの冷たい風が頬を撫でていく。『あっためてよ、岳』そんなふざけた冗談を言いたかったけれど、その言葉はどこにも出せずに胸の中に沈んでいった。

「旭のそういうとこもかわいくて、タイプだなって思ってたよ、俺は」

「……嘘つけ」

「嘘ついてどうすんだよ、ほんとだよ」

　真面目な顔で白鳥を見つめていた岳は、ふいにこちらを見つめて言った。

「自分の気持ちに嘘つくのは、もうやめたから」

　受け止めきれない。岳の言葉の重みも、その視線の意味も、すべてが大きすぎて。

「……次！　次、行こう、岳！」

　慌てて前を向いたけれど、耳まで熱くなった横顔を岳はきっと気づいてしまっているのだろう。

「まだ行くのかよ、旭。三か所目だぞ」

「最後の場所だから！　展望台、行こう！」

　岳は仕方ないなというように、「わかったよ」と柔らかく笑う。




　展望台までは長い階段が続いていた。夕暮れから夜へと移り変わる空の下、岳と一緒に二〇〇段もある階段を上がっていく。

　少しだけ息を切らせながら振り返ると、階段の下には街並みが広がっていた。家々の明かりが、イルミネーションを並べたみたいにピカピカと輝いている。小学生の頃は、まだ体力がなくて、ここまで上がるのに何度も休憩したっけ。でも、いつの間にか岳の背は伸びて体力もついて、俺だってあの頃よりもだいぶ成長した。

「がんばれ、旭」

　息を整えようと立ち止まった俺の背中を、岳がそっと押してくる。温かくて大きな手のひらの感触に、心臓が高鳴る。

「おんぶしてやろうか？」

　最近まで、ふざけておんぶをしてもらったことを思い出す。戻りたい、あの頃のふたりに。

「じゃあ頼んだわ」

「おい、マジか……」

「マジだよ。乗せて、岳。ほら、はやく～～！」

「……はいはい」

　岳は軽々と俺を背中に乗せると、また一歩ずつ登っていく。

（なぁ、戻ろうよ……あの頃に。頼むよ、岳）

　泣きそうになりながら目をつぶり、岳の逞たくましい背中にぎゅっとしがみついた。このままいつまでも岳とこうしていられたらいいのに。

「ほら、着いたぞ、バブちゃん」

　俺の願いもむなしく、あっという間に目的地に着いた。俺は潤んだ目を瞬かせ、岳の背中から下りて柵のほうへ走り出す。

「あー、疲れた！」

「……疲れたのはこっちな」

　呆れたように笑いながら、岳が隣に並んだ。ゆっくりと沈む夕日が、街を赤く照らしている。

　この景色を見るたびに、岳と過ごした時間が蘇る。眼下に広がる街並みは、夕暮れの闇に溶け込みながらも、キラキラと星空のように瞬いていた。遠くには山々のシルエットが浮かび、その向こうに沈みゆく太陽の名残りの光が最後の輝きを放つ。この景色を、何度ふたりで見下ろしただろう。

「きれー……。ここもよく来たよな、岳」

「……そうだな」

　いつもの岳らしくない、どこか切なさを含んだ声色だった。

「なんだよ、岳」

「俺は……きれいだって笑う旭を見ては、キスしたいって思ってたよ」

「な……」

　予想もしていなかった言葉に、声を失った。

「今も思ってる。お前にキスしたいって、ずっと、ずっと、思ってる」

「そ、んな……」

　岳とキスをするなんて、考えたこともない。けれど、俺の想像力豊かな脳内は、勝手に岳とのキスシーンを作り出そうとしていた。ふるふると首を振って邪念を飛ばしていると、岳は気まずそうにうなじを片手でこする。

「この際だからぶっちゃけるけど、俺はお前と一緒にいたくて同じ高校にした」

「へ……」

　そう、だったのか……。てっきり、岳は偶然俺と同じ高校を選んだのだと思っていた。

「あと、お前が先輩と別れたの俺のせい」

「は……、はぁ？　別にお前のせいじゃないから……！」

　どうして急にそんなことを言い出したのか、わけがわからなかった。俺がふがいないせいで、恋人よりも幼なじみの岳のほうが大事だと気づいてしまった。ただそれだけなのに、なぜ岳が申し訳なさそうな顔をするんだろう。

「だから、旭は優しすぎるって言ってんじゃん。あん時、お前が告白をＯＫしたことにめちゃくちゃ腹立ててたし、デートの時にわざと俺から連絡して、俺のこと優先させるように仕向けてたんだよ」

「えっ……!?」

　言葉を失う。たしかに先輩といる時によくラインも電話もよこしてくるなと思っていたけれど、まさか岳がわざとやっていたとは……。今まで気づかなかった事実が、頭の中でゆっくりと形を成していく。

「なぁ、わかんだろ、旭。お前がいくら昔話で足止めしたって、もう俺は待てねぇよ」

　岳の真剣な声が、夜風に溶けていく。その瞳には、今までになく強い決意が宿っているような気がした。

「足止めなんか……してたけど」

　素直に認めると、岳は困ったように笑った。胸の奥がざわめく。

　子供の頃から知っているはずの岳の笑顔なのに、今夜初めて見るみたいに。

「旭と幼なじみで、今まで誰よりも近くにいられて、ほんとにすげぇ楽しかった。お前の約束してくれたとおりさ、毎日毎日楽しかった。でも、……俺はそれ以上の感情をここに持ってた」

　岳が自身の心臓を指差す。

「旭に対して、いつも罪悪感が消えなかった。だから、もうおしまいにさせて」

「やだよ！　おしまいなんて、許さないから！　お、お前と離れるなんて納得いかな──！」

「そんなこと言うわけなくね？　最後まで聞けよ」

　はい、と素直にうなずいた瞬間、岳の表情が一変した。本気の顔だ、と思った。より一層、心臓がバクバクと跳ね始める。

「俺は旭が好き」

　わけがわからないくらいに鳴る心臓を感じながら、岳はこんなふうに好きな人に告白するんだと冷静に思っているもうひとりの自分がいた。閉じ込めてきた気持ちを解き放ったからか、岳の表情は解放感に満ちている。その好きな人が俺だと思うと、ますます心臓は高鳴ってしまうのだけれど。

「俺と恋人になれよ。俺と抱き合って、俺とキスして、それ以上のこともたくさんしてよ」

　いつの間にか夕日が落ちて、だんだんと暗闇が広がる。

「そういう目で見ろよ、俺のこと。男同士だし、お前が恋愛に関してはちょっと引いて見てるの知ってるけど、俺と一緒に崖から飛び降りてよ」

　展望台の下を見下ろしながら、思わずつぶやいた。

「……この場所でその言葉は怖すぎだろ」

「だな。でも、俺は本気」

　ふいに岳の温かな手に指先を掴まれ、そのまま強く引かれた。抱きしめられ、息が止まる。

　心臓が痛む。街の喧けん騒そうは遠く、まるでふたりだけの世界に閉じ込められたみたいだった。
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「旭の答え、聞かせて」

「……っ！」

　答えなんてわからない。どうすればいいかもわからない。抱きしめられたまま黙り込む俺に、しばらくして岳は優しく笑った。

「……大丈夫だって、旭。すぐに答えもらえるなんて思ってねぇから」

　でも、と岳は続ける。

「ちゃんと俺のこと考えて。たくさん、たくさん、考えて」

　頬を伝うように冷たい風が吹き、岳の黒髪が揺れていた。

「一緒に帰んの気まずいだろ？　俺はどっか寄ってから帰るから……もう暗いし、旭は先に家帰って」

　岳は最後、名残惜しそうに俺をぎゅっと強く抱きしめてから、背を向けた。俺は思わず、すがるように問いかける。

「な、なぁ、岳！　ほんとにお前、俺と幼なじみやめてぇの！」

　自分が思ってる以上に切実な声色になってしまった。一瞬、大きく目を見開いた岳は、大人びた表情でゆっくりとうなずく。

「やめたい、俺は。……そうじゃなきゃ、旭は俺のこと一生恋愛対象として見てくんねぇだろ」

　優しい声に、何も言い返せなかった。歩き出した岳の背が遠くなる。どんどん離れていってしまう、俺を残して……。

　嫌だよって言いたかった。行くなよって言いたかった。だけど、何ひとつ言葉にならなかった。

　ひとりきりで残された思い出の展望台。

「そこまでして幼なじみやめたいのかよ……」

　氷の欠片かけらが突き刺さったみたいに、心臓が痛くてたまらない。











６　パンケーキを食べてもひとり









「うっわ、最悪……」

　その日、朝からベッドの上で自己嫌悪に陥っている俺は、ボクサーパンツの状態を確認し、頭の中で言い訳を繰り返した。

　──俺と恋人になれよ。俺と抱き合って、俺とキスして、それ以上のこともたくさんしてよ。

　あんなことを岳が言ったから。

　昨日の夜見た夢に、岳が出てきた。あいつはまた俺を好きだとか言って、無理やりキスしてきて、やめろって言ってもやめてくれなくて、しつこく触られて、あーだこーだあって……で、今朝、この状態で目が覚めた。

　ボクサーパンツに広がる染みを見て、まず頭に浮かんだのは『これをどうやって母親に見られずに洗濯するか』という現実的な問題だった。

（岳の夢でこんなことになるなんて、すげぇ罪悪感……）

　朝からシャワーを浴びるとともに汚れたパンツを洗い、深いため息をついた。

　岳は昨日、彼女と別れたのは「俺のせい」なんて言っていたけれど、結局すべてはきっかけにすぎず、実際に彼女と別れることになった原因は、俺がだめな男だったせいだ。

　高校一年の時、先輩から告白されて、いい気になってＯＫをした。きっとこの人を恋愛的な意味で好きになれるだろうと思えたのは、先輩ととても、とてもとても、話が合った（と思っていた）からだ。

　先輩から別れようと言われた時、俺は『……わかりました』と小さくうなずくことしかできなかった。結局、話が合うと思っていたのは、岳のことを同じように先輩が褒めてくれていて、すごく気分がよかったからなのだ。

　本当に情けない話だけれども、先輩と別れることになっても悲しみよりどこかほっとしている自分がいた。

　それ以来、俺は恋愛から遠ざかっていたし、ましてや恋人はもういらないとすら思っていたのだ。なのに、岳のせいで……。

　最悪オブ最悪。

　これまでの人生で、こんなに自分が嫌になったことはない。単なる性的衝動ならまだしも、相手が岳というのが許せなかった。

　幼い頃から一緒にいて、何でも共有してきた親友であり、ほとんど家族のような存在。その岳を、そんなふうに見てしまった自分が情けなくて、申し訳なくて……。

（……岳に合わせる顔がねぇよ）

　もしかしたら、岳が昨日言っていた罪悪感と同じ気持ちなのかもしれない。岳は俺のことをそういう目で見ることに、戸惑いはなかったのだろうか。

　夢の内容を思い出すと、今でも心臓がバクバクと鳴る。だけど、夢の中で岳に触れられるのも、好きだと言われるのも嫌じゃなかった。むしろ俺は……。

　熱いシャワーのお湯を浴びながら、これから岳とどう向き合えばいいのかと考え込む。シャワーから流れる湯気が浴室を白く染めていく中、自己嫌悪なんて言葉じゃ生温いくらい、俺は反省していた。

（おばちゃん、マジでごめん……）

　幼なじみで夢む精せいするなんて、幼なじみ失格もいいとこだ。










　体育祭の二日前、学校から家に帰ると母さんは仕事に出かける準備をしていた。髪をまとめながら、「そういえば」と話を切り出す。

「最近、岳が……じゃなくて、岳ちゃんが来ないけど──」

「母さん、もう『はじめまして設定』いいから」

　母さんは「あ、そうなの？」と言い、何事もなかったかのように話を進めた。

「なんであの子、全然うちに来ないのよ。ケンカでもしたわけ？　それとも岳が忙しいとか？」

「いや、……違う……けど、もう……しばらくあいつは来ないかも……」

　うまく言葉が吐き出せない。あれから一週間、岳とはほとんど話していない。本気で告白されたあの夜から、俺たちの関係は決定的に変わってしまった。

　さらには岳とのエッチな夢を見てしまうという大罪を犯した俺は、ますます岳に話しかけづらくなっていた。あいつを意識すればするほど、遠ざけてしまう。

　俺の情けない顔ですべてを察したのか、母さんは青ざめた様子で俺の肩を掴んでくる。

「旭、もしかして岳を怒らせちゃったの!?　今すぐ謝ってきなさいよ！」

「ち、違う！　つーか、あいつが俺のことを──！」

　好きだって言うから！

（……なんて言えるわけないじゃん！）

　俺はその先を口に出せず、「なんでもない」とため息をついた。

「煮え切らないわねぇ。……お母さんが岳に言ってあげようか？　旭がごめんって言ってたよって」

「それだけはぜったいやめて!?」

「……なんでよ、もう。岳は話せばわかる子なんだから……早く仲直りしなさいよ？　今日は、お母さんいないからね？　岳の家に泊まるんだったら、泊まらせてもらいなさいよ？」

　母さんの優しい言葉が、かえって胸を刺す。岳の家に泊まる──今までならなんの迷いもなく飛び込んでいけた場所なのに。

　あの告白のあと、岳の家に一歩踏み入れることさえためらってしまう自分が情けなかった。

　幼なじみだった頃の距離感とはほど遠い。朝も帰りも一緒には登校しない。互いの家に泊まりもしない。学校で会えば、話をするけれど、岳は必要以上に俺に近づいてこない。

　あの夜の「俺は本気」という岳の言葉は、「だから旭も本気になって」というメッセージに感じた。

　もう岳には自分から会いに行けなかった。岳は俺に答えを求めている。それはわかってるけれど、俺は……。

「なぁ、母さんさぁ……」

「……んー？」

「俺の遺伝子上の父親と、恋愛したの後悔してる？」

　驚いたように母さんが目を見開く。俺がこんなことを聞くのは初めてのことだから、当たり前なんだけれども。

「後悔なんてしないわよ、ばかね。あの人と恋愛しなきゃ旭は生まれてないんだから」

「……そっか」

「そうよ」

　なんとなく互いに気まずくて、「じゃ、気をつけてー」とひらひら手を振って、自室に逃げた。

　ベッドに倒れ込んで天井を見つめながら、岳のことを思っていた。どうしても幼なじみじゃだめなのかと、子供の駄々っ子のように、頭の中の岳に問いかけている。

　しばらくして、腹の虫が鳴り始めた。

（どんなに悩んでいても腹は減る……）

　時計を見ると、もう夕食時だった。今夜はひとりだ。ため息をつきながら自室を出て、キッチンへと向かう。冷蔵庫を開ければ、食べられるものはいくつもあったけれど、食べたいものが見当たらない。そうこうしているうちに、棚をあさっていたら、パンケーキミックスの粉を見つけた。

　最近はいつも岳に作ってもらっていたから、自分で焼くのは久しぶりだった。俺が岳に作り方を教えてやったパンケーキが、いつの間にか岳の得意料理になって、岳に作ってもらうことが当たり前になっていたのだ。

　小学生の頃、親がいない時はよく岳のために焼いてやった。

　そんな遠い昔の日のこと。

『俺もパンケーキの焼き方覚えたい。旭にめちゃくちゃおいしいパンケーキ焼いてあげてぇから。教えて、旭』

『え？　別にわざわざいいよ。俺がずっと焼いてやるし』

『だめだって。やってもらうだけじゃなくて、俺が旭に作ってやりたいんだって』

　岳のきれいな瞳にじっと見つめられ、まんざらでもなかった俺は、すぐに焼き方を教えた。俺の言うとおりに素直に従う岳を見ていると、かわいくてかわいくてしょうがなくなってしまう。

　自分には兄弟がいないし、俺が兄貴風を吹かせられる相手は、この世にたったひとり、岳しかいない。

『卵と牛乳を先に混ぜてから、粉を入れんだよ。粉を混ぜすぎると膨らまねぇから』

　得意げになって岳に教えていたあの時の自分を思い出し、ふっと鼻で笑う。

　初めて岳が焼いたパンケーキはちょっと焦げて、形も崩れていた。だけど、すごくおいしかった。

『うまい、やっぱ岳はすげぇよ！』と褒めてやると、『俺の実力はこんなもんじゃねぇから。次はもっと旭においしいの食べさす』とすごく悔しがっていたっけ。

　俺はそんな岳がやけにかわいく見えて、『向上心の塊じゃん。えらすぎ』と褒めまくっていた。

『俺は旭のためにしか作らない。だから旭も俺以外のパンケーキ食べないで』

　あの時、『独占契約かよ！』と爆笑していたけれど、もしかしたら岳は冗談ではなく、本気でそんなことを思っていたのかもしれない。

（……んなわけないか）

　遠い昔の思い出に浸ってしまったのは、弱っている証拠だ。

「やっべ、作りすぎた」

　無心で取り組んでいたら、ひとりで食べるには多すぎる量ができあがっていた。岳とふたりでいる習慣が染みついていて、思わず岳の分も作ってしまったらしい。

（別に冷凍できるもんねー……）

　心の中で言い訳をつぶやき、パンケーキを三枚だけ皿に載せ、上からメープルシロップをたっぷりかけた。

　途端に甘い香りが立ち込める。ひとりきりのダイニングテーブルで、温かなパンケーキを頬張った。

「ああ、うめー。ほら見ろ、岳。お前がいなくたって、パンケーキはうまいに決まってる」

　誰に言うでもなく、そうつぶやき、一瞬でぜんぶ平らげた。

「冷めたら、冷凍しねぇとな……」

　キッチンにある膨大な量のパンケーキを見つめ、頬杖をついてひとりごちる。ひとりきりの家はしんとしていて、ちょっとしたひとりごともよく響いた。

　体が重い。もう何もしたくない。

　そんな時、スマホの着信が鳴った。一瞬ドキリとして液晶画面を見ると、『コータ』と表示されている。何を期待していたのか、小さくため息をついてから電話に出た。

「……もしもし？　どした、コータ」

『旭さー、今何してるー？』

「何って……パンケーキ食い終わったとこ」

　スガも一緒にいるのだろうか。誰かわからないけれど、時折、男の人の声が、かすかに漏れ聞こえてくる。

『じゃあ、自撮り送ってー』

「え、なんで？」

『待ってるから、よろしくー！　そんじゃ、またな、旭！』

　最近、自撮りを送るのが流行っているのだろうか。スガからもよく催促されていた。まぁいいか、と考えるのをやめ、言われたとおり空になった皿と一緒に自撮りを撮って、コータのラインに送った。

『サンキュー』と文字が書かれた猫のスタンプがすぐに送られてきて、それ以来スマホはうんともすんとも言わなくなった。

　また静かになってしまった空間で机に突っ伏し、目を閉じる。

　いつもそばにいた岳がいない空間は、すべてが色を失ったみたいにさびしかった。










　体育祭前日の教室は、慌ただしい空気に包まれていた。机が端に寄せられ、横幅が二メートルの大きな白い布が、それぞれ三つのグループになって広がっている。

「旭ー、こっちの横断幕の文字、どうする？」

「そりゃあ、俺らは『二年三組　最強伝説』だろ」

「そうしよ。うちらもだんだん愛着わいてきたわ」

　けらけらと笑う美鈴たちの声が教室に響く中、俺は岳の様子が気になって隙をみては盗み見ていた。頭ふたつ分でかい岳は、女子たちに囲まれながら、筆を持つ手を丁寧に動かしている。

　以前だったら、岳のところにさっさと行って『岳、俺も混ぜてよ』と抱きつきながら首を突っ込んでいただろう。今は気軽に近づくこともできず、ただその存在を意識するだけだ。

「旭、もしかして岳くんとケンカした……？」

　美鈴がこそこそと耳元でささやいてきて、心臓が止まるかと思った。隣にいたクラスの女子も、小さな声で尋ねてくる。

「最近ふたりが一緒にいないから、……どうしても気になっちゃって」

「ああ……そっか」

　彼女たちは真剣に心配してくれているようだ。実は岳との仲を心配されるのは、これが初めてじゃなかった。

　ほかの女子からも、男子からも、副委員長も、あのお調子者で空気を読まない木村でさえも「岳となんかあった……？」と気まずそうに聞いてくる始末だ。

　しかもそれだけではなく、ここ数日、彼らはなぜか俺にカイロをくれるのだ。「旭、寒がりだったよな？」そんな言葉とともに。

　優しいクラスメイトたちの気持ちは嬉しいけれど、ちょっと申し訳なくなってくる。

「……ごめん。明日、体育祭だっていうのに変な心配かけちゃって」

「もう、謝んないでよ～～！　いいんだって！　旭にはいっつもお世話になってるし！　もっと迷惑かけてほしいくらいなんだからさぁ！」

「そうだよ！　うちらがやれることあったら言ってね!?　本気だからね!?」

「うん、ありがとな……」

　最悪だ、クラスメイトにこんなに気をつかわせて。申し訳ない気持ちで、胃がキリキリと締め上げられていく感覚がする。

「これじゃ文字細くない？　もうちょい太くしたほうがいいかな？」

　隣のグループから聞こえてきた声に、

「じゃあ俺がもらってくるよ。先にほかのやつ進めてて」

　できるだけ明るく返事をして、教室を出た。

　放課後の廊下は、教室の暖房が届かず、寒気に満ちている。窓の外では早くも街灯が灯り始め、その明かりに照らされた木々の枝が、冬の風に揺れていた。

（なんかしんどいな……）

　みんなに心配をかけていることもそうだけれど、岳と一緒にいられないことがあまりにもしんどい。

　岳が女子でも男子でも、誰かと親しげに話していると、「俺だって前はああだったのに」と嫉妬してしまっていた。こんなざらついた気持ち、今まで感じたことがない。パズルのピースみたいに岳の存在は心にハマっていたのに、今はぽっかりと穴が空いているみたいだった。

　岳がいないとこんなにも寒さが身に染みるけれど、今は耐えるしかない。

（答えなんて簡単に出せねぇよ……）

　背中を丸め、ひとり廊下を歩いていたその時、

「春野！　うちも行く！」

　南出がパタパタとスカートを揺らしながら駆け寄ってきた。

「おー、南出、一緒に行ってくれんの？　サンキュー」

「うん。聞きたいこともあったし」

「聞きたいこと？」

「そう。その前にこれあげる」

　南出が「はい」と何かを差し出してくる。手渡されたのは、すでに温かくなった使い捨てカイロだった。

「え、何？　……最近、みんなが謎にカイロくれんだけど」

　どうしてなのか、本当に不思議だ。

「……えーと、ほら、あれだよ。春野はさ、寒がりだからさ」

　いつの間にか周知の事実となっていたらしい。みんなからもらうカイロは嬉しいけれど、どうしても岳を思い出してしまい、胸がぎゅっとなる。

「もらっていいの？　南出は寒くない？」

「うちは大丈夫。いいからもらって！」

「優しいな、南出。ほんとありがと……」

　人の優しさがいつもよりも心に沁みる。南出は少し迷ったような仕草をしたあと、意を決したように俺を見据えた。

「聞きたいことなんだけど……幼なじみーズ、ほんとに解散しちゃったの？」

　南出の言葉に、ふっと足が止まる。

「俺ら、みんなに心配かけすぎだわ。今日、十回は聞かれた、それ系の質問」

「十回も!?　それはやばいね。あーごめん、なんかみんなから質問されて困ってる春野を想像したら、めっちゃ笑える。たぶんみんなさ、冬坂に聞くより、春野のほうが聞きやすいんだろうね。私もそうだし」

　南出の屈託ない笑い声に、心が救われるような思いがした。笑いすぎて涙目になった南出は、目尻をセーターの袖で拭いながら言う。

「それだけ、ふたりが一緒にいるとこ、みんな大好きだったんだよ。だから、解散しちゃったらすごくさびしい」

　柔らかな南出の笑顔が、心臓の奥をぎゅっとさせた。

「解散したのか、俺もわかんねーや……」

　今はまだ苦笑いしか返せない。

「……そっか」

「そっちは？　スガとはどう？」

「こっちもわかんねーやって感じ。でも……明日、告白するよ。振られたら、春野に慰めてもらうつもりだから、よろしく」

「おっけ、まかせろ」

　しばらく笑ってから、真剣に言葉を返した。

「でも、大丈夫だよ。南出なら、きっとうまくいく」

「うん、ありがとう」

　前を向いて歩く南出は、すごくきれいだと思った。恋をして、迷いながらもまっすぐに進む勇気ある彼女の姿はあまりにもまぶしい。

「春野も悩みごとがあったら、私に言うんだよ？」

「そんなに俺、悩んでるように見える？」

「……うーん、なんていうか。本当に言いたい言葉を我慢してるみたいに見える」

　的を射た南出の言葉に、すべてを吐き出したくなってしまった。

「南出さ、俺の話、聞いてくれる？」










　ひとけのない非常階段で南出と並んで座り、俺はぽつりぽつりとしゃべり始めた。

「岳の母親の……奈津子おばちゃんが亡くなる前に約束したんだ、俺。岳のそばにずっといるって」

　おばちゃんは重い病気で、市内の病院に入院していた。もしかしたら、自分の死期が迫っていることを知っていたのかもしれない。岳とふたりで見舞いに行ったその日。おばちゃんは岳にジュースを買ってくるように頼んでから、ふたりきりの病室で俺の手を取って言った。

『旭ちゃん、岳をよろしくね。ずっと仲良しでいてね。あの子、旭ちゃんが大好きだから』

　おばちゃんは笑顔だったけれど、その手は少しだけ震えてるみたいだった。

『な、なんでそんなこと言うんだよ……』

　約束したら、おばちゃんがどこかにいなくなってしまいそうで嫌だった。ふるふると首を横に振る俺を見て、おばちゃんは岳によく似た目を細める。

『おばちゃんね、人を見る目だけは一流なの。旭ちゃんが岳のそばにいてくれたら、おばちゃん本当に嬉しい』

　今考えると、どれだけ悔しかっただろうと思う。幼い息子を残して逝くなんて、子供がいない俺ですら想像すると胸が引き裂かれそうなほど辛い。

『わ、わかったよ……まかせて、おばちゃん。俺、あいつの隣に、ずっと、ずっといるから。あいつになんて言われても、離れねぇから！』

『ありがとね、旭ちゃん』

　くすくすと笑ったおばちゃんの目に、うっすらと涙が浮かんでいるのが見えた。

　まだガキだった俺には、おばちゃんの手を強く握り返すことだけで精一杯だった。

　どうしたら、おばちゃんの心の痛みを取り除いてあげられたのか、今になってもわからない。

「この前、岳に告白されたんだけど……俺は、岳とは『ずっと仲良し』でいたいんだよね。もしも岳と付き合って、別れたらどうなる？」

　それは、おばちゃんとの約束を破ることと同じだ。恋人になってしまえば、二度と『ずっと仲良しの幼なじみ』ではいられない。別れたら即ゲームオーバー。岳の好意を見せつけられるたび、心のどこかでそう考えていた。

「今、岳と離れて、……すげぇ身に染みてる。俺はあいつがいないとだめなんだよ。これから先、自分の人生に岳がいないなんて、ぜったい考えられない。だから……だから俺は……これからも幼なじみでいたいって……」

　これ以上言葉を続けたら泣いてしまいそうだった。目尻ににじんだ涙を制服の袖で慌てて拭い、「ごめん」と南出に言う。

　気づけば岳の話ばかりしていた。窓の外では空が茜あかね色に染まり、切なさを帯びていく。俺のそばで黙って話を聞いてくれていた南出が、すっと口を開いた。

「春野って、冬坂のことめっちゃ好きじゃん！」

　心の奥深くに隠していた本当の気持ちを、優しく照らし出すような南出の言葉だった。

　ぐっと息を呑のむ。心臓が、まるで初めて鼓動を刻むみたいに激しく脈打っている。

「そう……かも。めっちゃ好きかも……しんない」

「なんか、もっと春野って器用な人かと思ってた。でも、違うね。なんでもできるし、すごく頼りがいがあってモテるけど、冬坂のことだけは不器用で慎重になっちゃって、ちょっとおばかさんかも」

「おばかさんか……ははっ、違いねぇわ」

　言い当てられて、力なく笑う。

「答えは出してあげられないけど……。でも、応援してるよ、春野」

　南出は多くは語らず、そう言ってグーの形にした手を差し出してきた。それだけで彼女の気持ちを察する。

「俺も、応援してるよ、南出」

　グータッチして、「うわ、青春漫画みたい」と互いに茶化して笑った。

　それから職員室で筆を借りて、南出に渡した。

「ごめん、先行ってて。ちょっと頭冷やしてから行くわ」

　赤い目で教室に戻るわけにはいかない。南出は小さくうなずいて、教室へと向かっていった。かと思うと、くるりと向きを変え、俺のほうに走ってくる。

「ん？　南出、どした？」

「やっぱり、言う！」

「……な、何を？」

「それ！」

　南出は俺が手に持っていたカイロをまっすぐに指差す。

「それ、冬坂から！」

「え……？　えっ!?　これ!?」

　俺はカイロを二度見してしまった。

「実はさっき、春野を追いかけようとした時に、『旭に渡して』って頼まれたの。『旭は寒がりだから』って」

「も、もしかして、みんなが俺にくれるカイロって……」

「冬坂だよ」

「……なんだよ、岳のやつ」

　また涙が込み上げそうになり、奥歯を噛みしめる。

「カイロのこと、ほんとは冬坂から言うなって釘くぎを刺されてたんだけど、でも、私が伝えたいから伝えるね」

　手の中にあるカイロは温かく、どうしようもなく胸が騒いだ。

　今度こそ教室に走っていった南出を見送り、ひとり壁にもたれて立っていた。空っぽの廊下に、自分の吐息だけが消えていく。

　カイロをぎゅっと握って、岳のことを思った。

（こんなのずりぃよ……）

　今すぐ岳のもとへ駆け寄って、あいつを抱きしめてやりたかった。

（俺……岳が好きなんだ……）

　好きだ。あの声も、顔も、体も、岳の優しさも、ずるさも、賢さも、弱さも、ぜんぶ。ぜんぶ、大好きだ。

　ようやく自分の気持ちを認められたけれど、岳の気持ちを簡単に受け入れるわけにはいかなかった。だって、約束したんだ、俺は──。

（おばちゃん、ごめん……どうすればいいかわかんねぇよ）

　事態は最悪な方向に進んでしまった。幼なじみですらなくなってしまった岳が、こんなにも遠く感じる。

　教室の窓越しに、岳の笑顔が小さく見えた。ずるずるとその場に座り込み、カイロを握ってひとりつぶやく。

「なぁ、さみーよ、岳。あっためてよ」











７　本当の気持ちを聞かせてやる









　体育祭当日は、嘘かと思うくらい晴れた。真っ青な冬の空が、体育館の天窓から覗いている。

　体育館の二階席は普段は使われていない場所だけれど、今日はその応援席にたくさんの生徒たちが座っていた。

　手すりに肘ひじをついて、下を覗き込む。体育館全体を見渡せる特等席から、岳の姿を追っていた。

　岳がバスケットゴールにシュートを決めると、応援席の女子たちが色めき立つ。「かっこいい～！」という声を気にもせず、岳はＴシャツの裾で汗を拭っていた。

　鍛えられた腹筋が覗くと、ますます女子たちの黄色い声が体育館に木霊こだまする。その光景を見ながら、胸の奥がチクリと痛んだ。

「岳ー、ナイッシュー！」

　コータが手すりから身を乗り出して叫ぶ。その声に岳が顔を上げ、こちらに軽く手を振った。黒のＴシャツに着替えた岳の姿は、やけに大人びて見える。（背中には『二年三組　最強伝説』の文字があるのだけれど……）

「お前ら、今日の二人三脚大丈夫なの？」

　錆びた手すりに背中を預けながら、スガが心配そうに尋ねてきた。

「……わかんねぇ。もうやだ、俺タクシー呼んで帰っていい？」

「二人三脚どうすんだよ」

「コータとスガが、俺らの間に入ればいいんじゃね？　おっけ、四人五脚しよ、これで解決だわ」

「……現実逃避すんな。めちゃくちゃ旭らしくねーな。重症じゃん、お前」

　岳が隣にいないと、こんなにも心細い。何もやる気が起きない。

（コータの言うとおり、もう……重症かも……）

　これが恋の病だというのなら、正直自分の気持ちに気づきたくなかった。ましてや、ずっと一緒にいた幼なじみなんかを相手に。

　長いこと岳の様子を盗み見ていたけれど、手すりの冷たさに体温を奪われ、だんだんと寒くなってきた。

「なぁ、寒いよー、コータ。あっためてよー」

　コータに抱きつくと、まるでホラー映画で逃げ惑う被害者みたいに、大おお袈げ裟さに嫌がり始めた。俺の肩を掴んで、必死に引き離そうとしている。

「や、やめろって、旭！　俺はまだ死にたくない！」

「なんだよ、死ぬって。いいじゃん、あっためろよー」

「あいつのヤキモチは尋常じゃねぇんだから！」

「あいつって誰だよー。あ、彼女？」

「いや、ちげーし！」

「もう、いいからぎゅっとしてくれよ、コータぁ……。さびしいだろ、コータぁ」

　コータは「あとで殺される」「もう俺には彼女がいる」「遺書を書いておけばよかった」とかぶつぶつ言いながら、ようやく俺を抱きしめてくれた。あったかいけれど、岳とは違う。コータも岳と同じくらい体格がいいのに、なぜか岳のほうが何倍もあったかく感じる。

「次、スガ……」

「え、やだ……俺も順番に入れないで……」

　そう言いつつも俺が泣きマネをしてすがると、スガも結局は俺を抱きしめてくれた。二階席の隅っこで、スガに抱きしめられながら試合を見る。

「……これ、ふたりとも殺されるぞ、コータ」

「だよな……」

　スガとコータが交換する目配せには、なぜか深い諦めが宿っていた。

「だから、誰にだよ」

「バブちゃんはいいから……」

「……どうせ俺は恋愛バブちゃんだよ。……初彼女にも、幼なじみにも逃げられる男だよ」

「旭らしくねぇから、……卑下すんなって」

　慰めるようにぽんぽんとスガに背中を叩かれて、岳の存在が余計に恋しくなる。他人に触れられれば触れられるほど、岳じゃなきゃ嫌だと思ってしまう自分が憎たらしい。

「岳ー、なんで幼なじみやめるなんて言うんだよ……。あっためろよー、岳のばかー……」

　何回言ったって、今の状況は変わらない。

「ほんとに見てらんねぇな！　とにかくふたりで話し合えって！」

　スガがこんなに熱くなるのはめずらしい。それだけ俺たちのことを思ってくれているのはわかっているけれど──。

「……無理」

　だってそうしたら、岳への気持ちがあふれてしまう。手すりに顔を伏せ、どうやったら八方ふさがりな状態から抜け出せるのかずっと考えている。

「冬坂先輩、がんばってー！」

　隣にいる一年の女子たちが、声を上げていた。

　ふと岳を見ると、何か言いたげな様子で、こちらに熱いまなざしを向けていた。

　身動きがとれない。目が離せない。たくさんの生徒が入り交じる中、岳だけが特別で、岳だけがピカピカと光り輝いている。










　バスケットの試合中、俺はずっと岳の姿を目で追っていた。結果は圧倒的な二年三組の勝利で、岳はすぐにほかのクラスの女子生徒たちに囲まれてしまう。

（ほんの少し前までは、あそこにいられたのに……）

　嫉妬心を抱えているのが辛くて、スガとコータを残し、「ちょっとだけサボらして」とひとり体育館から抜け出す。

　ふぁ、とあくびが漏れた。ほんの少しだけのつもりで、誰もいない非常階段の壁にもたれて目を閉じる。岳と一緒に寝なくなってから、睡眠時間が如にょ実じつに少なくなってしまった。

（岳がいないと眠れないなんて、ほんとにバブちゃんかよ、俺は……）

　だんだんとまぶたが重くなる。いったいどれだけまどろんでいたのか、突然、叫び声が聞こえて、ぱっと目を開けた。

「大変！　旭！　ちょっと、寝てる場合じゃないって！」

「は？　え……どした？　に、二人三脚までまだ時間あるよな……？」

　美鈴が怖い顔をして、寝ぼけている俺の肩を揺さぶってくる。

「岳くんが……！」

「……え、岳が？」

　ぞくりと背筋が寒くなる。

「女子生徒をかばって怪我したって……！」

　心臓が止まりそうになった。

（岳が怪我……？　そ、そんな、まさか）

「旭！」

　意識が遠のくような感覚の中、駆け寄ってきたスガとコータの姿が目に入る。

「体育館に掲げてた看板が倒れてきて、岳がその子の身代わりに看板に当たったんだって！」

「嘘だろ……」

「……いや、ほんと。大変な状況になってる」

　スガの声が震えている。俺から目を逸らすような仕草に違和感を抱く間もなく、

「マジでやばい状況かも」

　と、コータが続けた。

　ほかのクラスメイトたちも次々と駆け寄ってくる。

「旭、はやく保健室行って！」

　クラスの女子が泣きそうな顔で訴えてきた。それに続き、木村も俺の顔を覗き込んでくる。

「そうだよ、は、春野！　ふ、ふっ、冬坂、だらだら血流して、うめきながら保健室に──」

「え……それってもう保健室ってレベルじゃないんじゃ……」

　青ざめながら木村の言葉に俺が疑問を呈すると、隣にいた副委員長が思い切り木村の頭を叩いた。

「……は？」

　一瞬、シリアスな空気が途切れる。「いってぇ」と頭を抱える木村を一瞥した南出が、一歩前に出て言った。

「冬坂、保健室で春野のこと待ってるよ！」

「そうだよ、会いに行ってあげて、旭！」

　みんなの声が重なり合う。ここ数日の間、クラスメイトたちは俺と岳の仲をとても心配していた。みんなの思いが、今この瞬間にあふれ出しているのかもしれない。

「ごめん、行ってくる！」

　突然の恐怖と焦りで、声が裏返る。足が勝手に動き出していた。ただ岳が無事でありますようにと祈りながら走り出す。

　クラスメイトたちの「がんばれ、旭！」という声が廊下に響いていた。




　全速力で走って保健室に辿り着いた時には、息が上がり切っていた。

「がっ、岳は!?」

　肩で息をしながら勢いよく扉を開けると、白いベッドに腰掛けた岳がちょうど治療されている最中だった。

「……旭？」

　岳が驚いたように目を見開く。

　心臓が早鐘を打つ。木村は血だらけと言っていたけれど、そこまで悪くはないのかもしれない。岳の姿を見た瞬間、安堵と不安が入り交じった感情が胸を締め付けた。

「が、岳、怪我は……！」

「怪我……？　あ、ああ……これ、だけど？」

　岳が指差したのは、肘にできたほんの数ミリの小さな引っ掻かき傷だった。たいした怪我でないことは、誰が見ても明らかだ。

「……へ？　お前、女の子かばって大怪我したって……」

「たしかにかばったけど。でも、ちょっと看板が当たっただけだから」

「はい、絆創膏はっとくわねー」

　養護教諭の先生が軽やかな声で言う。ぺたんと貼られた小さな絆創膏がひとつ。白いベッドの上で、岳は申し訳なさそうに目を伏せている。

「か、かすり傷じゃん……。舐なめときゃ治るじゃん……！」

「だから俺は、保健室行かなくていいって言ったのに、あいつらがいいから行けってうるさくて……」

「お話中ごめんね。私はグラウンド行かないと。もう大丈夫よね？　冬坂くん」

　先生は笑顔で聞いてくる。

「はい、大丈夫です。ありがとうございます」

　淡々と岳が答えると、先生はパタパタと廊下に消えていった。

　俺がぽかんとして肩を上下させている間、ふたりの視線が絡み合う。そして、やっと気づいた。スガもコータも、ほかのクラスメイトたちも、みんなで仕組んでいたんだと。

「お、おかしいと思ったんだよ、……特に木村が！」

　俺が頭を抱えると、岳があっけらかんとして言う。

「やられたみたいだな、俺ら」

「そんな冷静に……」

　みんなに騙だまされたことへの怒りよりも先に、岳が無事だったことに力が抜けてしまった。

「よかった……なんだ、……すげぇよかった……」

　俺が膝から崩れ落ちそうになると、「大丈夫かよ」ととっさに岳が両手で支えてくれる。そのままベッドに誘導され、されるがままに腰を下ろした。

「お前に……怪我がなくてよかった……。みんな、すげぇ脅すから、なんかお前がやばいことになったんじゃないかって……ほんとに不安で……。よかった……よかった……」

　岳にすがりついて、心からそうつぶやく俺に、岳はまっすぐな瞳で告げた。

「あのさ、今言うことじゃないかもしんねぇけど……」

「……え？」

「旭、気づいてる？　今、俺のことすげぇ好きって顔してるよ」

「……っ！」

　かぁっと頬が熱くなる。

　じわじわと涙が込み上げ、もう無理だと悟った。

　ふたりきりの保健室に、心臓の音が響いてしまいそうだ。どうやったって隠せない。こんなにも大きくなってしまった岳への気持ちを。

「そうだよ、好きだよ……！　つうか、お前が怪我したって聞いて、こっちは心臓が止まるかと思ったんだからな！　……マジでふざけんなよ、岳！」

　岳の表情が凍りつく。石化の呪文でもかけられたみたいに、あまりにずっと固まっているから、頭を強く打ってしまったのではないかと心配になった。

「ちょ、岳？　えっ、大丈夫!?　ほんとはやっぱ怪我してるんじゃ……!?」

　心配になって顔と体をベタベタと触って確認していると、岳が右手をあげて眉根を寄せる。

「待って、旭。今、めちゃくちゃ大事なとこ、するっと流れた」

「……何」

「俺のこと……ほんとに好き？」

　すがるような、祈るような、岳の声。長い沈黙のあと、観念してぽつりとつぶやいた。

「好き……。俺、岳が好きだよ」

　ようやく本当の気持ちを口にした途端、体がすうっと軽くなる。でもその分、今度はすぐに胸が痛くなって、その場でうずくまった。

「ああ～～～～、もう～～～～」

「お、おい、旭……」

「言っちゃったし……！　こんなんおばちゃんに顔向けできねぇよ！」

「なんで……俺の母親……」

「約束してたんだよ、おばちゃんと！　最後の……見舞いに行った時……」

　ずっと心の中に閉じ込めていたおばちゃんとの約束のことを、俺はとつとつと話した。

　──岳をよろしくね。ずっと仲良しでいてね。

（おばちゃん……ほんとにごめん……）

　どんなに謝っても許してもらえないかもしれない。

「お前とそういう関係になっちゃったら、別れるかもしんねぇじゃん。岳が俺の前からいなくなっちゃうなんて……やだよ、そんなの」

　友情から恋愛に変わっただけで、どうしてこんなにも脆もろく感じてしまうのだろう。気づけば頬を伝う涙が止まらなくなっていた。白いシーツを握りしめる手が震える。

「知らなかった……。母さんとそんな約束してたんだな」

　岳が驚いたようにつぶやいた声が、静かな保健室に響く。窓の外からは、かすかに体育祭の歓声が聞こえていた。

「……旭は俺の母親と約束してたから、今まで俺のそばにいた？」

「ち、違う！　約束は大事だったけど……俺がお前と一緒にいたかったから！」

「だよな。ちゃんとわかってるよ、旭」

　岳の優しい指先が、そっと俺の頬を撫でる。

「旭が泣くとこ初めて見た」

「……お、お前に泣かされてんだけど」

「うん、ごめんな。でも、旭は泣かないって、思ってたから」

「……泣くわ。おばちゃんが亡くなった時だってすげぇ泣いたし」

「そんな仕草ひとつも見せなかっただろ」

「泣いたよ、ひとりの時は。お前が一番泣きてぇのに、俺が泣けるわけないじゃん。お前の前ではぜったいに笑っていたかったんだよ」

　岳が俺の手を握った。その温もりが、まるで全身に広がっていくみたいだ。カイロもいいけど、やっぱりこの温もりが一番いい。

「……なんだよ、それ。この期ごに及んで、もっと俺を惚れさせんなよ、旭」

　悪態をつく岳に、愛しい思いがあふれ、手を強く握り返した。

（こいつが好きだ、どうしようもなく。でも──）

「……お前との関係を変えんの……やっぱ怖ぇよ」

　気づいてしまった。散々おばちゃんとの約束のせいにしていたけれど、本当は俺自身が一歩踏み出すのが怖かっただけだったと。

「大丈夫だよ、旭」

　涙声で告げる俺に、岳は大人びた表情で笑った。窓から差し込む冬の光が、岳の表情をより柔らかく照らしている。

「俺の『元幼なじみ』の話なんだけどさ、そいつ普段は明るくてなんでもできちゃうタイプなのに、俺のことだけすげぇ怖がりになんの、今回初めて知った」

　ぴりっと眉根が上がった。

「……ぶっ飛ばす」

　岳は俺の怒りを物ともせず、愛おしそうな瞳で続ける。

「俺にだけそうなるのがすげぇかわいくて、ずっとたまんなかった。でも、いつもどおりにしたら『幼なじみ卒業大作戦』が水の泡だし、マジで抱きしめてやりたくて、ずっと我慢してた」

「……は」

　岳の言葉に全身から力が抜ける。

「旭には悪いけど、徐々に追い詰めていく戦略が功を奏したわ。俺が急に好きだって告白しても、ただの冗談にされるだけだったろ？」

　意地悪な笑顔で微笑まれ、目を見開いた。つまり俺は最初から岳の手のひらの上で、ころころと転がされていたわけだ。そう思ったら、押し込めていた数々の怒りがあふれるように沸いてきた。

「やっぱぶっ飛ばす！　こ、こっちはどんだけ悩んでると思ってんだよ！」

「旭だって、俺を何年もやきもきさせてんだろ」

　それに関しては、文句のひとつも言えないが。

「俺はふたりで離れない努力をすればいいと思うし、俺の母親も天国でそう言ってるよ、旭」

　はっとして息を呑む。

「……お、おばちゃんのこと持ち出すのはずるいだろ」

「だって、どうやってもほしいから、お前が」

　岳の言葉に、ぐっと言葉を失った。

「死ぬまで、お前のこと諦める気ないよ、俺」

　真剣な瞳に射抜かれる。俺の前でだけ見せるその必死な表情に、胸が熱くなった。

「約束する。俺が恋人でよかったって思ってもらえるように、楽しいことたくさん見つけてやるから。だからこっちおいで、旭。一緒に生きていこう」

　どこかで聞いたセリフ。思い出したのは遠い昔の自分だ。

「……俺のセリフ引用すんな」

「俺が救われたセリフだから、ここぞの時に取っておいたんだって。こっちとしては、褒めてほしいんだけど」

　にやりと笑った岳に釣られ、結局、俺も笑ってしまった。

「好きだよ、旭」

「……俺も、好き」

「お願い、もう一回言って」

　切羽詰まった声で岳が言う。

「好きだよ、岳」

「もう一回」

「……お前が好き」

「もう一回」

「お前、何回言わす気だよ！」

「だってさ、俺が何年この時を待ってたと思ってんだよ……」

　岳はそれだけ一途に俺のことを思ってくれていた。

「……好きだよ、岳。お前が一番好き、どうしようもないくらい大好き」

　もうこの気持ちは隠さない。何度でもお前に伝えてやる。

「やっば……めちゃくちゃ嬉しくて、死にそう」

　昔から知っているはずの表情なのに、新鮮で愛おしくて、岳のことがかわいくてしょうがなくなってしまう。

「やばいのはこっちなんだけど……。なんか……お前に、キ、キスしたい……かも……」

　自分の気持ちに歯止めが効かず、正直にたぎる欲望を吐露してしまった。

「……は？」

　岳は自分の心臓をＴシャツの上から強く押さえると、「お前、かわいすぎない？」と怖いくらいの真顔でつぶやく。

「キスしない理由がねぇだろ。俺も旭とキスしたい」

　じりじりと岳が距離を詰めてきた。

「……ど、どうすんの!?　このままだと、俺らの初キス保健室になんだけど!?」

「いいじゃん、エロくて最高」

　岳の笑顔はまぶしいほどきれいで、色っぽくて、息ができない。

　岳は立ち上がって、ゆっくりと白いカーテンを引いた。

「誰も見てないから、しよう、旭」

　密室になった途端、ますます岳の色気にやられてしまい、「ちょっといったん落ち着こ……」と怖じ気づいてしまう。

「が、岳……？　こっちはさっき……ようやく気持ちを認めたばっかりなんだからな？」

「大丈夫、旭はできる子だから」

　いつも俺が岳に言っているセリフを使われ、赤い頬をしながらむっと口を閉ざす。ベッドに後ずさる俺を、岳は優しく見つめてきた。でも、その瞳の奥には隠しきれない欲望がたぎっているのを知っている。

　岳の唇が、俺の耳たぶを掠めた。

「ま、待って」

「無理。もう十分待った」

　迷いのない岳の言葉に、心臓が跳ね上がる。岳は俺の耳にキスをすると、今度はゆっくりと俺に顔を近づけてきた。逃げ場はない。俺は観念して静かに目を閉じた。

　唇と唇が重なる、初めてのキス。柔らかな唇の感触に、まるで全身が震えるほどの興奮を覚える。幼なじみの岳とこんなことになるなんて……。かすかな背徳感のような甘い痛みに満たされ、頭が真っ白になる。

「好き……旭、すげぇ好き」

　ベッドに押し倒され、何度も何度もキスをされた。首筋を甘く吸われ、「ん」と出したこともない声が漏れる。

「がくっ、だめだって、……ここ、がっこ……」

「わかってる、でももうちょっとだけ」

（お前がそんなんだと、俺だって……、制御できなくなる……）

　鼓動が重なり合うほどの距離で、ふたつの呼吸が乱れていく。
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（岳のキス、気持ちいい……）

　互いに戻れないところまで到達しそうになった時、まるでタイミングを見計らっていたかのように校内放送が鳴り響いた。

『幼なじみの旭くーん、岳くーん、仲直りできましたかー？　二人三脚が始まります。至急グラウンドまで来てくださーい』

　上気した頬で、岳と顔を見合わせる。あの声は……。

「「コータだ」」

　ふたりの声が重なり、けらけらと笑い合った。

「雑な呼び出しだな、コータのやつ」

「岳、あいつらにちゃんと言わないと、散々心配かけたし」

「そうだな」

　立ち上がった岳のＴシャツの裾を掴む。まだ離れたくない気持ちが、指先に集まる。

「待って、岳。お前にお願いがある……」

「何？　今なら旭の願い、なんでも叶えてあげられそうだわ」

「……みんなでいる時は幼なじみのままでいろよ。俺、幼なじみの岳も、恋人の岳もどっちもほしい」

　岳は少し考えたあと、おかしそうに肩を揺らして笑った。

「湯たんぽも恋人もほしいってこと？」

「情緒なく、端的にまとめると、そう」

「……いいよ、わかった」

　岳が柔らかく微笑む。窓の外では冬の風が木々を揺らし、体育祭の歓声が響いていた。

「で、ふたりっきりの時は？」

「ふ、ふたりっきりの時は……岳の好きにして、いいよ……」

「……は？　何その上目遣い。かわいすぎだろ」

　真顔で言う岳に「ばか」とつぶやき、俺も立ち上がった。閉めたカーテンも、乱してしまったベッドのシーツも元に戻してから、扉に手をかけた瞬間。

　後ろから強い力で抱きしめられた。岳の体温が、Ｔシャツ越しに背中に伝わってくる。

「が、岳……？」

「俺からも旭にお願い。俺以外のやつに、ぜったい体許すなよ」

「……か、体許すって……俺は別にお前以外、誰にも……」

　岳はまるで怒っているみたいに、きつく腕を回してくる。

「さっき、俺がバスケの試合中、スガとコータに抱きしめられてただろ」

　まさか大親友のあいつらにまで嫉妬しているとは思わず、かわいさのあまり噴き出してしまった。

「……ふっ、はははっ！」

「笑う要素ゼロだから。俺は本気で言ってんの」

　岳が不機嫌そうに唇を尖らせる。その表情があまりにも愛しくて、思わず両手で岳の頬を包み込んだ。

「お前だけだよ。……俺はお前だけが好き」

　言葉と一緒に、軽く唇を重ねる。

（お前だけと、こうしていたいんだ……）

　見かけによらずむっつりスケベの岳が、俺の腰を引き寄せ、服の隙間から指先を滑り込ませてきた。

　腹をたどり、肋ろっ骨こつをたどり、やがて胸の先に到達する。

「ちょ、岳……！」

　甘い予感にぞくぞくするけれど、でも、これ以上はだめだ──。

「……岳、だめだって。つ、続きは……、あとで……」

　止まらなくなる前に、岳の胸を押しのけてなんとか距離を保つ。

　岳は自分の心臓をＴシャツの上から強く押さえたかと思うと、

「旭、やっぱかわいすぎ」

　また怖いくらいの真顔でつぶやいた。

　いったいこの俺のどこにかわいさを見出しているのかやっぱり理解できなくて、「わかんねー……」と間抜けな声が漏れる。

　まだまだお互いに恋愛初心者なのだ。とりあえず、今するべきことは。

「勝とうな、二人三脚」

　岳が当たり前だというように「もちろん」と笑う。

　保健室に漂う甘い空気を振り切り、俺と岳はグラウンドを目指して走り出した。











８　幼なじみーズ、大復活！









　冬空の下、寒さも吹き飛ばすほど体育祭は盛り上がり、最高潮を迎えていた。『二年三組　最強伝説』──そう書かれたおそろいのＴシャツを着て、スタートラインに立つと、自然と岳との呼吸が重なっていく。

「結んで、岳」

　笑って岳に紐ひもを渡した。

　岳はそれを受け取ると、俺の右足と岳の左足に赤い紐をしっかりと結ぶ。「ずいぶん頑丈な赤い糸だな」なんて冗談めかして。

「位置について、よーい！」

　ホイッスルの音とともに走り出した。右、左、右、左──。まるでひとつになるかのように、ふたりの息も心臓の鼓動も同期していくような不思議な感覚に包まれる。

　途中、二年三組のブースを通りすぎる時、みんなが俺たちを応援しているのが目に入った。

『しゅき』と書かれたうちわを持ったコータに「コータ、俺もしゅき！」と叫び、『ファンサちょうだい』と書かれたうちわを持つスガには、岳とふたりで指ハートを作った。

「お前ら余裕すぎ！　ぜってー負けんなよ！」とゲラゲラ笑うコータ。

「もちろん！」と俺。

『プロポーズして♡』と書かれたうちわは美鈴たちが持っていたけれど、岳は「プロポーズはだめだろ」と謎の理論で嫉妬するから、「お前の判断基準、むずくね？」と首をひねってしまった。

　少し先に行くと、南出が「がんばれー！　幼なじみーズ！」とひときわ大きな歓声を上げながら、両手のうちわをぶんぶん振り回している。

『幼なじみーズ大好き！』

　そう書かれたうちわを見て、ふたりで爆笑しながら走った。いつの間に作ったんだろう。

「旭──！　岳──！　行け───！」

　ほかのペアに大差をつけ、圧倒的な実力でゴールテープを切る。

「タイミングばっちりだった！　さすができる子！」

　興奮で声が弾む。ハイタッチした手を引かれ、その瞬間、岳の胸に倒れ込む。

　──ぎゃああああ！

　割れるような歓声……というか悲鳴がグラウンドに響き渡る。そのまま岳に強く抱きしめられ、俺は赤い顔をしながら、そろりと遠慮がちに岳を抱き返した。

　尊いとか、ふたりともかっこよすぎとか、女子たちから黄色い歓声が飛び交っている。そんなことを気にする余裕もなかった。岳の抱擁で高鳴っていくばかりの心臓をどうすることもできず、とりあえずぐりぐりと岳の首に頭をこすりつけた。岳は機嫌がいいらしく、くすぐったそうに笑っている。

「あのさ、岳……俺ら、すげぇ見られてるけど」

「知ってる」

「……これって幼なじみとして？　それとも恋人として？」

　小さくつぶやいた俺に、

「あ──、ギリ……幼なじみ」

　岳は言い訳めいた答えを吐き出した。










「みんな、見てた!?」

　体育祭も終盤。俺は人差し指を掲げ、一位になったアピールをしながらみんなのもとに帰った。「見てたよ、見てた！」「おめでとー！」と祝福の声が飛び交う中、南出が来て、嬉しそうに頬を緩めて笑う。

「幼なじみーズ、復活？」

「おかげさまで、大復活しました。な？　岳」

「応援、あざした」

　飄々として岳が礼を述べると、クラスメイトたちがうなずきながらこぞって拍手し始める。

「やっぱ、ふたりはこうでなきゃなぁ……！」

　みんなの陽気な声が、たくさん耳に届く。こうして無事に二人三脚を終えたのはいいけれど、まだひとつ、触れなければいけない大きな問題があった。

「ていうか、お前らさ、俺と岳のこと、がっつりハメただろ」

　俺の追及する声に、「雨降りそうかも……」と不自然に明後日の方向を向いたり、「それはねー？」と苦笑いしたり、「あ、俺バイトの時間だわ」とごまかしたり、みんなそれぞれ罪悪感がありそうな表情を浮かべている。

「言い出したやつ、誰？　あさひ先生、怒らないから、正直に言いなさい」

「はーい、俺とスガでーす」

　コータは悪びれることなく、陽キャ全開な様子で手を上げた。スガは悪かったと思っているらしく、「ほんとごめん」と脱力してしまうくらい素直に謝ってくる。前から思っていたけれど、ふたりの性格は真逆すぎる。

「てか、ハメたって言い方悪くねぇ？　岳の怪我はほんとだっただろ？　みんなも俺らの作戦に賛成だったし、なぁ？」

　苦笑いを浮かべながら、みんながうなずく。コータによると、岳が小さな怪我をした時、「これだ！」とコータが閃ひらめいたらしい。そこからスガがクラスメイトたちを集めて、俺と岳の仲直り作戦を決行したのだという。

（めちゃくちゃ団結力あるじゃん……）

「だってよぉ！　いっつもニコイチだった旭と岳がなんか急に距離できちゃってさぁ、こっちは心配になるだろ!?」と副委員長。

「茶化してやったんじゃなくて、仲直りしてほしいっていう本気の気持ちだったから」とスガ。

「怒んないでぇ、旭ぃ……」と美鈴。

　副委員長の後ろにちゃっかり隠れている木村も、「悪かったってぇ、旭も岳もー……」と続く。

　俺と岳はにやにやと見つめ合い、みんなのほうを向いた。

「全然、怒ってないよ。岳もそうだろ？」

「もちろん、まったく怒ってない」

「こんなこと改めて言うの恥ずいけど、みんなのおかげで、岳と仲直りできたから……。ほんとありがとな」

　俺が照れながら笑うと、みんなはほっとしたような表情を浮かべる。

「うわ～～、めっちゃビビったー……」

「仲直りできて、ほんとによかったねぇー、ふたりとも」

　問題がスピード解決した中、グラウンドでは、閉会式の準備が始まっていた。

「ゴールで抱き合ったとこ、なんか感動しちゃった！　ふたりのハグ、ばっちり激写したから画像あげるよ、旭も岳くんも！」

「……み、美鈴、サンキュー。き、気持ちだけもらっとくな？」

　岳と抱き合っているところを直視するのは、さすがに恥ずかしい。きっと岳もそうなはず……と思っていたのに、岳は素早くジャージのポケットからスマホを取り出し、「ほしい」と美鈴の前に立った。

「……おま」

「ロック画面にしたい。ぬるっと動くやつにできる？」

「できるよー！　ほかにも動かしたい画像ある？」

「これとか、どう？　旭の笑った顔と、怒ってる顔と、あと寝顔」

　美鈴はロック画面を設定するのに必死で、おかしな岳の発言に対して何も疑問を持たなかったようだ。その代わり、周りにいる数人が、「岳くん、旭のガチ勢すぎてウケる」と爆笑している。

　岳はみんなの突っ込みを物ともせず、美鈴に動くロック画面にしてもらって満足げだ。

（ていうか、岳……お前、俺の寝顔隠し撮りしてたのかよ……。めっちゃ好きじゃん、俺のこと……）

　怒りよりも、なんだかかわいいと思ってしまうのは、俺が岳に惚れてしまった証拠なのかもしれない。くすぐったい思いにかられていると、コータが肩に手を乗せて聞いてくる。

「なぁ、旭。誰が一番ドッキリ演技下手だった？」

「そりゃあ決まってますよねぇ……？」

　俺は笑顔でゆっくりと木村を指差した。

「えっ、俺!?」

「いや、自分でわかんだろ！」

　だよな～木村は演技力が足りねぇんだよな～と、木村はコータと副委員長に説教されていた。「すんませんした……」と反省している木村に、俺は「がんばったがんばった」と声をかけ、頭をくしゃくしゃと撫でる。

「旭ー、結局お前が一番優しいんだよー」

　木村が俺に抱きつこうと近づいた瞬間、岳が俺の手首を掴んできた。木村の足がぴたりと止まる。

　反対の手で大事そうにスマホをポケットにしまった岳が「そんなに木村ひどかったんだ」と耳打ちしてきたので、俺はいかに木村の演技が下手だったのか教えてやった。そうしてひそひそと話していると、美鈴が興味津々な様子で俺たちを交互に見つめてくる。

「前よりさらに仲良くなったね……ふたりとも」

「わかる。なんか……特に岳くんが、めっちゃ楽しそう」

　美鈴の言葉に、クラスの女子たちも続けて同意していた。南出も『幼なじみーズ大好き』といううちわを振りながら、「わかる～～」と相好を崩している。

「楽しいよ。特に保健室が最高だった」

　と岳。

「……保健室？」

　きょとんと女子三人が目を丸くする。岳があの時のキスのことを言っているんだと知ってるのは、俺ひとりだけだ。隣で岳がにやけているのを感じたけれど、目が合ったら顔が赤くなってしまいそうで、急いで話題を変える。

「さむっ！　なんか、急に寒くね？」

　汗をかいた肌に、冷たい冬の風が掠めていく。気合いを入れる意味でも、上はＴシャツ一枚だったからなおさら寒さが沁みた。

「旭、これ着れば？　俺の貸すよ」

「おー、スガ、ありが、と──」

　スガのジャージを受け取ろうとした瞬間、強い力で引き寄せられて体が傾いた。「う」と声を出す間もなく、気づけば俺は岳の腕の中にいた。

　一瞬で包み込まれる岳の体温と、耳元に届く呼吸音に、心臓が早鐘を打ち始める。状況を把握できていない俺の頭には、ハテナマークがたくさん浮かんでいた。

「スガ、大丈夫。旭のことは、俺があっためるから」

　唇が耳に触れる距離で、岳の低い声が聞こえた。「だろうね」と呆れて笑いを堪えるようなスガの顔と、目を大きく見開いているみんなの顔が見える。

　──ぎゃああああ！

　いつから見られていたのか、周りのクラスからまた悲鳴のような歓声が上がった。

「聞いたか、今の？　お前ら、そのうち死人出すぞ」

　コータの言葉に、岳が淡々と返す。

「申し訳ねぇけど、俺は旭以外どうでもいい」

　いつか聞いたことのある岳の言葉。クラスメイトたちも「でた！　旭ガチ勢！」と大爆笑だったけれど、俺は笑えなかった。岳のおかげ……というか、岳のせいでまた体が熱くなってくる。

「待って、旭が……顔、真っ赤！」

　美鈴に言われ、急いで顔を片手で覆う。

「うわ、ちゃんと旭に気持ちが伝わってんのやばいわ。めちゃくちゃ興奮すんだけど……」

　俺だけに聞こえる音量でそう言う岳の声が、耳元に響いていた。

（……おま、……ぶっ飛ばす）

「えっ、なんでっ!?　いつも涼しい顔していちゃいちゃしてたじゃん！」

「ふたりに何があったの？　聞かせてよー！」

　クラスメイトの好奇心旺盛な視線をどうすることもできない。

「それはまた今度ね……はは……」

　力ない笑顔を浮かべるだけで精一杯だ。

　男子たちはからかうように笑い、女子たちはうっとりと瞳を細めながら「幼なじみーズ……尊い」と声を揃そろえた。




　体育祭が終わったあと、盛り上がっている輪から少し離れて、こっそり南出に尋ねた。

「南出、スガに告った？」

　少し赤い顔で、「ううん」と南出は否定をして首を振った。

「……あ……もしかして、これから？」

「ううん、もう告白しない」

「え……!?　な、なんで!?」

　まるで自分のことのように心臓がドキドキしていた。グラウンドの向こうでは、スガが後輩たちと体育祭で使った道具の片付けを始めている。

　南出は遠くのスガを見てにっこりと笑い、ほんの少しだけ頬を赤らめた。

「まだスガにさっきのこと言っていいか聞いてないから、言えなーい！」

「お、おい、南出！」

　去っていく南出の屈託のない笑顔が、何よりの証拠だった。幸せそうな彼女の姿に、心底ほっとする。何があったのかはわからないけれど、きっとふたりはうまくいったのだろう。

　体育祭の興奮が嘘みたいに静まったグラウンドで、俺は小さく「南出、おめでとう」と笑った。










　その翌週の土曜日。

「お、雪だ」

　コータがカーテンを開けてつぶやいたので、一緒に並んで外の様子をうかがった。暖房の効いた部屋と外気の温度差で、窓ガラスは白く曇っている。指先で丸く曇りを拭うと、窓の向こうにひらひらと落ちてくる真っ白な雪が見えた。

「庭の木も白くなってんじゃん。さみーと思った」

　岳の家の庭に植えられた木々の枝に、まっさらな雪が積もり始めている。

「ほら、ふたりともいいから、始めんぞ」

　スガの言葉に、「はーい」と答えて、定位置である岳の足の間に座った。

「岳、あっためてくれる？」

「言われなくても、そのつもり」

　真面目な顔で言った岳に強く後ろから抱きしめられ、「サンキュー」と岳の胸に寄りかかる。温かな体温が背中に伝わってくる。雪の降る夜だというのに、岳の体温のおかげで暖房がいらないくらいだ。一度は失いかけたこの体温。前はほっとするだけだったけれど、今はそれ以上にときめきも、もっとくっついてたいという欲望も感じる。

（すげぇ好き、なんだよな……岳のことが）

　改めて感じる感情に悶もだえつつ、岳の腕の中にいられる幸せをこっそりと噛みしめた。

　岳の部屋には、今日も代わり映えのないメンバーが集まっている。テーブルの上にはお菓子の袋が何個も開けられ、炭酸ジュースのペットボトルが並んでいた。

「……なんかマジでよかったな、お前ら」

　何に感動しているのか、スガが聖母のような慈悲深いまなざしで俺たちを見据えてくる。

　にやにやと含み笑いをしているコータの態度からしても、もうすべてを察しているのだと思うけれど、俺と岳はまだ彼らにちゃんとした報告をしていなかった。

（やばい……今さらすぎて、めちゃくちゃ恥ずかしい）

　このままだと一生言えないような気がして、俺は岳の腕の中で小さくなりながらふたりに告げた。

「始める前に報告させて。あのさ、……付き合うことになった……こいつと」

「こいつって誰、旭」

　当の本人がなぜか耳元で意地悪なことを言う。俺は目を細めて、ガキのようないたずらっ子を睨みつけた。

「お前だよ、お前。……俺の幼なじみの冬坂岳くん」

　赤い顔で唇を尖らせた瞬間、岳がスウェットの裾からするりと手を差し入れてくる。

　隙間から入り込む冷気と、岳の熱い指先の感触と、腹を直接撫でられたという事実すべてに驚いて、「うぎゃっ」とばかみたいな声を出してしまった。

「おま、何!?　いきなり手を入れんのやめろって！」

「……あ、ごめん。あまりに旭がかわいくて無意識だった」

　なんて恐ろしいやつだ。

　付き合い始めてはや数日、岳のスキンシップはかなり多くなった。それこそ付き合う以前も多かったけれど、今の岳はそれ以上に俺の体に触れてくるのだ。

　この前なんか、いつものように岳を湯たんぽ代わりにして、MeTubeミーチューブでニャンニャンとわんわんが大集合しているかわいらしい動画を見てにやついていたら、急に耳をはむはむと噛まれていろんな意味で腰が砕けるかと思った。

　しかも場所は教室だ。現行犯逮捕された犯人は『動物を見て微笑んでいる旭がかわいすぎたので、俺に罪はない』としれっと供述していた。

　そんな俺たちのバカップルぶりも、コータたちは生暖かい目で見守ってくれている。

「よかったな、ふたりとも。特に岳」

「おう、ありがと」

「岳はめちゃくちゃ我慢してたよな……。今となっては笑い話だけど」

　ほんとだよ、と言いながら、岳が俺の後頭部に唇を寄せてきた。思うところが多々ある俺は、「ごめんて」とさらに身を縮ませて口を引き結ぶ。

「謝んなくていいって。その分褒めて、旭」

　甘えた声を出す岳に、

「えらかったな、岳。ほんとにお前はできる子だよ。よしよし」

　動物園の飼育員のごとく、丁寧に頭を撫でてやった。まんざらでもない顔をして、岳は妖よう艶えんに瞳を細める。俺はその顔にドキリとしたあと、ふと我に返った。

「待って!?　なんかおかしくね!?　俺も岳にけっこう振り回されたけど!?」

「まぁまぁ、そういうことで、ふたりの新たな門出を祝いまして、乾杯しますか！　はい、かんぱーい！　ついでに体育祭おつかれー！」

　俺と岳はおそろいのマグカップ、スガとコータは紙コップを掲げながら、「かんぱーい」と、「おつかれー」の言葉が飛び交う。

　その後もスガとコータは、ようやく俺と岳が収まるべきところに収まったことを、しきりに喜んでくれていた。

「今だから言うけどさー！」

　コータがまるで酒を煽あおるように炭酸ジュースを一気飲みしてから、テーブルにだんと紙コップを置く。

「めちゃくちゃ大変だったんだかんな、体育祭前の話し合い！」

「……ほんとにな。あれは、まさに阿あ鼻び叫きょう喚かんだった」

　スガが遠い目をして一点を見つめ、俺は首を傾げた。

「……え、話し合い？　そんなの知らねぇけど……」

　焦って振り向くと、岳も初耳らしく訝いぶかしげな表情をして「俺も知らない」と首を横に振っていた。

　コータの話では、体育祭前日、俺と岳がそれぞれ別々に帰ってから、みんなでファミレスに集合したらしい。緊急で話し合いが持たれたのは『旭と岳が気まずそう、マジでどうする？』という内容だ。

　最初は建設的な話し合いが進められていたものの、スガがぽつりと言った言葉が大混乱のきっかけになったようだった。

　──あいつらが仲違いしてんの、マジで辛ぇんだよ……。

「そう言ってスガは泣き始めるし、スガからもらい泣きした南出も大号泣だし、副委員長は『自分が副委員長なせいだ』とかわけわかんねぇこと言い出すし、美鈴も『うちが彼ピの相談ばっかりしちゃったせいだ』とか言って自責の念にかられてるし、ほかの女子たちは『うちらがセクハラしちゃったからだ』とか大反省会始まるし、釣られてほかの連中もメンヘラ発動し出すし、まともなの俺だけだった」

「うわ～……」

　想像するとかなりやばそうだ。岳の胸に戦々恐々として寄りかかりながら、仲間たちの必死な様子を思い浮かべる。

「俺らがなんかするのは、余計なお世話かもってギリギリまで迷ったんだけど、最終的には体育祭の日に、ふたりが話し合うきっかけを作ろうってことでまとまった」

　知らない間にそんなやりとりがあったとは……。申し訳ない気持ちと、感謝の気持ちが、ない混ぜになって込み上げる。いつも思っているけれど、やっぱり俺たちは素晴らしい仲間たちに囲まれていると再認識した。

「誇張抜きで三時間はいた、ファミレスに」

「なんて熱い議論……」

「マジでお前らが知らない間に、二年三組の崩壊危機迎えてたから」

　コータの目に疲れが見えて、苦々しい笑みが浮かんでしまった。

「な、なんかごめんな、ふたりとも……」

「いや、ほんとにそう」

「岳は岳で、カイロを旭に渡せってみんなに配ってたし、しかも旭の様子を逐一報告しろとか言ってたもんな……」

「えっ……、そ、そうなの？」

　カイロのことは南出から聞いて知っていたが、逐一の報告は初耳だ。

「ああ。ラインで日報もらってた。その日の旭の写真と精神状態と体調管理」

　けろっとして岳が言う。

「日報て、岳……お前……」

　天を仰ぎたくなるような呆れと、どこか密かな嬉しさが入り交じる。そんなに岳は自分のことを気にかけていたなんて。

「自分で様子見に行けって言っても、今は我慢の時だからとかわけわかんねぇこと言っててさぁ！」

　やけにスガもコータも俺の写真を撮りたがるし、変なタイミングで自撮りをほしがるなと思っていたけれど、あれはすべて岳に俺の日報を送っていたということだろうか。

　呆れて後ろを向くと、岳は全然反省していない様子でにこりと微笑んでいる。

「あー、ほんっとに……うちの岳がお世話になりました。お前もちゃんとご挨拶して、岳」

「ぺこりー」

　口先だけで謝罪を述べた岳に、スガとコータが「謝る気、ゼロで草」「ぺこりですんだら警察いらねぇんだよ」とブーブー言っている。

「この子まだ反抗期ボーイみたいで、困りますよね、ほんとごめんなさいね」

「おい旭、なめてんのか、キスさせろ」

　ノリノリの岳がテンプレの反抗期ボーイを演じながら、俺の首筋に甘ったるいキスをしてくる。

「ばっ、か……くすぐったい！　あははっ！」

　ひとしきり騒いだあと、「声出したら喉渇いたわー」とコップに手を伸ばすと、スガが赤い目をしていてぎょっとしてしまった。

「お前らが、ケンカしてるの、辛かった……」

「スガの急な五ご七しち五ご……」

「できるなら、ずっと一緒に、いてほしい」

「コータも五七五ありがとね……」

「旭にね、触れられなくて、発狂す」

「岳もありがと。でも、来年ぐらいまで黙ってて……」

　俺が思っている以上に、友人のふたりには負担をかけていたのかもしれない。スガがぐずっと鼻をすすった仕草に、心臓がぎゅっとなった。

「あーごめんごめん！　俺、自分のことばっかりでお前らの気持ち考えてあげられなかったわ。許してな、スガもコータも」

　今日何回謝ったかわからない。スガとコータはそれぞれに優しい笑みを浮かべていた。

「……許す」

「俺もいいって、旭」

「俺もいいよ、旭」

　便乗した岳がふざけてそう言うと、「お前はもっと反省しろ」とふたりは声を合わせて言った。

　みんなには散々迷惑をかけたかもしれないけれど、岳と向き合うために必要な時間だったとしみじみ思う。

「そんだけ、俺らは好きなんだよ、お前らが。でっけーラブなんだよ」

　スガはまた辛かった日々を思い出したのか、ちょっとだけ目尻を赤くして、ぶっきらぼうに告げた。岳は長い腕を伸ばしてティッシュを一枚取ると、「俺もでっけーラブだよ、スガ」と隣に座っていたスガの目を優しく拭いてやる。

　なんだかんだ、岳だってふたりのことを思っているのだ。

　──なあんて、キュンとしていた矢先。

「でも、うちの旭は人たらしだから、スガもコータも惚れないように気をつけろよ。惚れたら、いくらお前らでも容赦しねぇから」

　そんなふうに牽けん制せいしていて、さっそく呆れてしまった。どうしてうちの子はこうなってしまったのか……。

「……お前の旭は取らないって。……つうか……俺にも彼女できたんで」

　スガがぽろっと漏らした情報に、岳もコータも驚いたように目を丸くしている。俺はというと、穏やかに頬を緩めた。

「もしかして、南出？」

　岳がそう言うと、スガが赤い顔をしてうなずく。

「体育祭の日に、俺から告った」

　あの日、やっぱりスガは一歩踏み出していたようで、ますます誇らしく思えた。

「えええええ───!?　……って待って、え、驚いてんの俺だけ!?　まさか、旭も知ってたのかよ!?」

「……まぁね」

　今日一番驚いたコータが、「マジで!?」と三〇〇回くらい言っていた。










　窓の外では、いまだ静かに雪が降り続いている。

「もうすっかり夜だわ」

　そう言ってコータが立ち上がると、スガも「んじゃ、俺らは帰りますかー……」と続けた。

「え、なんで!?」

　思わず声が上ずってしまう。今までふたりが泊まりもせず、こんなに早く帰ったことはない。

「そりゃ、恋人の時間を邪魔するわけにいかないでしょう」

　にやにやと笑うコータに、顔が熱くなった。

「お前ら、そういう気のつかい方やめろって。怒るぞ、マジで」

　あくまでも、みんなと一緒にいる時の岳と俺は幼なじみだ。

「わーってるって、今日だけだから。俺、今から南出に会いに行くから」

　スガの言葉に、コータが「ずるー。俺も彼女に会いにいこっと」と笑う。

「じゃ、またなー」

「月曜日、学校でー」

「おい、岳……旭にあんま無理させんなよ？」

「……ス、スガ！　もっと言ってやって……？」

「ははっ、ばいばーい」

　ふたりが部屋を出ていく足音とともに、妙な緊張感に包まれていった。いつものスガたちの笑い声も、ゲームの音も、お菓子を食べる音もない。静けさだけが、部屋の中に満ちていく。

　ガチャッという音とともに玄関の扉が閉まり、スガとコータの話し声も遠くへと消えていった。残されたふたりきりの空間に、今までとは違う空気が漂い始める。

（うわ……なんか緊張する）

　背後から岳が立ち上がる気配を感じた。振り返る間もなく、強引に押し倒されてベッドに沈む。声を出す隙も与えられず、岳の体重と体温を感じる。

「が、岳……」

「あんま無理させない範囲って、どんくらい？」

　怖いくらいきれいな顔で岳が問いかけてきた。

　シーツに両手首を押さえつけられたまま、上から覆いかぶさってくる岳の雄お々おしい姿に胸がドクドクと高鳴る。どこまでも冷静な声のトーンと、その瞳に宿っているであろう熱い欲望とのギャップにめまいがしそうだ。

「俺もわかんない……」

　今でさえドキドキしすぎて、岳の目が見られないのだから。

　体育祭以降、なかなかふたりきりになれなかった俺たちは、少し触れたら破裂しそうなくらい期待を膨らませていた。こくりと唾を飲み込む。今日は朝まで親はいない。

「俺はすげぇ大事にしたいって思ってるよ、旭のこと」

「……おう、ありがと」

「でも、同じくらいの熱量で、めちゃくちゃに泣かせてやりてぇとも思ってる」

「……おいおい、反抗期」

　どちらの感情も、岳にとってはきっと真実なのだろう。

「本日は肩ならしに、ふたりで『触り合いっこ』とかどうっすか、旭くん」

「……ずいぶんハレンチな肩ならしですこと」

「俺は旭で勃つけど、旭はどうかわかんねぇじゃん」

「それは……大丈夫……」

　もごもごと口の中でつぶやいた。

「え？　何？　詳しく聞かせて？」

「……ぶっ飛ばす」

　無遠慮に質問されて、赤い顔で岳を睨みつける。

「いや、真面目に。俺だって、もし旭が俺とできなかったら、どう作戦立て直そうか考えてたから」

　もし俺ができなくても諦めないところが岳の強さであり、尊敬するところでもある。

　黙っているか少しだけ迷ったあと、やっぱり素直に伝えることにした。

「……この前、ひとりでお前のこと思ってしたから、俺的にはクリアしてる」

（それに夢精してしまった時もあるし……）

「ひとりで？」

　ぞくりとするような低い声に、腰が引けてしまう。

「俺のどんなとこ想像した？　ちなみにこれはいやらしい質問じゃなくて、旭様満足度ナンバーワンのためだから」

　お客様満足度ナンバーワンみたいに言うな。

「想像のお前は……なんかしつこかった」

「……たぶん合ってる。で？　ほかには？」

　微妙な尋問にあっている俺は、取り繕うこともできずに胸の内を暴露するだけだ。

「想像のお前が……いっぱい『好き』って言ってくれて、嬉しかった……」

　岳がきれいな喉仏を上下させて、こくりと喉を鳴らした。

　呆れたのか、それとも違う感情なのかはわからない。

　自分でもほかに言うことがあると思うけれど、まだ慣れない恋人同士の雰囲気に舞い上がるのはしょうがないことなのだ。

「言うよ、言わせろよ、何回でも旭が好きだって……。お前が好きだって気づいた日から、何度も何度も言いたかったんだから」

　言えない気持ちを抱えていた岳の年月を思う。早く楽にしてあげられたらよかった。

　でもやっぱり俺はばかだから、あの時あのタイミングでなければ、きっと理解してあげられなかっただろう。

「岳はいつ……俺が好きって気づいたんだよ」

「……お前が『覚悟しとけ、ぼけなすが～～！』って叫んだ日から妙に意識して、その後、ダセェ泣き顔見られながら、旭に口説かれて完全に墜ちた」

　ふはっ、と笑みが漏れた。おばちゃんが亡くなったあと、自分の中にこもってしまった岳に、俺の気持ちを必死に伝えようとした、あの日のこと。

　心の痛みで前に進めない時間があっても、同じくらい前に進む力をもらえる奇跡みたいな瞬間がある。

　岳にとって俺がそうだったように、俺にとって岳もそうだった。

「俺のこと、諦めないでくれてありがとな、岳……」

　想像もできないくらい、長い我慢をさせてしまったのだろう。時には、俺の無遠慮な言葉や行動で傷つけ、俺と離れたくなった時もあっただろう。

　だけど、岳はずっと俺のそばにいてくれた。

「当たり前じゃん」

　そう言って、岳は柔らかく瞳を細める。

「好きだよ、旭」

「……あー、だめ。ごめん。無理。やっぱ言わないで。……心臓壊れそう」

「そんだけ煽っといて、言うなは拷問だろ」

　唇が近づいてきて、自然とまぶたが閉じた。幼い頃から何度も触れ合ってきた体なのに、新しい感情がどんどん生まれてくる。

　荒い吐息がどちらからともなく漏れた。全身を熱く染めていく、岳への愛しい想い。

　岳の黒髪にそっと手を差し入れると、岳が口内に舌を侵入させてきた。遠慮がちに舌先を触れ合わせる。生温かい舌の感触に、下っ腹がぞくりとした。

　互いにスイッチが入ったようにキスは深くなり、夢中になって体を引き寄せる。

「お前とキスすんの……好き、かも……」

「……ん。俺も旭とのキスすげぇ好き」

　普段は大人びている岳が、年相応の屈託のない笑顔を見せてくる。外は雪が降るような寒い夜なのに、どんどん温度が上がっていく気がした。

「あっつい……」

「めずらしいな、旭がそう言うの。雪でも降るんじゃねぇの」

「もう降ってるし。……なぁ、岳」

「ん？」

「しねぇの……肩ならし」

　俺の言葉に真顔になった岳が、無言でエアコンの温度を二度下げる。










　見られるのも、見るのもちょっと恥ずかしいという俺の希望により、布団をかぶって肩ならしは行われた。

　俺に覆いかぶさった岳が、俺のスウェットパンツを器用にずらしながら、甘ったるいキスを首筋に落としてくる。

「旭、俺のして。旭のは俺がするから」

「……ん」

　何回もキスをしながら、お互いの形を確かめ合った。岳の言葉は本当だった。隠してると、逆にエロい。布団の中がどうなっているのかは見えないけれど、岳の手の動きも、岳を握っている俺の手の動きも視覚がないぶんダイレクトに感じる。

「岳、それやばいっ……」

「……これ、好き？」

　一緒くたになってしまうみたいな感覚。ぞくぞくと込み上げる快感に何も言えなくて、ただうなずいてみせた。

「……あー、かわいい……くそ、……好きだ、旭。好き……、マジで好き……」

　鎖骨を強く吸われ、甘えてるみたいな声がこぼれ出る。想像の何倍もずっとよくて、想像の何倍も岳が愛おしかった。

「だめだって、岳……ペース、落として……お前と一緒がいい、から……」

「ん……そうしような、旭」

　ついばむような口づけをして、互いの息とペースを合わせた。二人三脚みたいだとばかみたいなことを思って少しだけ微笑むと、岳が泣きそうな顔で言う。

「わかってるつもりだった、旭のことはぜんぶ。ずっとほしくて見てたから。でも、その顔は知らない……すげぇ、かわいい……マジでどうにかなりそう」

　切なさと欲望が混ざったような岳の声に、体が震える。このまま溶けてしまいそうな甘い痛みが、胸の奥を締め付けていく。こんなふうに岳と心を繋げられること自体が、奇跡のように思えた。

「岳、……もうだめ……俺っ……」

「うん、俺も……」

　俺たちは深い口づけを交わし、（おそらく）いつもより早く頂上に到達して、そうしてからも見つめ合っていた。

　幼なじみの関係だった頃、一瞬の視線の交わりですべてが通じ合えると思っていたのは俺の傲慢な考えだった。

　でも、気持ちが通じ合った今、岳の考えていることが少しは理解できているような気がする。だって、目と目が合えば、岳が持っている俺への気持ちが、瞳からあふれるくらい伝わってくるから。

　しばらくして岳はかぶっていた布団を取ると、色っぽい目つきでにやりと笑った。

「……一生おかずにできそうなくらいエロいわ」

「……ぶっ飛ばす」

　恥ずかしさのあまり、ただそれしか言えなかった。岳は優しく微笑んで、まっすぐに俺を見つめてくる。

「ぶっ飛ばされる前に、言わせて」

「……何」

「愛してるよ、旭」

　真剣な岳の一言に、心臓を一直線に射抜かれる。

「……もう～～、ほんっとお前やだ！　キュンとさせんな、できる子かよ～！」

　岳はけらけらと笑いながら、何気ない感じを装って尋ねてきた。

「旭、一緒に風呂入んねぇ？　もちろん、幼なじみとして」

「……………………………………それ、罠わなじゃね？」

　長い間、逡巡した俺は眉根を寄せてつぶやいた。岳がおかしそうに「罠じゃない、誓って罠じゃない」と笑っている。

　……まぁ、結局、罠だったんだけど。




　目覚めると岳の腕の中だった。昨日は岳と一緒に夕飯を作って、ご飯を食べて、キスをして、ゲームをして、キスをして、そしてまたキスをした。

　岳の腕からこっそりと抜け出し、窓の外を見つめた。夜からずっと降り続いていた雪はもう止んでいたけれど、外は真っ白な銀世界だ。

　岳はまだ起きない。鼻を摘まんでみてもまったく起きなくて笑ってしまった。

（やっぱ、まだ朝は弱いんだ……かわいい～～）

　込み上げる感情のまま岳の黒髪を梳いて、おでこにちゅっとキスを落とした。それだけでは足りず、二、三回キスをしてから、はっと我に返る。

（いや、キモすぎだろ、俺……。ナシ……今のナシ……）

　岳が起きてなくて本当によかったと思っていた矢先、岳は目をつぶりながらククッと笑い始めた。

「た、たぬき寝入りじゃん！　逮捕！」

「なんでだよ。こっちは寝込み襲われてんのに」

　起き上がった岳が俺の手首を引いて、足の間に俺を座らせる。この格好になると、安心して、ドキドキして、いろんなスイッチを押されているみたいになる。どちらにしても、幸せな気持ちに満たされるのだけど。

「今日は何をしましょうか、旭さん」

「お前んちの掃除と俺んちの掃除。で、そのあと、テスト勉強」

　何を隠そうもうすぐ期末テストもあるというのに、岳はわかりやすく唇を尖らせて、「はぁ？」と文句を垂れる。

「いちゃいちゃしねぇの」

「……それは……ぜんぶ終わってから」

「わかった。本気でぜんぶ終わらす」

「えらいねー。やっぱ岳はできる子だからねー」

　わざとそう言って頭を撫でてやると、岳は「このくらい当たり前なんで」とドヤ顔をしていた。

　けらけらと笑い、岳の胸に頬をすり寄せながら、

「改めて思うんだけどさ、俺ってこうやってお前にあっためてもらうことで、充電してんのかも……」

　ぼんやりとそうつぶやく。

「俺は旭の幼なじみで恋人で湯たんぽで充電器ってわけだ」

「情緒なく、端的にまとめると、そう」

　そのまま笑いを堪えた岳の顔が近づいてきて、触れるだけのキスをした。




　岳といちゃいちゃし始めるとキリがないので、渋る岳の尻を叩いて身支度を整え、一階に下りた。おばちゃんの写真が飾られた和室は、まぶしい朝の光に満ちている。

　おはよう、と挨拶をしてから、おばちゃんの写真の前で正座をする。

「あのさ、おばちゃん。俺、岳と……その、付き合うことになったんだ」

「母さん、俺めっちゃ幸せ。ピース」

　照れくさそうに言葉を紡つむぐ俺の横で、岳はふざけてピースサインをしている。

「約束は守るよ。ずっと岳と一緒にいる。……俺たちは大丈夫だから」

　幼なじみから恋人へ。形は変わっても、俺と岳はずっと一緒にいる努力をしていく。きっと岳が言ってくれたように、おばちゃんも笑って見守ってくれているに違いない。

　おばちゃんに報告を終えた俺は、頬に熱が集まっているのを感じた。

「……恥ずいよな、こういうの」

「旭の母さんにはどーすんの」

「そっちこそ、おじちゃん……」

　ふたりで見つめ合って、おそらく同じ気持ちだということを察した。

「いいか……まだ言わなくて、気まずいし」

「完全同意」

　いまだ寝起きの声で、ふたりで笑い合う。

　畳から立ち上がりながら、「そういえばさ」と岳が尋ねてきた。

「旭のタイプ、まだ聞いてなかった」

　きょとんと目を丸くする。

「俺？」

「そう。忖そん度たくなしで、ガチのやつ」

　思いのほか真剣な岳のまなざしに、思わず噴き出してしまう。俺はにやりと笑って、岳の前に立った。「俺はー……」と、言葉を引き延ばしながら、ゆっくりと顔を上げる。岳は少しだけ緊張したような表情をしていた。

「黒髪で、背が高くて、顔も体もかっこよくて、俺のことに一生懸命で、でも一生懸命すぎて、俺の幼なじみ急にやめるとか言い始めちゃうくらい、ずっとずっと俺のこと好きでいてくれたやつがタイプ」

　岳が目を見張る。俺はにっこりと口角を上げて続けた。

「俺のタイプ、お前」

「…………マジで言ってんの？」

　困ったように眉を寄せる岳を見て、笑いながら岳の胸に飛び込んだ。岳はしっかりと俺を受け止めてくれる。

「なぁ岳ー、朝ごはん、お前の作ったおいしいおいしいパンケーキが食べたい」

「……了解、バブちゃん」

　ため息混じりに答える岳の声には、たしかな愛おしさが混ざっていた。岳の手が、俺の頬を優しく撫でる。今日もきっと寒い日になるだろうけれど、ふたりでいれば暖かい。








番　外　編










番外編　幼なじみ兼恋人から逃げたら完全に捕まった









「俺ら、『肩ならし』もけっこうしたし、旭がよかったら、そろそろ本番がしたいんだけど……どう？」

　教室の一番端っこ、いつものように後ろから抱きしめてもらう形で、岳にあっためてもらっていた。

　広い胸板に体を預けながら、すっかりくつろいでいた昼休み。スガは南出と一緒にどこかでお弁当を食べていて、コータはベランダで彼女とビデオ通話をしていた。

　期末試験も無事に終わり、平和に終わるはずだったその日。騒がしい教室の喧騒の中で、岳は俺の耳元で先ほどのセリフをつぶやいたのだ。

（どう、と言われましても……）

　振り向いた先で岳が真面目な表情をしていたから、俺はスマホを持ったまま、赤い顔で目を丸くした。さっきまで見ていたMeTubeの愛らしいペンギンたちの様子だって、全然頭に入ってこない。

　岳とキスをしたり、お互いの体に触れ合ったりしているだけで、俺は十分に幸せを感じていた。でも俺だって、本番への興味があるのは事実なわけで。

「岳は……どっち側をやりてぇの？」

「どっちでもいい。旭とできんなら。……本音を言えば、俺が抱きたいけど」

　お昼休みにしゃべる内容ではないと知りつつも、この騒がしさならどうせ聞こえていないだろうと思う。

　先日、ネットの海をふたりで漂い、いろいろと調べたので、すでに相応の知識は得ている。男同士でする時の準備を考えた時、真っ先に浮かんだのは岳に負担をかけたくないという思いだった。

　俺はスマホをぎゅっと握りしめながら、

「じゃあ、俺が……抱かれるから」

　意を決してそう言うと、岳はギラついた瞳で「今日の夜でいい？」とささやく。

「待って、早すぎ……。ちょっと時間ほしいわ。俺の尻的に」

　岳は笑いを堪えようとしていたけれど、生まれた時から幼なじみをしている俺が微妙に上がったこいつの口角を見逃すわけがなかった。

「わかった。で、旭はいつならいいの」

「……み、三日後とか？」

「了解、決まりな。じゃあ土曜日の夜に」

　あっという間に本番の日程が組まれ、顔面蒼白になったのは言うまでもない。

「あんまり気負うなよ、旭。……俺はなんでもお前と一緒にしたいから」

　心の底から嬉しそうな、少年みたいな岳の笑顔に心臓を掴まれる。岳の温かい体温に包まれながら、若干の不安が俺の胸を掠めていくのを感じていた。

　岳がそう言っても、大事な幼なじみ兼恋人の前で失敗はしたくない。パンケーキの焼き方も、逆上がりのコツも、数学も、なんでも岳に教えてきた。

　俺が……今度もしっかりと岳を引っ張っていかなければ。

　本番を迎えるまでの数日。「え、練習すんの？　ぜったい見たい」という岳を家から追い出し、自分で練習を重ねること数回。

　今までそういった色事に無頓着だったわりには、かなり予習ができたんじゃね？と自信を持って迎えた本番の日。

　俺はおじちゃんが出張中の岳の部屋に、意気揚々として乗り込んだ。

　結論から言えば、そんな予習なんてまったく意味をなさなかった。

「かわいい……旭。好き、……好きだよ、……ほんとに愛してる」

「……んぅ」

　熱に浮かされたように繰り返す岳の言葉に、返事すらできなかった。触れられ、舐められ、宝物のように大事に扱われて。

　始まってしまえば、岳に最初から最後まで、それはそれは優しくリードされてしまったのだ。勉強だって運動だって料理だって、俺が岳に教えたという自負がある。だけど、岳は初めてだとは思えないくらい、慣れた仕草で俺のことを導いた。岳にすべてを委ゆだねることが、あんなにも自然に感じられるなんて。

　岳に触れられたところが溶けてしまいそうなくらい気持ちよくて、俺は羞恥心を持つ余裕さえ与えられず、もっともっとと岳を求めてしまった。

　ローションの冷たい感触も、岳を受け入れる時の痛みも違和感も、現実に引き戻す要因にはならなかった。

「ゆっくり息して。……旭、平気？　辛かったらすぐに言って」

　自分だって辛いだろうに、岳は俺の体が整うまで、じっと俺を抱きしめて待ってくれた。おそらく俺がいいと言わなければ、何日だって何年だって待ってしまうだろう。俺に好きって言うのを、ずっと我慢していたみたいに。

「お、俺は平気、……動いて、岳」

　うなじに感じる熱い岳の吐息。

「初めての時はこっちのほうが楽らしいから」

　そんな言葉を放ち、後ろから抱きしめられながら、ゆっくりと穿うがたれた。頭がおかしくなってしまうかと思うくらいの圧迫感と、電流が走るみたいな強い刺激が絶え間なく体に走り、甘えた声が次々にあふれていった。
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　岳との一体感は、想像を遥はるかに超えていた。

　初めてなのに、なんでこんなに感じるのか、なんでこんなに岳が愛しいのか、わけがわからなくなった俺の目尻からじわじわと涙がにじむ。

「おかしくなる……なぁ、岳……やだ、たすけて……」

「大丈夫、ちゃんとそばにいるから……。ぜんぶ俺に見せろよ」

　痛いくらいに体を引き寄せられ、耳を噛むような勢いで「旭、これ好き？」と岳に聞かれた。怖くて、でもぞくぞくして、俺は黙って首を縦に振るしかなかった。

　はっ、と笑うような息を吐き出した岳の動きが、どんどん大胆になっていく。あとはもう岳が与えてくれる快感の沼に、ずるずると引きずり込まれていくだけだった。

　岳が何度も俺の名を呼ぶ。

　その声が、優しくて、あったかくて、また泣きそうになる。

　階段を駆け上るように、今まで生きてきた中で一番気持ちいい瞬間を経験した。果てたあとも、ずっと余韻は続き、そんな俺を見た岳はますます幸せそうに後ろから俺を征服し続けていた。




　迎えた次の日の朝。隣には無防備に眠りを貪る岳がいた。

　岳の寝顔を見た瞬間、自分の体に異変が走った。

　異様に喉が渇き、こくりと唾を飲み込む。心臓が早鐘を打ち、指先までじんじんと熱を持ち始めている。

　今やパジャマにされている体育祭のＴシャツ。その首元から覗く、岳のみずみずしくきれいな鎖骨。男っぽい喉仏。昨日、何度も俺にキスしてきた整った岳の唇。薄い布地の下から浮かび上がる筋肉の輪郭。そして、無意識に視線が向かってしまうボクサーパンツの膨らみ。

（な、なんでこんなに……エッチな気分に……!?）

　自分でも理解できないほど、体が岳を求めていた。昨日の体験が全身の細胞に刻み込まれ、まるで自分の体が岳に合わせて作り変えられてしまったかのように。今まで感じたことのない渇望が、血管を流れる血液とともに全身を巡っていく。

「ん、あさひ……」

　岳が無意識に俺の名を呼ぶ。下腹部がズキリと疼うずき、慌てて太ももを寄せた。

　たった一晩の間に起こった自分の変化に戸惑ってぎょっとしていると、岳は「んー」と言いながら、まぶしそうに瞳を開ける。

「旭、おはよう」

　キラキラと光る岳の笑顔。あまりにかっこよすぎる恋人に動揺し、「おっ、おはよ……」と情けない挨拶になってしまった。

「まだいいだろ、もうちょっと一緒に寝よ」

　甘えん坊の岳が俺の腕を引き、布団の中へと強引に引きずり込んでくる。体に触れられ、耳を食はまれ、背中にいくつもキスマークを残されると、勝手に胸が期待で膨らんでいく。

「……んっ、……が、岳」

　完全に岳の好きなようにされていたところで、岳は急に動きを止めた。

「悪い、止まんなくなるとこだったわ」

「……え？」

「昨日は無理させたし、ゆっくり休んで、旭」

　ぽんぽんと頭を撫でられ、目を丸くする。

「俺、しばらくはちゃんと我慢するから」

　その言葉とともに、ちゅっと音を立てて唇に触れるだけのキスをされた。

「朝ごはん作ってくる。待ってて」

　着替えた岳は、柔らかい笑みを浮かべて一階に下りていってしまう。

（し、しねぇの……？　てか、しばらく我慢って、いつまで……？）

　ひとり置いていかれた俺は、切なく痛む胸と、疼く下半身を持て余しながら、途方にくれたのだった。




　岳と初エッチしてから三日目。時間がたつほど、あの時の感覚が鮮明に蘇ってくる。

（む、むらむらする……）

　こんなことを思うとは夢にも思わなかった。

　岳との行為が忘れられないことも問題なのだけれど、それ以上に大問題なのは、もし俺がこんなにも煩悩にまみれた卑しい男だと知られたら、岳に嫌われてしまうかもしれないということだった。

　岳はこの前、（勝手にした）約束を守り、ずっと節度のあるスキンシップをしていた。手も繋ぐし、ハグもする。だけど、それ以上は進まない。

（もう、だめだ……）

　俺は今日、とうとう限界に達しようとしていた。

　昨日から岳に少しでも触れられるだけで、欲求不満の体が大暴走して、胸ぐらを掴んで岳を押し倒しそうになってしまうのだ。

　夜中のベッドでも、授業中の教室でも、サッカー中でも、昼飯中でも、いつでもどこでも。

（こ、こんなこと知られて……岳に嫌われたくない！）

　その日、決意を固めた。こうなったら俺にできることは、健すこやかに岳と距離を置くことだけだ。

　今日一日、さりげなく岳から離れ、なるべく接触を避けまくった。もしかしたら、勘が鋭い岳には気づかれてしまったかもしれないけれど、好きだった幼なじみがこんなにも欲望にまみれた男だと知られるよりはずっといい。

「……旭、昼飯──」

「あっ、ごめん！　ちょっと野暮用できたわ！　ほら、相談に乗ってくれーって子がいてさ、……先食べてて！」

　真顔でこちらを見つめてくる岳の視線を振り切り、教室から出た。廊下でうろうろとして考えを巡らし、今は使われなくなった資料室のドアに手をかけた。錆びついた蝶ちょう番ばんが悲鳴のような音を上げ、埃っぽい空気が鼻をくすぐる。案の定誰もいなかった。

　狭い五畳ほどの空間の真ん中にテーブルがひとつと椅子が四つ。壁一面を覆う古びた鉄製の棚には、背表紙の文字が日に焼けて薄れた教科書や参考書が無造作に並んでいる。

　小さくため息をつき、俺はコータとスガにこっそりラインを送った。

『【至急】ご相談があります。岳には内緒で、資料室に集合してください。旭くんより』

　五分後、スガとコータは、虚きょ無む顔がおで資料室に入ってきた。

「どーぞ、どーぞ、こちらへ」

　そう言って、俺の隣と斜め前の席に着席を促す。

「で、今度は何？」とコータ。

「最近、めちゃくちゃ岳の機嫌がいいなって見てたら、逆に旭が挙動不審になってるし、なんかあったんだろうとは思ってたよ」

　スガの観察力はさすがだ。俺は「しょうがねぇなぁ」と言いたげなふたりを見つめ、絞り出すようにつぶやく。

「あのさ、……俺、岳と……その……今以上に仲良くしたというか……そういう感じのを……あのー、ほら、えっと……」

　しどろもどろになる俺を見つめ、スガは勘弁してくれといった感じで俺の言葉を止めた。

「わかった。察したから、それ以上言うな」

　思いもよらない言葉だったのか、コータはしばらくしてから拍手をし始めた。

「よかったじゃん！　おめでと！」

　なんにもわかっていないコータを睨みつけ、

「それがさぁ……大変なんだよ……！」

　そう泣きそうな声で助けを求める。コータはちらりとスガを見据え、気まずそうに右手で首を撫でた。

「あー……下手だった……とか？」

「違う、逆」

「……ならいいじゃん」

　そう言うスガの肩を掴み、がたがたと揺らして現在の問題点を突きつける。

「よくねぇよ！　岳見てると、むらむらすんの！」

「……え？　真っ昼間から俺たち何を聞かされてんの……？」

　スガは白目になり、コータは引き気味に「恋人相手なら、別におかしくもないだろ……」と述べる。

「無理……岳にはこんなこと言えない……」

「いや、言えんだろ」

「……あいつなら、めちゃくちゃ喜びそう」

「そうじゃないんだって！　岳は幼なじみだった頃の、淡泊な俺をタイプだって言ってたのかもしんないのに！」

「そんなわけ──」

　その時、急に扉がガチャッと開き、とっさの勘で慌ててコータの背中に隠れた。

「おー、岳……」

　どうやら扉を開けたのは岳だったようだ。隠れておいてよかったと思うと同時に、心臓がひっくり返ったかと思うくらい、ドクドクと脈打ち始める。今の俺にできるのは、ただ息を殺すことだけだ。

「うちの旭、ここにいる？」

　ギクッと肩が揺れた。スガとコータに念力を送り続ける。

（いないって言って、いないって言って、いないって──）

「「ここにいるよ～～」」

　俺の願いもむなしく、ふたり同時に俺を指差し、絶望を感じながら「……裏切り者ッ！」と叫んだ。スガはまるで聞き分けのない子供を諭すような、慈悲深い目をしながら、俺の肩を優しく叩く。

「この前学んだだろ？　とにかくちゃんと話し合いなさいね」

「……はい」

「よろしい。そんじゃ俺らは、教室戻ってるから」

「……えー」

「仲良くしろよ、ふたりとも」

　がしゃがしゃと椅子を引く音が響き、次の瞬間にはスガとコータが出ていってしまった。扉が閉まる音を最後に、ふたりきりの空間に早変わりする。

「で？　旭は、何を悩んでんの？」

　岳の言葉に何も言えなかった。

「もしかして俺とエッチしたこと？」

「……そ、それは」

　あっけなく核心を突かれ、思わず目を逸らす。

「もう一回記憶消して、幼なじみも恋人もやめて、旭と『はじめまして』したほうがいい？」

　岳の声にはかすかな不安がにじんでいた。

　いつも余裕のある岳だけど、今は違う。心臓がぎゅっと痛む。岳とまた『はじめまして』になってしまうなんて、

「ぜ、ぜったいやだ……！」

　恋人の関係をやめたいわけじゃない。

（そうじゃなくて……俺は……）

「なんか旭に嫌なことした？　もし、俺があの夜にしたことで旭がしたくなかったことがあるなら、はっきり言ってほしい。俺と旭がこの先もずっと一緒にいられるように」

　岳はゆっくりと俺に近づき、優しく問いかけてくる。俺を怖がらせないようにしてくれているのがわかって、胸が切なく軋きしんだ。

「……岳にされて嫌なことなんてひとつもなかった。ぜんぶ気持ちよかった」

「……ん」

「あと、ひとつになれて……すごく、嬉しかった……」

「ん、俺も同じ」

　どこか体が痛んでいるような岳の笑顔。俺はそこでようやく、また岳を傷つけてしまったことを悟った。

　変われたと思っても元に戻ってしまう時だってある。三歩進んで四歩下がって、それでも毎日毎日進むのだ。俺は拳を握りしめ、自分の心の中のどろりとした欲望を、繕うことなく岳に伝えることを決めた。

「だけど、俺……お前とのエッチが忘れられなくて……！」

「……なんやて？」

　岳が急に関西弁を使い始めるほど、俺の言葉の衝撃はでかかったらしい。

「俺の聞き間違い……？　旭さ、今なんて？」

「だ、だから、お前とエッチしてから、すごくむらむらしちゃってんだよ！」

　スガもコータも岳は喜ぶと言っていたけれど、この様子じゃかなり引いてしまったのだろう。

　シュンとしてうつむきながら、それでも素直に言うしかなかった。

「せっかくお前が……真面目に俺の体を気づかってくれてるのに、俺だけむらむらしてごめん……」

　頭を下げて、じっと岳が何かを言ってくれるのを待った。岳は口元を手で覆いながら、「いや、頭上げろって」と温度のない声で言う。

　おもむろに顔を上げると、苛立ったような岳の瞳と視線がかち合った。

「何そのクソかわいい悩み」

　思い切りキレられて、ぐっと言葉をなくす。岳はどこか放心状態で、資料室の古い椅子にどかっと座り込んだ。

「待って……力抜けた……。マジでそんな理由？」

「そ、そんなって言うなよ！」

「いや、かわいすぎるだろ」

「……引いてねぇの？」

　少しばかりの希望を抱いて聞くと、岳は呆れたように瞳をすがめる。

「引くわけねぇだろ。なめてんのか」

「よ、よかったぁ……」

　ここ数日、本当に生きている心地がしなかった。

「あー、マジでふざけんなよ……こっちは、俺のエッチがド下手で、旭に嫌われたのかと思ったんだけど……」

「ちげーよ！　旭様満足度ナンバーワンだよ、岳は！　自信持てって！」

　右手で両目を覆いくすくすと笑う岳は、どこか吹っ切れたような様子だった。

「旭さー、初エッチ後に、恋人の様子がおかしくなった俺の身にもなって？」

「……ご、ごめん。パニックになっちゃって……」

　岳は椅子から立ち上がり、有無を言わせないような美しすぎる笑みを浮かべる。俺はその圧に驚いて少しだけ後ずさりした。

「真面目になんだけど、……エッチな旭はあればあるほどいい」

「そ、そう言って、もらえると大変ありがたく……」

　岳の目が妖艶に光り、また一歩、近づいてくる。

「旭の体を気づかってただけで、俺もむらむらしてるし。前にも言ったけど、大丈夫だからもっと見せてほしい。俺はどんな旭でもタイプだから」

「あ、ありがとな……？」

　もう逃げ場がない。背中に本棚の鉄枠が当たっているのを感じていた。

　岳が俺の顎を掴み、下を向いていた視線を強制的に上げる。

「ぶっ飛ばされる覚悟で言うけど、この前の旭の声、すげぇかわいかった」

　逃げ場のない俺に、岳が声のトーンを落として続けた。

「……次する時、録画していい？」

　真顔でそんなことを言われ、顔に熱が上る。さすがにそれは「……ぶっ飛ばす」としか返事のしようがなかった。

「嘘、冗談だって」

　そう言って笑った岳の左手が、ぽんと俺の肩に乗る。

「旭、ごめんな」

「……な、何が？」

「俺が旭のことを甘やかしたせいで、こんなことになったんだわ」

「な……？　は？　何？　誰が誰を甘やかした？」

「俺が旭を」

　こっちが甘やかした覚えはあるが、甘やかされた覚えは……あるようなないような……。

　微妙に納得がいかない岳の言葉に、頭の中でハテナマークが浮かんでいた。

「慣れような、エッチな気分に」

「は？」

「がんばってもっとエッチな旭になろうな？」

「……はぁ？」

「じゃあ、しよっか」

　一瞬、頭が真っ白になり、そのあと一分ぐらいかけて言葉の意味を呑み込んだ。

「いやいや、『しよっか』じゃねぇよ！　何爽やかに微笑んでんだよ！」

「旭がもう二度とそんなクソかわいい言い訳をして俺から逃げ出さないように、しっかり体に教え込まないと」

「パ、パンチライン、えぐすぎない……？」

「嫌？　俺とすんの」

「嫌、じゃない……したい、俺も」

　むしろ、ずっとそうしたかった。岳に触れたくて、触れてほしくてたまらなかった。

「じゃ、しよ」

　じわじわと赤くなっていく頬を隠せないまま、こくりとうなずいた。

　キスをしようと頭の角度を変えた岳に、小さな違和感を覚える。俺のシャツの裾から忍び寄る手。唇が触れ合う寸前で、完全に臨戦態勢な岳の胸を押して阻止した。

「ちょっ、まさか、こ、ここでじゃないよな……？」

「わかってるって」

　岳は何を思ったのか、俺からぱっと手を離すと、扉の鍵をカチリと閉めてから悠々と戻ってくる。

「よし、いいよ、旭」

「よしいいよ、じゃない！　じゅ、準備してねぇのに無理だって！」

「素股ならイケるって」

「な、なにそれ……」

　言葉の意味がわからずきょとんと目を瞬かせていると、岳がにやけた顔で事細かに説明してくれた。

「お、おま……学校でなんてことを……！」

「大丈夫、大丈夫。イメージトレーニングは中学の時からしてるから」

　かわいらしい笑顔で覗き込まれて、心臓の奥がキュンとしてしまった。

（いや、いくらなんでも今の状況で岳に流されるのはまずい）

「ひ、昼休み、残り二十五分しかないし……」

「十七分でいちゃいちゃして、購買ダッシュ二分、サンドイッチゲッドして食べて三分、これで二十二分だろ。あー、これだといちゃいちゃ三分増やせるな。よかったね、旭」

　学校一かっこいい顔で笑う岳を見つめ、心の中でどうしてこんなふうに育ってしまったのだろうとおののく。

「旭、すげぇ好き……。今まで触れられなかったぶん、触らせて」

　指先を絡め取られる。シャツの第二ボタンを器用に開けられ、さらには岳の腰を押し付けられたら、もう抵抗なんてできない。

　この世で一番タイプな幼なじみが、俺の耳を噛んでもう一度「しよ」と悪魔のささやきのごとく誘ってくるではないか。

「お前、ずるいって、ほんとにぃ……」

　理性は最後の抵抗をみせるけれど、体は正直だった。岳しか見えなくなる。昼休みは、あと残り二十四分ほど。

　悔しいくらい大好きな幼なじみ兼恋人を赤い顔で睨みつけ、俺はもうどうにでもなれと、岳のネクタイを掴んで強く引き寄せた。





　おわり










あとがき






　こんにちは、椿ゆずです。このたびは『幼なじみのタイプを聞いたら完全に俺だった』を手に取っていただきまして、本当にありがとうございました。

　二作目は幼なじみＢＬです。今、校正作業をしつつ、このあとがきを書いているんですが、「できればずっと旭と岳を見守り続けたい！」と思うくらい、モブキャラを含めて大好きなお話になりました。

　今回は先にタイトルをがっつり決めてスタートしたおかげで、とても書きやすかったです。担当さんを始め、編集部のみなさまのご意見がとてもありがたく、改稿を重ねるごとに、愛されるふたりになったのではないかと思っております……！

　そして、イラストを担当してくださいました向坂悠先生、本当にありがとうございます！　表紙のかわいさにノックアウトされて、ますます旭と岳が愛おしくなりました。挿絵も大変素晴らしく、どのシーンを見ても胸がときめきます！　向坂悠先生、ふたりに命を吹き込んでくださり、誠にありがとうございました！

　また、この本を出版するにあたり大変ご尽力くださいました担当様、編集担当様、関係者の方々、友人たち、フォロワーさんたちにもこの場を借りて厚く御礼を申し上げます。

　何よりも、ここまでお付き合いくださったあなた様へ……本当にありがとうございました！　少しでも楽しんでいただけたら幸いです！

　またどこかでお会いできますように……！





二〇二五年八月二十日　椿ゆず
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椿ゆず先生へのファンレター宛先




〒104-0031　東京都中央区京橋1-3-1　八重洲口大栄ビル７F

スターツ出版（株）　書籍編集部気付　椿ゆず先生
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電子限定番外編『恋人モードを封印したら完全に五分じゃ足りなかった』









　恒例のお泊まり会の夜。岳の家には、いつメンが集まっていた。前回はスガたちが気を利かせて帰ってしまったから、実質俺と岳が恋人になってから初めて開催されるお泊まり会だ。

「えー、今日のルールを発表しまーす！」

　コータがテレビのリモコンを手に持ち、司会者気取りで宣言をする。俺は岳の温かい腕の中で安心感に包まれながら、「なになに？　ルール？」と無邪気にテーブルの上のお菓子に手を伸ばした。コータはそんな俺を見て、にやりと笑ってうなずく。

「本日のお泊まり会におきましては、旭と岳の『恋人モード完全封印』とさせていただきまーす！」

「……な、なんだよ、それ！」

　明らかに俺たちをからかう気満々のコータに、お菓子を喉に詰まらせて慌てふためく。俺たちの隣に座っていたスガは、コータが提案したルールとやらをすでに知っていたらしく、

「俺とコータも、旭のことはもちろん信じてるって。だけど、そっちの反抗期ボーイは別」

　そう言って、真面目な様子で補足してきた。

　スガが親指で差した先。振り向くと、真顔で俺を抱きしめている岳がいて思わずドキリとする。俺の腹に回された岳の腕を改めて見て、ぐっと言葉を呑み込んだ。

　たしかに最近の岳は、俺に対するスキンシップがかなり大胆になっていた。学校でも、スガたちの前でも、独占欲を隠すことなく、四六時中俺のそばにいる。

　近頃はうちのクラスだけではなく、ほかのクラスのみんなにも『旭ガチ勢の岳くん』と呼ばれているらしい。本当にそれでいいのか、冬坂岳よ……。俺の心配をよそに、岳本人はまったく気にしていないようだ。

　それでも俺といるせいで岳の評判が下がるのは不本意なので、先日、本人に直接『そんなふうに呼ばれて平気なのかよ……』と遠慮がちに聞いたら、『うん、そのほうが牽制できるし』と謎の答えが返ってきた。

　牽制って、一体いったい誰になん何のために……!?

　ぽかんと口を開けていたあの時の俺を見て、岳は堪えきれなかったみたいに『かわいいかよ』と笑っていた。

（ほんと岳ってわかんねぇ……。まぁ、そんな掴みどころのない岳も、俺的にはかわいいなぁって思っちゃってるんだけど……）

　心の中で岳への愛情を噛み締めていると、

「恋人モードって、どっからどこまでだよ」

　そんな明らかに不機嫌な声で、岳が言い放つ。コータとスガは顔を見合わせて、なんとも言えない呆れた表情を浮かべていた。

「そこはわかんだろ……」

　とスガ。

「わかんねぇから聞いてんだよ」

　と岳。

「えーと、ベロチューとか……それ以上とか……？」

「あと、ほら！　夜中に俺らの隣で『声出すなよっ、旭ぃ……』『いやーん、岳ぅ』みたいなイチャイチャおっぱじめんのもやめろよな！」

「そ、そんなことしないって！」

　俺は慌てて、手をぶんぶんと振り回して否定した。

「旭じゃなくて、岳に言ってんの！」

「コータ……怒るぞ、ほんとに！　い、いくらうちの岳だってそんなこと──！」

　するわけないじゃん！と叫ぼうとした矢先、

「……はぁ？　やろうと思ってたのに、ふざけんなよ……」

　岳が耳元で悪態をつく。あまりにもさらっととんでもないことを言うものだから、己の頬がかぁっと熱を帯びていくのを感じた。

「ばっ、ばか！　岳、ほんとお前ぶっ飛ばすから！」

　すぐ後ろにいる岳の胸を叩いて抗議をする。俺の攻撃はまるで効いていないようで、岳は子猫がじゃれついてくるのを窘(たしな)めるかのように、俺の手をぱしっと掴んで眉間に皺を寄せた。

「旭、だめだろ。そういう顔すんなって」

「……へ？」

「お前のエッチな顔、俺以外に見せたくないんだけど」

　とても冗談を言っているようには見えない岳の真剣な表情をに、俺は言葉を失ったままて見つめ返す。掴まれた手首から伝わる岳の体温に、体中の力が抜けそうになってしまった。

「……こ、この反抗期ボーイなんとかして」

　こんな些細な接触でドキドキしてしまう自分が情けなくなり、俺は困り果ててスガとコータに助けを求める。

「旭にどうにかできねぇなら俺らにも無理だろ……」

　スガはポテトチップスを食べながら、同情じみた声で答える。コータはスガに同意して、「それなー！」と屈託なく笑っていた。

　俺はこほんと小さく咳払いして気持ちを落ち着かせたあと、改めて岳を振り返った。

「が、岳、冗談だよな？　みんなの前では幼なじみでいるって、ふたりで決めたし……ちゃんとできるもんな？」

　必死に説得する俺に対し、岳はゆっくりと唇の端を上げる。その笑みには、どこか企むような余裕が滲んでいるような気がするんだけれども。

「もちろん。できる子なんで」

　案外、素直に従ってくれた岳の言葉に、ほっと胸を撫で下ろした。いくら俺たちが幼なじみ兼恋人だからといっても、スガたちの前で濃厚なキスを交わすつもりはない。

「でもさ、学校じゃなくて俺の家だし、なんか気が緩むんだよな」

　たしかに岳の家だと、俺たちは普段以上にリラックスしてしまう。気づけば自然と距離が縮まって、いつの間にか恋人らしいスキンシップを取ってしまうかもしれない。どうしたものかと眉を寄せて考えていると、岳が口を開いた。

「だから今日は、俺が旭から離れるわ」

「……えっ!?」

　岳が立ち上がり、俺は目を丸くして岳を見上げる。

「マジで？　めずらしー！」

　岳の発言を聞いたコータが、おかしそうに笑い声を上げた。

「なんだよ。俺だってやればできるんで」

　岳はそうつぶやきながら俺から距離をとって、スガの隣に腰を下ろす。

「……じゃあ、そういうことで。旭もそれでいいよな？」

　スガに確認された俺は、

「あ、うん。……大丈夫」

　と内心の動揺を隠しながら笑顔で答えた。

（なんだか背中が、急にスースーするような……）

　若干の不安に襲われながら、そばにあったクッションを引き寄せ、ひとりでぎゅっと抱きしめるのだった。




　最初の一時間は、普通に過ごしていた。みんなでゲームをして、お菓子を食べて、くだらない話で盛り上がる。でも、いつもの岳の抱(ほう)擁(よう)がないせいで、俺の心はどこか上の空だった。

　ゲームをしていても、離れたところに座っている岳の存在ばかりが気になって仕方がない。いつもなら後ろから抱きしめられながらコントローラーを握っているのに、今はひとりでプレイしている違和感。

「おい、旭。また死んでるって」

「えっ」

　コータに指摘されて、はっと現実に引き戻される。画面を見ると、たしかに俺の使っているキャラクターは無残に倒れていた。

　岳の温もりがないと、こんなにも集中できないものなのかと、自分でも驚いてしまう。

「あー、……ごめん。なんかぼーっとしてた」

　岳のほうをちらりと見ると、岳もこちらをじっと見つめていたことに気がついた。その視線がいつもより強く感じられて、心臓がドキリと跳ね上がる。

「……そ、そんなに見んなよ、岳」

「なんで？　見るだろ。好きなんだから」

　いつもより低く、甘ったるい蜜のような優しい響きを帯びている岳の声。その声を聞いただけで、俺の頬に熱が集まってくる。

「だ、だって……」

「だって、何？　俺が旭を見てちゃだめ？」

　岳が切れ長の目を細め、少しだけ首を傾げた。

「触れない分、お前をずっと見てたいんだって」

　岳の視線がゆっくりと俺の唇に落ちた瞬間、ぞくりと背筋に甘い電流が走る。まるで岳の視線そのものが、俺の体にそっと触れているみたいに。

（あー、ばかばか！　意識すんなよ、俺……！）

　俺の体に優しく触れてくる、ふたりきりの時の岳を思い起こしそうになって、俺はとっさに首をぶんぶんと振った。その仕草を見て、岳は本気で俺が嫌がっていると思ったのか、

「わかったって、あんま見ないから」

　と苦笑いをこぼしていた。

（い、いや、違くて……、むしろ嬉しいんだけど……！）

「ほら、岳。何やってんだよ、ゲーム続けんぞ」

「おー、ごめん」

「旭も！」

「……あ、うん」

　結局こその時は、気持ちを岳にうまく伝えられないまま、俺の想いだけが胸の奥で宙ぶらりんになってしまった。

　スガたちとゲームを始めた岳は、時々、伸びをしたり、髪をかき上げたりしている。そのたびに、シャツの裾が少し上がって腹筋が見えたり、首筋が露わになったりする。

　きっと無意識なんだろうけど、俺の目はその一つ一つの動作に釘付けになってしまった。




　そうして迎えた夜。

（もう無理……！　さびしすぎる……！）

　銭湯に行った時も、そのあとみんなで映画を見ている時も、岳とはずっと距離があった。

「ご、ごめん……！　あのさ、岳の隣に座っていい……!?」

　とうとうさびしさが限界に達した俺は、思わず声を上げてしまった。三人の視線が、一斉に俺に集まる。

「ちょっと、充電が足りないっていうか……、岳不足になっちゃったっていうか……」

　自分で言っていてあまりの情けなさに死に消えたくなったけれど、正直な気持ちを小さく口にした。

　上目遣いでちらりと岳を見つめると、岳は驚いたように動きを止めていた。スガとコータもぎょっとして目を見開いていて、俺の頬がますます熱くなる。

「だ、誰かなんか言えって……。気まずいじゃん」

　長い沈黙の中、俺がぽつりとお願いをすると、

「ばか正直かよ」

　岳が堪えきれなかったように、肩を揺らして笑い始めた。

「おいおい、バブちゃんさぁ……さすがに今のはあざとすぎ」

　呆れた様子で言ったコータに、俺は頬を膨らませながら「お、俺は真面目に言ってんだけど……！」と一生懸命に弁明する。

「……だから、なおさらだろ。コータじゃなくても、今のは俺もキレるわ。かわいすぎ。抱きしめようかと思った」

「かっ、からかうなよ……スガまで……！」

　スガは柄にもなく、いたずらっぽい目で笑っていた。自分でもあまりにも素直すぎる発言だったと反省しているた俺は、非常に気まずい思いで目を伏せた。

「……お前ら、旭に色目使ってんなよ。殺すぞ」

　急に岳の声のトーンが変わって、はっとして顔を上げた。さっきまでの余裕たっぷりな雰囲気が一変して、一気に氷点下まで下がったような冷たさを感じさせる声色になっている。

「顔が怖ぇんだよお口がわりーぞ、反抗期ボーイが」

　コータは岳の冷たい視線に慣れているのか、普段どおりの態度で虫犬でも払うようにシッシッと手を振った。

「ほら、五分やるから、ふたりっきりになってこいって。ふたりで何するか知らねぇけど。なぁ、スガ」

「ああ、きっちり五分計ってるから。ふたりで何するか知らねぇけど」

　コーダとスガの何やら含みのある言葉に、「う、うん」とうなずく。きっとしばらくこのネタでからかわれそうだけれど、今はそんなことよりも岳不足を解消することのほうがはるかに重要だった。

「岳、お前マジでわかってんだろうな。頼んだぞ」

　何を示(し)唆(さ)しているのか、コータの釘を刺すような言葉に、岳は面倒くさそうにひらひらと手を振った。

「わかってるって。……こっち来て、旭」

　立ち上がった岳に手を引かれて、俺たちは部屋を出た。

　廊下を出て、誰もいない階段に辿り着いた瞬間、俺はじっと見つめてくる岳に申し訳ない思いで告げる。

「あんなこと……みんなの前で言ってごめんな、岳」

　恥ずかしさで俯いてしまった俺の顎を、岳の指先が優しく持ち上げる。強制的に視線を合わされて、岳の柔らかく微笑んだ瞳とかち合う。

「いや、全然謝る必要ないから。旭が言わなきゃ俺が言ってたって」

　どうやら呆れられてはなさそうで、肩の力が抜けた。

「ばか正直な旭もマジでタイプ」

　そう言いながら、岳が俺の唇を親指の腹でそっとなぞる。背中にぞくぞくとした甘い快感が走り、一瞬、呼吸するのさえ忘れてしまった。

「それに、ぜんぶわざとだったし。まぁ……ほんとに旭が罠(わな)にかかって、あんなふうにかわいくおねだりしてくれるとは思ってなかったけど」

「は……？」

　岳の告白に、俺は目を見開いた。どうやら岳は、最初から俺がギブアップするのを待っていたらしい。

「も、もうやだ……ほんとお前ぶっ飛ばす……」

　こぼれ出た文句は、かなり弱々しくなってしまった。きっと岳は俺のことを誰よりも深く理解しているのだろう。岳に見透かされていたという事実が悔しくて、でもどこか甘い切なさを感じてしまう。

「なぁ、俺にどうしてほしいの？　言えよ、旭」

　岳の瞳に射抜かれながら、俺は恥ずかしさを押し殺して素直に言葉を紡いだ。

「……あっためて」

　両手を広げて岳のハグを待つ。ガキみたいで恥ずかしいけれど、精一杯の表現方法だ。

「あっためるだけ？　マジでそれだけでいいの？」

　どこか期待するような岳の声。本当に俺の幼なじみ兼恋人は、意地悪でどうしようもない。

「キス、してよ……岳」

　まるで待ち焦がれていた言葉を聞けたみたいに、岳の瞳が嬉しそうに弧を描く。

「あー、無理。ほんとかわいすぎ。絶対、あいつらには見せたくねぇ……」

　岳の腕に引き寄せられて、「あっ」と思った瞬間には唇が重なっていた。

「……ンッ」

　岳の抱擁が、いつもよりも強く激しい。まるで俺を手放したくないとでもいうように。

　平然としているように見えていた岳だけれど、もしかしたら岳も俺に触れたいと思ってくれていたのかもしれない。そう考えると、胸の奥がさらに愛おしさで満たされる。

　たった数時間。それでも、とても久しぶりに感じる岳の温もりに、全身が溶けてしまいそうだった。岳の腕の中にいると、正しい世界に戻ったような安心感に包まれる。ここが俺の居場所なんだと、心の底から実感する。

　内側が熱い。興奮している岳に煽られ、俺ももっとドキドキしてくる。互いの舌を絡ませ、夢中になってキスしていたその時。

　──ピピピピピ！！！

　岳の部屋からアラームの音が聞こえた。もう五分もたったのかというさびしさと、本当にスガたちが時間を計っていたことに対するおかしさが交互に押し寄せてきて、俺はもう力なく笑うしかなかった。

「はぁ……。五分じゃ足りるわけねぇじゃん……」

　一方で岳のため息は、切ない響きを帯びている。俺も同じ気持ちだよ、と伝えたくなった。でも、約束は約束だ。

「……ありがとな、岳。……えっと、……じゃあ、戻ろっか」

　名(な)残(ごり)名残(なごり)惜しい思いで岳の体から手を離そうとしたけれど、岳がそれを許さなかった。

「やだ」

　強く俺を抱きしめながら、駄々っ子のように岳が言う。

「こ、こら、岳……」

「わーってるって」

　そう言った岳の腕が、ゆっくりと俺から離れていった、かと思ったら──。

「……あとで抱き潰すから」

　耳元に届いた小さなささやきに、俺はぎょっとして目を丸くする。岳は俺をまっすぐに見つめ、なぜだか思い切り眉を顰(ひそ)顰めた。

「旭さー。だめだって。またエッチな顔になってるって。今日一日、変顔しててくんない？　マジで」

　ばかなことを言う幼なじみ兼恋人がおかしくて、俺はぶはっと噴き出した。

「ちゃんとわかってんの、バブちゃん」

　困ったような、でも少しだけ嬉しそうな顔で苦言を呈(てい)してくる岳の黒髪を、背伸びしてくしゃくしゃと撫でつける。

「……な」

　岳は突然の俺の行動に驚いたのか、珍しく少しだけ頬を赤らめていた。

「……岳、嫌だった？」

　首を傾げて問いかける。

「嫌なわけねぇじゃん……。急にどしたっては、……思ったけど」

「いや、なんかさ、……すごく、岳が好きだなぁって思って」

　はにかみながら俺がつぶやくと、岳は赤い顔で思い切り眉間に皺を寄せる。

「は？　俺のほうが好きだし……。ていうか、俺の幼なじみ兼恋人がかわいすぎんだけど。ほんと無理。動画撮っておけばよかった。つーか、マジで抱き潰──」

「はいはい！　もう行くぞ、岳！」

　岳の口から再び出た不穏な言葉を遮って彼の腕を引っ張ると、部屋からタイミングよく「時間だぞ、幼なじみーズ！」とふたりが叫んでいるのが聞こえた。「今行くー！」と笑って声を張り上げる。

「ぜってー明日、抱き潰す……スガたちが帰ったら、すぐに抱き潰す……触りまくって、舐(な)め回して、ガンガン泣かせて、旭がなんて言っても抱き潰す……」

　岳が真顔でぶつぶつ言っていたけれど、明日のことは明日の俺に任せるとして、今日の俺は聞かなかったことにした。

（が、がんばって、明日の俺……）

　はたして今日の祈りは、明日の俺に届くのだろうか。

　ひとまず今日の俺は充電も満タンになったことだし、今夜もみんなでわいわい話しながら、楽しい楽しいお泊まり会になりそうだ。
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